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　あれはよく晴れた日のことだった。雲一つないからりとした快晴の下、私は静かに絶望したことを覚えている。




　忘れもしない、九歳の時であった。私はとある事情で普ふ段だんなら絶対に入れない王宮へと足を運んだ。王宮は王城とは異なり、謁えっ見けんの間まや玉座がある場所ではない。王おう妃ひや側室、その子どもたちが暮らす大きな屋や敷しきのようなものだ。

　王宮内では値段を聞くのも恐おそろしいほど美しいシャンデリアが輝かがやきを放ち、真っ赤な絨じゅう毯たんは踏ふんでしまうのが惜おしいくらいに隅すみ々ずみまで手入れされている。

　初めて訪おとずれる王宮に私はキラキラと目を輝かせた。自分の家とは比べものにならないほど豪ごう華かで、眩まぶしい。物語の世界に入り込んだような幻げん想そう的てきな光景に、幼い私の心はあっという間に虜とりこになった。

　お城を探検してみたいという子どもながらの好こう奇き心しんを膨ふくらませつつ案内人の後をついていくと、大きな部屋に案内された。

　ここでお待ちください、と声をかけられてハッと我に返る。

　浮うかれている場合ではない。私は今日、たった一人で王子様に会いに来たのだ。

　気合いを入れ直すためにぐっと拳こぶしを握にぎった。滅めっ多たに近寄れない王宮を訪れるほどの事情──それはこの国の第二王子とのお見合いである。




　この国では、王族の男児は十歳になるまでに自ら婚こん約やく者しゃを選ばなくてはならない、という慣習がある。実際に第二王子の兄にあたる王おう太たい子しも十歳の頃ころ、婚約者を迎むかえた。候補者は星の数ほどいて、名めい誉よが欲ほしい、金が欲しい、地位が欲しいと喚わめく貴族たちはこぞって娘むすめを王族の婚約者にさせたがった。私が言うのもおかしい話ではあるが、貴族の娘たちは本当に不ふ憫びんだと思う。聞いた話だと、見み目め麗うるわしい子を無理やり養子にして自分の娘だと偽いつわり、王族に嫁とつがせようとする家まであったらしい。なんとも胸むな糞くその悪い話である。




　そんなわけで、今日は私も家の名を背負ってここに来ている。私の家は王家に次ぐ歴史を持つ、由ゆい緒しょ正しい公こう爵しゃく家け。王族の婚約者などという立場に頼たよらなくとも地位も名誉も確立されている。が、当然期待はされていた。

　王族とのお見合いは基本的に自分と相手の二人きりで行われる。もちろん、お付つきの人や警護はいるんだけど、実際話すのは王子と自分だけ。だからヘマをすることは許されないし、自分をアピールできる唯ゆい一いつの場である。この時間に命を懸かけると言っても過言ではない。王子が自分だけを見てくれる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。この好機を徹てっ底てい的てきに利用しろと言わんばかりの修しゅ業ぎょう、否、レッスンを私もみっちりとさせられた。対面はたかが十分程度だというのに、この半年間、散々マナーを叩たたき込こまれたのだ。

　悪あく魔まだ。きっと私を殺そうとしているんだわ、なんて思ったのも一度や二度ではない。最後の方はもはやゾンビと化した。

　しかし、まぁ、両親が期待してしまうのも分からなくもなかった。なにせ、私は可愛かわいい。菫すみれ色いろの大きな瞳ひとみに、緩くカーブを描えがくアイスグレーの髪かみ。

　世の男はメロメロだわ、と鏡の前でほくそ笑えんだのは五歳の時だったと思う。

　王子様だって男の子。そこらの貴族の美少女だって地位も容姿も私には敵かなわない。王子様もきっと私を好きになる。

　そう、その時までの私は世間知らずのクソナルシストだったのだ。




　王子のいる部屋に案内されて、扉とびらの前に立った。ドキドキとうるさい胸を押さえている間に重そうな扉が開かれ、視界が一気に明るくなる。礼をする前に王子を見ないように頭こうべを垂れ、膝ひざを折ってドレスを少し持ち上げた。

　半年のレッスンも馬鹿にはできないな、とこの時初めて思った。案外体が勝手に動いてくれる。

　十分礼をした後、顔を上げて王子を見た瞬しゅん間かん、脳が痺しびれた。雷かみなりに打たれたような、記き憶おくが掘ほり起おこされる不思議な感覚。ゾワッと全身の毛が逆立った。

　私は、彼を知っている──？

　金きん髪ぱつの、人とは思えない美しい顔。さらさらの髪は照明を反射し、一際輝いて見えた。白い肌はだに埋うめ込まれたようなサファイアの瞳が私を映す。

　この人は。

　思い出そうとしたところで自分がいまだ名乗っていなかったことに気付く。

　なんて無礼なことをしてしまったの！

　内心焦あせりまくっている中、王子は笑え顔がおを絶やさずじっとソファーに座っていてくれた。

　目が合うと、首を傾かしげて花が開くように優やさしく微笑ほほえむ。

　私は胸が射い抜ぬかれるような衝しょう撃げきを受けた。

　あぁ……なんて美しい方なのかしら！

　固まっている私を見ても、王子は何も言わずに待っている。一いっ瞬しゅんでピンク色に染まってしまった頭をフル回転させて、私は言葉を紡つむいだ。

　──必ずこの美しい王子様の婚約者になってみせる。

　私の頭の中はそのことでいっぱいだった。

「お初にお目にかかります、第二王子殿でん下か。わたくしはタイバス公爵家長女のベルティーア・タイバスと申します」

　ベルティーア？

　自分の名前なのに妙みょうな違い和わ感かんを覚えた。

　すると王子も立ち上がって、完かん璧ぺきな角度で頭を下げた。

「初めまして、ベルティーア嬢じょう。私は、ヴェルメリオ王国第二王子、ディラン・ヴェルメリオと申します」




　ヴェルメリオ王国、第二王子、ディラン。
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　この三つが頭の中で理解できた瞬間、ピンク色に染まった脳は冷え、危あやうく叫さけび出しそうになった。麗うるわしい笑顔で挨あい拶さつをなさる王子に、常であればこの世のすべての女性がメロメロになるだろう。ここは令れい嬢じょうとして白い頰ほおを紅潮させ恥はじらいを見せるくらいするべきなのに、できない。

　だってこの瞬間、私は〝前世の自分〟を思い出してしまったのだ。

　痛む頭を誤ご魔ま化かすように、にっこりと不器用な笑顔を浮かべた。




　なんとかお見合いを終わらせ屋敷へ帰る。王子との会話など全く覚えていなかった。

　自室へ辿たどり着ついた途と端たん、激しい眩暈めまいに襲おそわれ、記憶を整理するかのように私はそのまま丸一日寝ね込こんでしまった。
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　かつての私は日本在住の女性であった。享きょう年ねん二十歳はたち前後。多分学生だったと思う。友人は多い方ではなかったが、一人だけ短い生しょう涯がいを共に過ごした子がいた。

　彼女の名前はなぜだかどうやっても思い出せないけれど、サバサバした性格の、可愛い雰ふん囲い気きの女の子。家が隣となりで幼よう稚ち園えんから大学までたまたま同じだった悪友。

　好きではないが、嫌きらいでもない。いい奴やつだとは思うけど何分私に当たりが強かった。正直と言えば聞こえはいいけれど、あれは他人に気を使えないだけだ。

　でも、そうは言っても私たちは常に二人だった。

　隣にいるのが当たり前。頑がん固こでプライドが高いせいで周りから孤こ立りつしてしまう彼女を何かと気にかけていたのは確かである。今思えば私も彼女に結構な思い入れがあったのかもしれない。本音を言うなら、もう少し私に優しくしてくれてもよかったとは思うけれど。

　さて、そんな彼女に失しつ恋れんの慰なぐさめとして薦すすめられて始めた乙女おとめゲームが、これである。

『君と奏かなでる交声曲カンタータ』

　略して『キミ奏かな』。

　舞ぶ台たいはヴェルメリオ王国。魔ま法ほうを使える唯一の一族としてヴェルメリオ家が治めている大国であり、王都には大きな学園がある。その名も聖ポリヒュムニア学園。

　聖ポリヒュムニア学園には通常貴族が教養のために通うが、庶しょ民みんでも入学できる制度があった。

　例外に適用されるのは特別な物事に秀ひいでた者。料理が上手うまいとか、歌が上手だとか。ちなみにこの上手のレベルは王宮に仕えられる水準のものである。半はん端ぱない。

　主人公であるヒロインは万ばん人にんを魅み了りょうすると噂うわさされるほど音楽の才能に優すぐれていた。

　その才に目をつけたプラータ子し爵しゃく家けの当主は庶民の彼女を養子に迎え、学園に入学させる──そこから物語は始まる。




　そんな物語の導入は正直どうでもいい。この状じょう況きょうにして最も問題視されることは、私がこのゲームの攻こう略りゃく対象者を二人しか知らないことだ。

　ハマりにハマったゲームだったが、中でも私がどハマりしたのは、攻略対象であるヒロインの幼おさな馴な染じみの騎き士し様、アスワド・クリルヴェル様である。むしろアスワド様しか攻略していない。

　アスワド様は、艶つややかな青みがかった黒くろ髪かみと青緑の瞳をもつ好青年イケメン。剣けん術じゅつに優れ、幼馴染のヒロインをいつも気にかけるお兄さん的な存在。容姿はもちろんのこと、アスワド様には欠点がない。推おしに対する欲目かもしれないが、堅けん実じつで優しくて紳しん士しなお方。ヒロインに一いち途ずな姿には心打たれた。

　前世での恋れん愛あいがあまりに酷ひどかったことも関係しているだろうが、私はとにかく一途で誠実な性格のキャラクターに惹ひかれる。

　浮うわ気きされて破局だの、重いと言われて別れるだの。尽つくしすぎる性格のせいで過去の恋愛では自分ばかり損をしている気になった。友人と浮気された時にはさすがに殺意が湧わいた。

　傷つく恋愛をそこそこ経験してきた私の行きつく先は、当然ながらアスワド様であった。

　ちなみに悪友の推しは第二王子。

　だから第二王子は名前程度の浅い知識しかなく、私はほかに誰だれが攻略対象なのかすら知らない。悪友に第二王子の素す晴ばらしさを語られたけれど、もはや記憶にございません。

　知らないものはこの際仕方ないが、最重要事じ項こうはそこではない。

　重要なのは、ヒロインのライバル……ライバルというか彼女の恋こい路じを邪じゃ魔まする人物がべルティーア・タイバス──そう、現在の私であるということだ。

　ヒロインをいじめにいじめ倒たおす自尊心の塊かたまりである、いわゆる悪役令嬢と呼ばれる奴。──それが、私。

　絶望だ。どうして私が恋こいの当て馬役をしなくちゃならないんだ。というか、そこはヒロインに転生させるところだろう。訳が分からない。

　しかも、ベルティーアはハッピーエンドでもノーマルエンドでもバッドエンドでも、必ず消えて終わる。

　詳しょう細さいが描かれず『それからベルティーアの姿を見た者は誰もいなかった』というよく分からない最後を迎える。少なくともアスワドルートではそうだった。

　冗じょう談だんじゃない！

　悪友曰いわく、ベルティーアの悪行が最も輝くのは、彼女の婚約者である第二王子をヒロインが攻略しようとする時らしい。アスワド様のルートではただのいじめっ子として立ちはだかるから、王子ルートで彼女が何をしているかなんて知る由よしもない。

　だけど、正直私はベルティーアが嫌いではなかった。ベルティーアが出てくるイベントではアスワド様の好感度が五割増しで上がるので。

　ちなみにベルティーアは王子を見た瞬間に一ひと目め惚ぼれをし、必ず婚約者になろうと金と権力をフル活用して無理やり王子の婚約者になる……らしい。

　悪友の話なんて半分以上聞いていなかったから、合っているかは分からないけど。

　そのことを思い出した時はさすがにヒヤリとした。実際、お見合いの場面で私は彼に一目で心を奪うばわれていた。危ない。

　ともかく、ベルティーアは自分から婚約に漕こぎ着つけたようなので、これから私が何もしなければ、王子の婚約者に選ばれることはないはずだ。

　であれば、物語も変わってくる。

　なんだ、なにも怖こわいことはない。どうせならこの美び貌ぼうでアスワド様と恋愛しちゃおうか。

　そんな風にニヤニヤしたのはつい昨日のことだったと思う。

　何がいけなかったの？　翌日、そう思わずにはいられない状況に私は陥おちいっていた。




　目の前には金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美しい方。

「こんにちは、三日ぶりだね。ベルティーア」

「あの、殿下。なぜ我が家に？」

「なぜ？　ベルティーアは僕の婚約者になったんじゃないか。婚約者の家を訪れるのは当たり前のことだろう？」

「こ……婚約者？　私がですか!?」

　思わず大声で聞き返す。

　私は何もしていないはずだ。お父様は帰ってきて早々に寝込んだ私を見て心配そうにしていたし、お母様も状況を察して静かに見守ってくれていた。

「そうだよ。今日から君が僕の婚約者だ。あれ？　嬉うれしくないの？」

「無礼を承知でお伺うかがいしますが、なぜ私なのですか？　正直に申しますと、私が特別何かをしたような覚えは全くないのですが」

　そう尋たずねると、王子は少しだけ目を見開いた後、金色の髪をさらりと揺ゆらしてそれはそれは美しく微笑んだ。

「そうだねぇ……。強しいて言うなら、面おも白しろそうだったから、かな。君といると退たい屈くつしなさそうだ」

「面白そう……退屈しない……」

「うん、なにか不満？」

　面白いって。まるで少女漫まん画がのイケメンだけに許される台詞せりふのようだ。

　まぁ、面白いだろうがなんだろうが、王子が私を好きではない時点でゲーム内容とはさほど変わらない。王族の婚約者という厄やっ介かいな肩かた書がきを背負っただけだ。

「いいえ。光栄ですわ。殿下」

「うん、よろしくね。ベル」

　いきなり私の名前を愛あい称しょうで呼んだ王子に、さすが攻略対象者だと唸うならずにはいられなかった。
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　早いもので、私が王子の婚約者に選ばれてから約一か月が過ぎた。私と彼の関係は全く進展していない。一週間に一度我が家へ来て二人でひたすら雑談するだけ。話す内容は世間話という名の社交辞令ばかりである。

　一週間に一度ってかなりの回数じゃないのかと最初の方こそ思っていたけれど、王族ではそれが普ふ通つうらしい。王族である夫を支えるのは妻の役目であり、信しん頼らい関係を構築するためにもこうしてかなりの頻度で会う必要がある。王族の男性が十歳で婚約者を迎えるのもそれに起因しているのだろう。

　とはいえ、王族の歴史を学んだ時点では、せいぜい月に一回程度という話ではなかったのか。

　どうせヒロインと結ばれる運命だから、渋しぶ々しぶ受け入れているけれど。

　一か月に約四回も王子を見て感じたことは、美しいなとかずっと笑顔だなとか、本当にどうしようもないことばかりである。

　世間話もそろそろネタがなくなりそうな上に毎度来てもらうのも気が引けるから、もう来なくて良いですよって言いたい。……言いたい。

「殿下がいらっしゃるのは明後日あさってのはずでは？」

　本来ならば二日後に来る予定だった王子が、なぜか今日も我が家に来ている。しかも世間話をしに来た様子ですらなく、客間のソファーに座って本を読んでいた。

　彼は本から視線を外すと、こちらを見てにっこりと笑った。

「少し事情があってね。気にしなくていいよ」

　ヒラヒラと手を振ふってまた本を読み出した。私は向かいの席に座ってこっそりため息をつく。

　王子が目の前にいるのに私まで本を読むわけにはいかないし、違ちがう場所に行くことも叶かなわない。本当に厄介な客人だわ。

　もう一度ため息をついて、紅茶を飲んだり外を眺ながめたりしてなんとか時間を潰つぶした。今世で生きてきた中で、一番長く感じる時間だった。




「ごめんね、今日もお邪魔するよ」

　多分私の顔は死んでいた。

　王子の連日の来訪二日目を過ぎた頃から、私は諦あきらめて本を読むことにした。王子が読んでいるような難しいものではなく物語を読んでいる。客間で二人、シーンとただただ読書をするだけ。

　読書は楽しい。誰といようが没ぼっ頭とうできるので暇ひまには感じない。……が、さすがにそろそろ問とい詰つめても良いだろうか。王子が日がな一日ずっといるとなると、使用人や侍女たちも萎い縮しゅくしてしまうし私自身も気き疲づかれする。

　今日もソファーに座って無言で本を読む王子を見み据すえて、私ははっきりと告げた。

「殿下、読書は王宮でもできることです。このように頻ひん繁ぱんにご訪問されるほどの事情がおありなら仰ってください」

　まさかこんなにきっぱり言われるとは思っていなかったのか、王子は本から顔を上げて少し瞠どう目もくした。

「……ベルは知らなくていいことだよ」

　初めて見せた王子の強い口調に驚おどろいて、思わず体を引いてしまった。いつもの微笑みのように見えるけれど、明らかに拒きょ絶ぜつを示すような圧がある。

　しかし、こちらも負けじと見つめ返した。サファイアの瞳が私の鋭するどい視線を受けて動どう揺ようしたかのように揺らめく。

　そして不意に、相手の目が伏ふせられた。

「ふふ。ベルには敵かなわないなぁ」

　降参だというように両手を上げてわざとらしくため息をつくが、どこか嬉しそうにも見えた。王子相手に生意気で申し訳ないけど、このままでは私の精神衛生上にも良くない。

「申し訳ありません。お節せっ介かいなのは重々承知なのですが」

「ベルが謝る必要はないよ。事情も言わずに家に上がらせてもらった僕の方が余よ程ほど失礼だったからね」

　ごめんね、とまた作ったような笑みを浮かべた。

「事情……そうだね。僕は兄弟きょうだいと仲が良くないんだ」

「ご兄弟といいますと、王太子殿下と王女殿下のことですか？」

「どちらかと言えば兄の方かな」

「王宮にいたくないほど仲がよろしくないのですか？」

「あれ？　かなり有名な話だと思ってたんだけど」

　彼は感情のない、無機質な笑顔を浮かべる。

　その時、私は彼の触ふれてはいけない心の傷に触れてしまったことを悟さとった。相手は一国の王子だ。悩なやみの一つや二つあるだろう。兄弟仲が悪いなんて、君主制ならよくあること。

　軽けい率そつだった。

「兄は側室の子どもである僕のことが大だい嫌きらいで、よく意地悪をされているんだ。昔はまだ仲が良かった気もするんだけどね。変わってしまったんだよ。僕も、彼も」

　この話はやめた方がよいのでは……と迷っていたが、王子はそんな私の様子に気付くことなく続ける。虚うつろな瞳が客間から見える庭を見つめていた。

「兄は家庭教師とか侍じ女じょとか僕と仲の良かった人たちを皆みな追おい払はらった。僕に近づくと辞やめさせられるのだから、困ったものだよね」

　明確な悪意のある扱あつかいを受ければ、誰だって歪ゆがむ。

　実の兄から人格を歪めることをされたのだ。それも奪うという方法で。

「王太子殿下のされたことを、陛へい下かはお止めにならなかったのですか？」

「残念ながら。父上は兄上が一番だからね。僕には目もくれない」

　王子は自じ嘲ちょうするように口角を上げた。いつもの取ってつけたような微び笑しょうではなく、苦しみと悲しみと憎にくしみをごちゃ混ぜにしたような下手くそな笑みだった。

　かける言葉が見つからずに視線を下げた。王子の家族関係がこんなに複雑なものだと、婚約者教育を受けていたにもかかわらず、なぜ今まで気付けなかったのだろう。

　陛下に見み初そめられた美しい側室、それが王子の母親である。彼女は王子を産み落としたと同時に亡なくなっていたはず。

　彼はずっと、独りだったのだ。

「そんな悲しそうな顔しないでよ」

　王子が我が慢まんして無理やり笑っているのに、私が悲痛な顔をするわけにはいかない。同情なんてもってのほかだ。お前に分かってたまるかと私だったら思う。でも、こんな時どんな顔をすればいいのか分からない。

「……君に一つ、噓うそをついた」

　王子は何も言えずにいる私を見かねてか、突とつ然ぜんそんなことを言った。

「君を婚約者に選んだ理由。本当はちゃんとあるんだ」

「それは……」

「誰でも良かったんだ。あそこから抜ぬけ出せるなら、どんな場所でも良かった。たまたま君がタイバス家の娘で、君の家は王宮から近くて通いやすかった。君が選ばれたのはたった、それだけの理由なんだよ」

　申し訳なさそうに王子は続けるが、私は彼の目を見られなかった。

　選ばれた理由なんて、どうでもいい。

　ただ、私も王宮の人間と同じように、頻繁に訪れる王子を鬱うっ陶とうしく思ってしまったことに後ろめたさを感じていた。彼は前世の記憶を持つ私とは違う、本当にまだ幼い子どもだというのに。

　パチンと軽く手を叩き、この話はもうおしまいね、と彼はひっそり笑った。




　王子が帰った後、私は一人考えていた。

　前世で彼を攻略したことがない私は、王子の過去も、王子がこれからどうなるかも知らない。ヒロインに出会って心の傷を癒いやしていくのか、それとも学園に入る前からヒロインとの接せっ触しょくがあるのか。

　あぁ、もっと友人に聞いておくべきだった。

　今さら後こう悔かいしても遅おそいとは分かっているけれど、彼にこんな深い闇やみがあるなんて、私はこれっぽっちも予想していなかったのである。

　王子が騎士様のように幼馴染としてヒロインと今の時期に出会うならまだいい。言い方は悪いが、心のケアをすべてヒロインにやってもらえば良いのだから。

　だけど一か月王子と話してみて、そういった予兆は感じないし、婚約者のいる王子がほかの女の子と出会うとは考えにくい。それに加えてヒロインは庶民。庶民が運よく王族に会うなど不可能だ。ここが乙女ゲームの世界であったとしてもさすがにあり得ない。

　そう推測すると、王子は学園に入るまでずっとヒロインとは出会えず、傷を抱かかえたまま五年弱も独りで過ごさなければならないのだ。

　それは、いくらなんでもあんまりではないか？　このままずっと好きでもない婚約者と過ごして救いの手が伸のべられるのを待つだけ。こんなの拗こじらせるに決まっている。

　しかもその間、私は側で見ていることしかできない。傷ついている子どもを何年も放置するってことだ。そんなの私が耐たえられない。

　そっと目を閉じて、今では懐なつかしくなってしまった、かつての記憶を思い出す。




　私は前世で妹が二人、弟が二人という今時では珍めずらしい五人兄弟の長女だった。妹二人はいい子であまり手がかからなかったけれど、二人の弟には本当に苦労した。共働きの親の代わりに部活もせず、家事をするために急いで家に帰って弟たちの面めん倒どうを見ていた。男の子特有の喧けん嘩かや危険な遊びをいくら叱しかっても、その場凌しのぎの謝罪しかなくて、また傷を作って帰ってくる。

　一番歳としの近い弟は特に荒すさんでいて、私の忠告なんか聞きもしない。そんな弟を見て育った六歳離はなれた下の弟も生意気に育ってしまった。

　当時まだ高校生だった私は、荒あれまくった馬鹿な弟のことでいっぱいいっぱいだった。悪友も何かと手伝ってくれたけど、短気な彼女はすぐに弟と取っ組み合いの喧嘩を始めてしまう。一度彼女が、『姉に迷めい惑わくかけてるんじゃないわよ！　いい加減にしないとブッ飛ばす！』とぶちギレて弟を殴なぐり飛とばしたことがある。さすがに焦って、鼻血を出した弟に駆かけ寄よったけれど、そんな私を突つき飛ばして弟は家を出て行った。

　無事帰ってきたから良かったものの、当時は家出したのではないかとヒヤヒヤした。その後はしばらく口を利きいてもらえなかったけど。

　そんな日々が一変したのは、一番幼い妹の誕生日。親が仕事で家に帰れず、兄弟五人での晩ばん餐さんとなった。私はせめてもと妹が大好きなオムライスを振ふる舞まい、荒れた弟たちも引っ張ってきてみんなで食べようとした時、急に妹が泣き出したのだ。

『お母さんたちはどうしていつもかえってこないの？』

　誰も、何も言えなかった。兄弟の、馬鹿な弟たちですら触れなかったこと。妹は幼くて何も分からない。仕事だよって言ってもきっと納なっ得とくしない。

　重たく冷たい沈ちん黙もくが、狭せまいリビングに落ちた。皆みなの顔が暗くなる。私が言いあぐねていると、いきなり髪を金色に染めた弟が立ち上がって叫んだ。

『俺たちのことなんかどうでもいいからに決まってるだろ。あいつらは俺たちなんか忘れてるんだよ！』

　そう言って、椅い子すを蹴けった。

『いつも家にいねぇし、俺たちなんてどうでもいいんだ！』

　ガンッと耳を刺さすような音がして、弟が壁かべを殴ったのが分かった。力を入れすぎて手から血が滲にじんでいる。

『やめなさい！』

『姉さんも姉さんだろ！』

　鋭い視線を受けて少し怯ひるんだ。睨にらむ弟の目にはうっすら水の膜まくが張っていた。

『なんで、笑っていられるんだ。なんで、俺みたいな奴の面倒見れるんだ。俺たちのせいで大好きだった剣けん道どう辞めたんだろ？　姉さんだって母さんたちみたいに俺たちを捨てればいいのに』

　そう叫んだ弟の目から、ついに涙なみだが溢あふれた。

『俺だってお前らなんか捨ててこんな家出ていきたい。帰ってこない親なんかいらない。……けど、誰も、俺を、見捨てないから』

　そう言い、泣なき崩くずれて、床ゆかに涙を落とす弟に私は言葉を発することができなかった。弟の言うことは正しい。私だって、弟みたいに好き勝手に生きたいと思った。剣道を好きなだけしたいと思った。なんで私ばっかりなのって親を恨うらんだりもした。

　でも、弟たちを見捨てるなんて選せん択たく肢しは一度だって浮かんだことがない。

『馬鹿！』

　そんなこと、できるわけがない。

『本当に……馬鹿だよ。あんたは』

　反論することなくひたすら喚くように泣く弟を優しく抱だきしめた。弟はされるがまま。鼻水を啜すするような音がした。

　私たちを見てぼろぼろ泣いていた妹たちも手招きして、一いっ緒しょに抱きしめる。生意気な下の弟も今だけは素す直なおにこちらへ来た。泣かないように唇くちびるを嚙かみしめているけど、すでに涙と鼻水でぐちゃぐちゃだった。

『なんで姉さんも泣いてんの……』

　泣なき止やんだ弟は、ばつが悪いのかこっちを睨んでいた。目が真っ赤に充じゅう血けつしているので全然怖くないけれど。

『あんたは私に好きなことしろって、俺たちなんか捨てろっていうけどさ。そんなことできるわけないじゃない』

　明るく振る舞おうとしても、どうしても涙なみだ声ごえになってしまう。

『だって、私たち兄弟なんだよ。世界に五人しかいない唯一の兄弟なんだよ』

　そう言うと弟はまた泣きそうにくしゃりと顔を歪めた。私はありったけの力を込こめて四人を抱きしめる。

『姉さんが皆を捨ててどうすんの！　姉さんは皆のこと大好きなんだから！』

　そういう私もぼろぼろ泣いてしまった。だって、金髪の弟が抱きしめ返してくれるから。

『お、俺も好きだよっ！』

　声を裏返しながらそう言ったのは六歳離れた弟。それに続いて、三歳離れた妹も、一番幼い妹も言い出す。

『わ、私も大好き！』

『みゆも！　みゆもみんなすき！』

　そして必然的に皆の視線が金髪の弟に集まった。充血した目を見開いて、え、俺？　なんて顔をして固まっている。皆の視線に耐えられなくなったのか逃にげ出そうとしても、私がきつくホールドしているので逃げられない。

『っ、俺だって、俺だって好きに決まってんだろ！　じゃなきゃこんなとこいねーよ、バカ野や郎ろう！』

　泣いて赤くなった顔をさらに赤くして叫んだ。バカ野郎は余計だけど、この弟から好きなんて単語を聞いたのは何年ぶりだろう。

　嬉しくて、寂さびしくて、でも嬉しくて、私たち兄弟は妹の誕生日だというのにわんわん泣いた。抱き合いながら、団子になって大だい号ごう泣きゅうした。

　私はこの日、初めて兄弟たちの孤こ独どくに触れた。

　王子を見ていると、弟たちが重なる。実際、私も親がいなくて寂しかった。その思いを埋めるように剣道をしたし、友人がいたからこそ頑がん張ばれた。だから、王子の孤独感が身につまされるように分かるのだ。

　私はヒロインのように王子を救えない。弟や妹にとって、私が最さい期ごまで〝親〟にはなれず〝姉〟だったように。

　だけど、せめて気を紛まぎらわせることなら私にも可能だと思う。……多分。

　遊ぶなり話すなりして、これ以上彼が孤独を感じないように一緒にいる。それなら私にだってできる。要は話し相手、一番身近な友人になればいい。

　ふと、いつも王子と共に訪れる少年の姿が脳のう裏りを過よぎった。黒ずくめで、影かげのように王子の後ろに控ひかえている。婚約者になってすぐ、王子から自分の唯一の側近だと紹しょう介かいされたけれど、一度も二人が話しているところを見たことがない。彼は王子とどんな関係なのだろう。仲がいいのか、それとも王太子の息のかかった人間なのか……。信頼できるか自ら判断しなくては、逆に王子の傷口を抉えぐる可能性がある。それはまぁおいおい考えるとして。

　王子と友達かぁ……。難易度高すぎない？

　ヒロインはどうやって王子の心を摑つかんだのだろう。ここは直球勝負で、もう少し心を開いて仲良くなろうと言ってみる？　距きょ離りの詰め方が性急すぎるかな。でも言葉にして伝えることが、コミュニケーションにおいて一番重要ではないだろうか。

　結局は、正面突とっ破ぱで行くのが一番早い。大だい丈じょう夫ぶ。今の私は事実上小学生だから恥ずかしがる必要はない。

　一時的な痛み止めでもいい。ヒロインが現れるまでなんとか私が王子を引っ張る。いずれ婚約破は棄きされるとしても、今は私の婚約者だ。なら多少振り回してもいいだろう。好きになってもらう必要がないのだから、開き直って遠えん慮りょなく付つき纏まとえばいい。

　王子よ、待っていろ。私が君の友人第一号だ。

　決行は明日。名付けて『お友達大作戦』！




　翌日。いつもより早い時間に起きてザッと勢いよくカーテンを開ける。本当は侍女の仕事だけど今日は自分でしたかった。

　大きな窓の外にはキラキラ輝く朝日と透すけるような青い空。

「天も私に味方しているのね」

　雨が降っていたら今日の作戦は実行できないことになる。私は決めたら即そく行動するタイプの人間なので、ここで出鼻をくじかれたらたまらない。

　気合いを入れるためにもドレスを入念に選んだ。クローゼットに所狭しと並べられている色とりどりのドレスを順番に見る。

　これからの作戦も考えて、簡素なドレスを選んだら侍女たちに渋しぶい顔をされた。簡素と言っても、私からすると十分派手なのだけれど。仕方なく、私はスキル『令嬢の我わが儘まま』を発動した。このドレス以外は断固拒きょ否ひであると示すため、ドレスを握りしめて「これにするわ」とはっきり告げる。

　渋々着せ替えてくれた時は勝ちを確信したが、いつも以上に化け粧しょうを濃こく塗ぬられた。

　そんな厚あつ塗ぬりしなくても、ベルティーアは元が綺き麗れいだと思うんだけどな。納得いかない。




　三回深呼吸をして、玄げん関かん前まえで使用人たちに混じって王子を待つ。私が王子を出で迎むかえるのは実は初めてだ。いつもは屋敷の中で待っているが、今日は作戦を成功させるためにも、こうするのが一番有効だと考えた。何事も先手必勝。ふうっと息をついてから、もう一度胸に手を当てた。

　しばらくは大人しく待っていたけれど、次し第だいに落ち着かなくなってくる。到とう着ちゃくの時間が迫せまるのを感じるほど心臓がばくばくと音を立てた。

　もしも、ここで王子に嫌われたら、二度目のチャンスはない。ここに来る回数も少なくなる。そりゃ、嫌いな相手と好き好んで一緒にいたいとは思わないだろうし。

　そこまで考えて、ん？　と首を傾げた。

　待てよ、もし王子が家へ来なくなった場合、彼は王宮にいることになる。でも王宮には兄がいるし、婚約者も嫌いで……となったら板いた挟ばさみでなおさら拗らせるのでは？

　芋いもづる式に不安要素がどんどん増えていく。結局、私が今日の作戦を成功させるしかないのだ。行動しなければ何も改善しないし、誰も幸せにならない。なら何かやって玉ぎょく砕さいした方がまだマシというものだ。

　頑張れベルティーア、当たって砕くだけろ！

　砕けたくはないけれど、と心の何処どこかでそっと呟つぶやいた。

　自分を必死に鼓こ舞ぶしていると、がらがらと馬車を引く音がして慌あわてて背筋を伸ばした。控えていた執事たちと同じように深く礼をする。

　ドアの開く音が聞こえて、黒い靴くつが目の前で止まった。

「どうしたの、ベル。お出迎えなんて珍しいね」

　顔を上げると純じゅん粋すいに驚いた顔をした王子がいた。

「はい。今日は我が家の庭を案内させていただこうかと思いまして」

「庭を？」

「ええ」

　にっこりと、王子を見習って意図を悟られないように笑う。多分できてる。一瞬王子が不可解そうに眉まゆをひそめた。

　しかしそれは本当に一瞬で、またすぐに笑顔に戻る。

「そっか、だから待っていてくれたんだね。ありがとう。じゃあ早さっ速そく案内してくれるかな？」

「……こちらです」

　私ができる精せい一いっ杯ぱいの笑顔で王子を見ると、彼も私を見ていた。目が合って、お互たがいに微笑み合う。端はたから見れば和なごむ光景だが、当事者の私たちは違う。

　王子は思いのほか警けい戒かいしているし私も戦う気満々。視線の間には火花が散っているに違いない。

　脳内でゴングの音が鳴なり響ひびいた。




　庭案内は今のところ順調で、王子はなにも言わずについてきてくれる。花の種類を一つ一つ説明すると、この花は春になると赤い花を咲さかせるんだよね、などと豆知識を披ひ露ろうしてくれた。が、正直手応えはいまいちである。

　花を見て、立ち止まることはあってもほんの数秒だけ。これでは思ったよりも早く案内が終わってしまう。

「殿下、あの……楽しくありませんか？」

　薔ば薇らのアーチを見ている王子に声をかけた。彼がゆっくりとこっちを振り向く瞬間、金色の髪が日に照らされて天使の輪を作った。相変わらず美しい方だ。

「そんなことないよ？　ほら、この薔薇だってこんなに綺麗。よく手入れされているね」

　そう言ってまた薔薇に視線を戻した。

　ああ、どうする。このままでは現状が変わりそうにない。彼も警戒したままだ。ここはやはり一発玉ぎょく砕さいするしかないのか。

　思案していると、王子がある場所に足を向けた。

「ま、待ってください！　そこは……！」

「あっちはだめなの？」

「だ、だめです！」

「へぇ……そう言われると覗のぞきたくなっちゃうな」

　いつものように優しく微笑んでいるはずなのになんか変な悪お寒かんがする。細められた瞳が意地悪そうに歪んでいた。なんとなく感じてはいたけれど、王子って何気にサディストの傾けい向こうがある気がする。ドＳ設定のキャラなのだろうか。

　微笑みを通とおり越こして妖あやしげに笑っている王子を見て、逆に彼の警戒心が薄うすまっているのに気が付いた。焦った私に対して自分の優位性を感じたがゆえの余よ裕ゆうな気もするけど、王子の機き嫌げんがいい今ならいけるかもしれない。

「殿下、お願いがあるのですが」

「え？　お願い？」

「私と、友達になってくれませんか？」

　汗あせがべったりついた手のひらを強く握りしめる。腹に力を入れてしっかり王子の目を見て言った。王子はぽかんと呆ほうけた後、今度は今までにないほど警戒を強めて笑った。

　私は怯むことなく続ける。

「私、貴方あなたと仲良くなりたくて」

「どうして僕と仲良くなろうなんて思ったの？」

　今度は笑顔を一転させて真顔で問う。いつもの柔にゅう和わな笑みはどこかへ消え、冷たい双そう眸ぼうが私を捕とらえた。

　まさか真顔になるなんて予想もしていなくて驚きょう愕がくし、言葉を詰まらせる。美少年の真顔という迫はく力りょくがありすぎる表情に体が硬こう直ちょくした。

「俺の過去を聞いて憐あわれになった？　ただの同情かなにか？　あ、それとも単純な興味かな。自分の婚約者が王宮で邪じゃ険けんにされているなんて気にならないはずないもんね。俺みたいなのにくだらない理由で選ばれるとか、君も不運だよ。可哀想に」

　一いち人にん称しょうが変わった。多分こっちが本来の彼に近い。

　怖いけど大丈夫。怒いかりをぶつけられるのは前世の弟で慣れている。

　大丈夫、大丈夫と心中で呟きながら私は王子の一挙一動を見み逃のがさないように目をそらさず黙だまって話を聞いていた。

「同情なら、いらない。馬鹿にするな」

「馬鹿になんかしていません！」

　思わず言い返してしまったが、王子が反論しないのをいいことに構わず続けた。

「ましてや同情でもありません。私が殿下に同情できるような立場でないことはちゃんと分かっています」

　今度は私が睨みつけるように彼を見つめる。

「すべて、自分のためなんです」

　用意していた言葉を頭から引っ張り出した。

　同情なんかじゃない、と分かってもらうために、自分を引き合いに出す。しかし、王子は淀よどんだ瞳を細く歪めた。

「ああ、知ってるよ。君みたいな、偽ぎ善ぜんを生きがいにしているような子。おかしいよね。そもそも俺は助けなんか求めていないし君に助けてもらおうとも思わない。そういう自分勝手な正義感は他人を受け入れられるほど余裕のある奴を相手にしてくれない？　迷惑だよ」

　微笑んで皮肉を吐はく王子に図星をつかれた私は固まってしまった。

　弟でもこの時期はまだ素直だったのに。思っていたよりも根が深かった。これを攻略するヒロイン、偉い大だいすぎ。

　私が委縮して黙っていると、彼はハッとして唇を嚙む仕草を見せた。

　どうやら、言いすぎたことは自覚しているようだ。

　苦く悶もんの表情で俯うつむいた王子は、地面を見つめつつも時々ちらりとこちらを見た。私と王子の視線が交わると、王子は気まずそうにすぐまた目をそらす……といったもじもじとした仕草が繰くり返かえされた。先ほどと全く雰囲気の違う王子に思わず心の中で笑ってしまう。子どもらしい一面があって安心した。

　このまま仮面笑顔でスルーされてたら私の心が折れる。

　そこで私は、もう一度背筋を伸ばして顎あごを引く。ここが正念場だ。

「私も正直に言います。私は、殿下と仲良くなることに下心がないわけではありません」

　そう言うと、王子の肩かたが怯おびえるように揺れた。私は深呼吸をして続ける。

「私には、友達というものがおりません。パーティーにも出席したことがないので当たり前かもしれませんが。兄弟もいないのでいつも一人なのです」

　一人、と言うと王子が少し顔を上げた。

「一人でできることと言えば、本を読むとかお勉強をするとかですけれど、さすがに一日中ずっとでは面白くありません。それにあと二、三年もすれば王おう子じ妃ひの教育も始まって、本を読むどころか自由な時間もなくなるでしょう」

「……そうだね」

　完全に顔を上げた王子がそこで申し訳なさそうに顔をしかめる。

　私が一つ違いの王子と同じ十歳になった頃には、きっとたくさんの家庭教師と教材の山に囲まれていることだろう。仮にも王族に嫁ぐのだから仕方のないことではあるが、憂ゆう鬱うつである。きっと地じ獄ごくのような日々を過ごすに違いない。

　前世の大学受験の勉強漬づけの日々が脳裏に浮かんだ。多分あんな感じ。

「そこで私は考えました。どうしたら今のうちに楽しめるだろうと。どうせなら二、三年後にできないようなことがしたいのです」

「例えば？」

「えぇっと、鬼おにごっ……あ、いやかくれんぼ！　かくれんぼがしたいです」

「かくれんぼ？」

　鬼ごっこと言いそうになって慌てて言い直した。庭で走り回って王子が怪け我がでもしたら大変だ。

「庭とか、家の中とかで、一人が隠れてもう一人が探すゲームです」

「あぁ、なるほど。二人じゃないとできないんだね」

　王子は納得したように笑う。

「そうならそうと言ってくれれば良かったのに。ベルが王子妃の教育を受けなければならないのは僕のせいなんだから、言ってくれればいくらでも付き合うよ」

　いつもの調子に戻ったらしい王子はにっこり微笑んだ。

　違う。私が言いたいのはそういうことじゃない。王子とある程度親しくならないと意味がないのだ。ただ相手に合わせるだけの遊びなんて楽しいわけがない。王子が時間を忘れるほど楽しくならないと、寂しさから気を紛らわすことなんて無理だ。

「私たちが仲良くならないと意味がないんです！」

「え？　どうして？」

「だ、だって殿下にはやっぱり気を使いますし、殿下だって私にお心を開いてくれているわけではないでしょう？　私たちはもっとお互いを知った方がいいと思ったんです」

　ちらりと王子を見ると、彼は大きな目をさらに大きく見開いて固まっていた。何か間ま違ちがったかもしれないと慌てて言いい繕つくろおうとするが、上手い言葉が見つからない。

「あの、生意気言って申し訳な……」

「ふ、ははは！」

　突然笑い出した王子を驚いて見る。

　目に涙を浮かべて、見たことがないほど爆ばく笑しょうしていた。訳が分からず狼ろう狽ばいしてしまう。

「いやぁ、ごめんごめん。ベルがあまりにも必死だからおかしくておかしくて」

「なっ！」

　馬鹿にされたような気がして思わず顔を赤くして声を上げた。そりゃあ、必死に決まってるでしょう！　王子がこんなに手て強ごわいなんて思ってなかったんだから！

　恥ずかしさから顔を赤くした私を王子がさらに笑った。

「いいよ。友達……だっけ？　でも、結局ベルは俺と仲良くなりたいんだよね？　なら別に〝友達〟にこだわらなくてもいいじゃない。もう婚約してるんだし、なんでそんなに呼こ称しょうに固こ執しつするのか理解できないな」

　鋭すぎませんか。

　黙り込んだ私を見て王子は追つい及きゅうするのをやめた。これ以上は不毛だと判断したのだろう。

「でも、まさかベルがこんなに俺のことを考えてくれてるとは思わなかったなぁ」

　初めて王子が嬉しそうに笑った。

「ベルとなら上手くやっていけそうだよ」

　……大成功とは言えないけれど、前よりは仲良くなれたかもしれない。これを期に、もっと仲良くなれたらいいな。
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　薔薇の香りが充じゅう満まんする小さな小屋のテーブルで手元を睨む。

　目の前には満面の笑みを浮かべた王子が、あと一枚になったカードをヒラヒラと挑ちょう発はつするように揺らした。

　私は顔を歪めて唇を嚙む。

「ベル。早く引かないと終わらないよ？」

「くっ……」

　震ふるえる手を無理やり動かし、王子の手元に残ったカードを引く。私が持つのは滑こっ稽けいなピエロのみ。

「はい。俺の勝ち」

「なんで……なんでですか！」

　五戦五敗。

　この人強すぎる。

　お友達大作戦を八割方成功させてから、さらに数か月が経過した。あれから二人でいろいろな遊びをしているけれど、勝負ごとでは一度も勝てたためしがない。

「もう一回、もう一回やりましょう！」

「ベルって意外と負まけず嫌ぎらいだよね」

「私って分かりやすいですかね……？」

「うーん、そうでもないけど。この、とらんぷ、だっけ？　これ手作りでしょ？」

「はい。私が考えた遊びなので」

　実はこの世界にトランプは存在しない。チェスやタロットとかはあるくせに、トランプはないのだ。

　手作りだが、かなり上出来だと思ったんだけど。

「最初こそ手こずったんだけど、今じゃもうカードを覚えちゃったから」

「カードを覚える？」

「これとかさ、ハートの七には少し傷があるし、スペードの十一はここが切れてる」

「……まさか、カードの特とく徴ちょう、全部覚えたんですか？」

「覚えてしまったんだよ」

　王子はにっこり笑って肩を竦すくめた。

　なるほど。この人に勝とうと思った私が馬鹿だった。

「じゃあもうこのトランプは使えない？」

「数字とかマークが重要なゲームなら無理だね」

「ええぇ……。もっとやりたいゲームがあったんですよ」

　大だい富ふ豪ごうとか七並べとか。

　久しぶりに白熱したかったのに。

　頰を膨らませている私を華か麗れいに無視して王子が話し出した。私に対する態度が雑である。

「にしても、ここはすごくいいところだね」

「私が幼い頃、庭を探検していた時に見つけたんです」

　薔薇が咲き乱みだれる小さな空間。

　私が例の作戦を決行した日、唯一王子に案内せず隠した場所である。あの後どうしても気になったみたいだから、お友達になったことだし教えてあげることにした。

　私が前世を思い出す前からこの場所はお気に入りだ。温かい木こ漏もれ日びに雨を凌げるだけの屋根とテーブルと椅子があって、その周りには薔薇が美しく咲いている。

　手入れをしないように庭師には言ってあるので、自然な状態のままだ。薔薇が無造作に咲き乱れているこの感じが好きなのだけれど、見る人によってはだらしなく思われそうだったので王子を案内しなかった。何だかんだと彼も気に入ってくれているみたいなので良しとしよう。

「私のとっておきの場所なんですよ」

「もう、俺に教えちゃったけどね」

　王子が意地悪そうに微笑んだ。私もにっこり笑う。

「そうですね。秘密基地っぽくてドキドキしませんか？」

「ひみつきち？」

「んーと、秘密の場所って意味です。遊ぶための私たちだけの場所」

「俺たちだけの……？」

　王子は一いっ瞬しゅん驚おどろいたように目を見開いたが、すぐに嬉しそうに笑った。

　その笑顔が花開くようで、思わず見み惚ほれる。

「そっか、秘密か。俺たちだけの、秘密。ふふ、わくわくするね」

　あまりに嬉しそうに笑うものだから、私も嬉しくなって二人でくすくす笑った。

「あ、そうだ。せっかくだからベルに俺の魔法を披露しようと思うんだけど、見たい？」

「ま、魔法!?」

　突然の誘さそいに驚いて思わず立ち上がってしまった。

　そうだ。忘れていた。ヴェルメリオ王家は唯一魔法を使える一族だ。

　私の大好きな騎士様であるアスワド様のルートでは魔法の魔の字も出なかったから、すっかり忘れていた。

「王族の方は皆、魔法を使えるんですか？」

「そういうわけじゃないよ。魔ま力りょくなしが生まれることももちろんある。魔法が使える王族でも個人で魔力量とかは変わってくるけどね」

　王子の言葉と同時に、花が空中に現れた。

　桃もも色いろの小さな花だ。梅の花に似ている。

「え、わっ！」

　ぽかんとしている間に、私の周りからも花が飛び出す。

　落とすのは勿もっ体たいない気がして空中に舞う花たちをできるだけ手の中に収めた。魔法でできたその花たちはキラキラと輝きながら消えていく。

「ベル、ちょっとこっちに来て」

　王子が手招きしたのは屋根の外にある芝しば生ふ。言われた通りに外に出ると、日差しが強くて思わず目を細めた。

「婚約者殿どの」

　呼ばれて王子の方を見ると、彼は跪ひざまずいて私の左手を取る。あり得ない状況に内心絶ぜっ叫きょうした。こんな状況を誰かに見られたら後で絶対に怒おこられる。

　王子は焦る私を楽しそうに眺めるだけで、頑かたくなに立とうとしない。

「殿下！　ダメです、立ってください！」

「えー？」

　不服そうに眉を下げながら、上うわ目め遣づかいで私を見つめるその顔の良さに思わず呻うめき声が出そうになった。自身の美貌を自覚しているのかいないのか、王子はそのままあざとく小首を傾げ、こちらの気を引くように手を軽く握った。

「ベル、今だけでいいから名前で呼んでほしいなぁ」

　王子の甘い声こわ色いろと仕草に、ぐっと喉のどが詰まる。

　視線を彷徨さまよわせながらも「ディラン様……」と小さな声で呼べば、彼は嬉しそうに破顔した。

「俺から君に花束を贈おくろう」

　王子は美しすぎるご尊顔でとろけるほど優しく微笑んだ。輝く金髪と宝石みたいな青い瞳が眩しい。王子の周りに見える恐ろしいほどのキラキラは幻げん覚かくか、ただの日光の反射か。

　目の前の美少年を直視できずにくだらないことを考えていると、彼は私の左手の薬指に唇を落とした。

　羞しゅう恥ちが沸わき起こってみるみるうちに頭に血がのぼる。

　前世では薬指に指輪を嵌はめているのは既き婚こん者しゃの印だったけど、この世界でもそうなのだろうか。日本人が作った乙女ゲームだし、そういう要素がある可能性は高い。

　顔を赤くした私を見て、王子は満足そうに微笑んだ。

　刹せつ那な、風が吹ふき、花が舞う。

　思わず瞬まばたきをすると、次の瞬間にはあのピンクの花がさっきとは比べものにならないほど私の周りに舞っていた。

　もう一度強い風が吹いて花がグルグルと私を囲うように靡なびく。ふわりと甘い香りがした。

「わぁ……」

　美しく幻想的な光景に釘くぎ付づけになる。青い空や太陽の光も花を引き立てるように輝いた。桃色の花弁は風にのり、揺らめいて落ちていく。

　甘い香りに、美しい光景。頰を撫なでる風と花の柔やわらかい感かん触しょく。

　何もかもが綺麗だった。

「気に入ってくれた？」

「すごく、綺麗で……見惚れてしまいました。とても美しいです」

　あまりにも語ご彙い力りょくのない自分にがっかりしながらもなんとかこの感激を伝えたいと身み振ぶり手て振ぶりまでつけて感想を述べる。

「本当はね、王族は自分の婚約者に贈り物をするのが通例なんだ。婚約の証あかしとしてね。だけど……なんていうか、申し訳ないんだけど俺はアクセサリーなんて疎うといし、婚約者っていう存在に興味がなかったから用意してなくて。だから、俺の魔法を、親愛の印に」

　王子が少し照てれくさそうに笑って花束を私にくれる。その花束には薔薇と、可愛らしい花たちが咲き誇ほこっていた。

「ありがとうございます。嬉しいです」

「いつか、ちゃんと贈り物するから」

　そう言った王子の髪に花弁がちょこんとのっているのに気付いた。

　取ってあげようかと思ったけど、やめて手鏡を取り出す。

「鏡なんか取り出してどうしたの？」

「ふふふ、見てください」

　王子は鏡を覗き込んで花弁がついていることに気付くと、むっと口を尖とがらせた。

「言ってくれればいいのに」

　頭を振って豪ごう快かいに花を落とすと、今度は彼が悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

　ほら、と手鏡を私の方に向ける。

　鏡には花びらを髪にいっぱいつけ、不思議そうな顔をした私が映っていた。

「言ってください！」

「仕返しだよ」

　慌てて乱れた髪を整える。花弁を取るのを手伝ってくれた王子の指がそっと私の髪に触れた。そのまま、輪りん郭かくをなぞるように頰に手が添そえられて、くすぐったさに首を竦める。

「ねぇ、ベルに触れてもいい？」

　光を反射し、水面のように潤うるむ瞳と視線が交わり、ドキリと心臓が跳はねた。

「も、もう触れてるじゃないですか」

　赤くなった顔を隠すように目をそらし、かろうじて言葉を返した私に王子が顔を近づける。ぎょっとするほど至近距離だった。

「違うよ、触れるっていうのはね、こういうこと」

　王子の顔がどんどん近づいてきて、逃げることも抵てい抗こうすることもできないまま固く目を瞑つぶった。睫まつ毛げが重なるほど近い。ちゅっと可愛らしい音がして、頰にキスをされたのだと分かるとどうしようもなく恥ずかしくなった。

「どうしたの、ベル。顔が真っ赤だよ」

「どうしたもこうしたも、殿下が急にキ、スなんてするから……！」

　確信犯である王子は赤面する私をからかうように笑う。恥ずかしさの後はしてやられたことへの悔くやしさがじわじわと沸き起こってきた。

「こんなので恥ずかしがってたら、これから大変だよ？」

「こ、これから……？」

「俺たちは婚約してるんだから、これくらい挨拶みたいなもんだよ」

「挨拶!?　頰にキスをすることがですか!?」

　驚いて思わず叫んでしまったが、王子は平然と頷うなずく。

「本当はベルの家に来た時と帰る時にするべきことなんだ。知らなかった？」

「知らなかったです……」

　今まで聞いたこともないし、指し摘てきされたこともなかった。でも、ほっぺにちゅーくらいなら、そういう挨拶をする文ぶん化か圏けんもあるわけだしおかしいことではない……のか？

　じっと考え込んだ私を呼ぶように王子がドレスの裾すそを引っ張った。仕草の一つ一つが信じられないくらい可愛いんだけど。

「ほら、だからベルも俺にキスして」

「今ですか!?」

「これからのための練習だと思って、ね？」

　自分の頰を指差しながら、キスを強請ねだる王子に私が敵うはずがない。こんな可愛らしいおねだりを断れる方がどうかしている。

　意を決して、王子の要望に応えるべくぎゅっと目を瞑って頰にキスをする。掠かするくらいのささやかなものだし、羞しゅう恥ち心しんからみっともないほど震えていたはずなのに、王子はからかったりしなかった。

　目を開けた先には、甘く優しい眼まな差ざしで私を見つめる王子がほんのり頰を染めていた。
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　かの『お友達大作戦』からあっという間に月日は流れ、気が付けば半年も経たっていた。初めは王子の頭の良さや甘い美び貌ぼうに翻ほん弄ろうされていたが、半年も経てば慣れが出るようで、今では緊きん張ちょうすることなく会話ができるまで成長した。

　ここまで仲良くなれたのは、あの日思いきって『お友達大作戦』を決行したからだし、想像するよりずっと王子が甘あまえん坊ぼうだったためである。前世の弟の幼い頃を思い出して心がほっこりしたのはここだけの秘密だ。

　王子と仲良くなれた今、次の段階に進む時が来た。ずっと気になっていた、王子の側近についてである。




　ダークブルーの髪かみに赤黒い瞳ひとみを持つ眼鏡の美少年。名はシュヴァルツ・リーツィオ。王子とはまた違ちがった美貌の人物で、無表情で寡か黙もくな彼は王子の唯ゆい一いつの側近である。いつも影かげのように王子に寄より添そい、必要以上に私たちに接せっ触しょくしてくることはなく、その存在は謎なぞに包まれている。

　忍にん者じゃかと思うくらい気配を消すことが上手うまくて、時々彼の存在を忘れてしまうほどだ。主である王子と話しているところすら見たことがないので、私は密ひそかに彼を警けい戒かいしていた。もしかしたら、王おう太たい子しの命令で王子を見張っているのかもしれない、というのが私の予想。

　王宮では王子と仲良くなると王太子の妨ぼう害がいが入ると聞くから、王子とシュヴァルツの不仲は可能性として一番ありそうだった。

「ベル？　ぼーっとしてどうしたの？」

　考えごとに夢中になっていたせいか、王子が顔を覗のぞき込んだのに反応が遅おくれた。驚おどろいて身を引くと、王子は不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「俺と一いっ緒しょにいるんだから、ちゃんと俺を見てよ」

「すみません、実は昨日よく眠ねむれていなくて……」

　咄とっ嗟さに出た言い訳に、王子はきょとんとしてから心配そうに眉まゆ尻じりを下げた。

「大だい丈じょう夫ぶ？　具合悪いの？」

「大丈夫です。寝ねつきが悪かっただけですから」

「ならいいけど……」

　それ以上聞くことをやめた王子は手元のカードに視線を戻もどす。

　王子がより楽しく遊べるように試し行こう錯さく誤ごした結果、トランプを職人さんに作ってもらうことになった。硬いプラスチックのような素材に華はなやかな絵が踊おどるように描えがかれている。

　トランプなんて一通り遊べば飽あきてしまうと思っていたが、王子は我が家を訪おとずれたら一回は必ずトランプをしたがった。「俺とベルだけのゲームだもんね」と嬉うれしそうに言った王子を無下にすることなんてできず、私はいつも負けて終わる。

　今日も今日とて王道のババ抜ぬきをしているが、私はここ最近、王子の側近をどう探さぐろうか悩なやんでいるため気持ちが入らない。もっと情報が欲ほしいと思ったところで、王子と目が合う。王子は不思議そうに首を傾かしげたが、私はひらめくものを感じた。

「あの、殿でん下か。伺うかがいたいことがあるのですが」

「え？　なに、どうしたの？」

「殿下の、側近の方のことです」

「シュヴァルツのことかな。シュヴァルツがどうかした？」

　どう切り出そうか思案したのは一いっ瞬しゅんで、誤ご魔ま化かしはやめようとすぐに王子をまっすぐ見つめた。

「その、あまり殿下とお話しにならないので、どんな方なのだろうと思って」

「まさか、シュヴァルツが気になってるの？」

「違います！」

　険けんのある声こわ色いろに驚いて慌あわてて否定した。

「ただ、主である殿下との関わりがあまりにも希き薄はくな気がして……」

　歯切れの悪い私を、王子はじっと見る。真顔でこちらを見るものだから、怒おこらせたかと冷ひや汗あせが滲にじんだ。

「……申し訳ありません、差し出がましいですよね」

　言葉を間ま違ちがえたかと謝ると、王子はふるふると首を横に振ふった。そして、私を安心させるかのように自然な仕草で私の頰に触ふれた。以前だったら委縮していたこの距きょ離り感かんも、半年経った今では違い和わ感かんなく受け入れられる。

「なんで？　シュヴァルツと上手くいっていないと思って、俺のこと心配してくれたんでしょ？」

　ベルが俺のことを考えてくれたのが嬉しい、とはにかんだ王子に年相応の幼さを感じて、胸が切なくなった。シュヴァルツがどんな人物であろうと、私は王子の味方だ。

　本格的にシュヴァルツの対策を始めようとひっそり心に決めた。
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　天気の良いい昼下がり、ニコニコと微笑ほほえみながらも目は全く笑っていない王子に、私はとんでもないミスを犯おかしたのではないかと内心気が気じゃない。

　ゆったりと頰ほお杖づえをついた王子が目の前の少年を睨にらみつけた。

「どうしてここにシュヴァルツがいるのかなぁ？」

　いつもであればこの空間にはいないはずの人物が、居い心ごこ地ち悪わるそうに身じろぎする。私は慌てて身を乗り出し名乗り出た。

「あの、私が呼びました！」

　小さく挙手すると王子は私を鋭するどく睨む。いつもは優やさしく微笑んでくれるその瞳に睨まれるなど心臓に悪すぎる。

　威い嚇かくするような刺とげ々とげしい声色で、王子は私を問とい詰つめた。

「ここは俺とベルの秘密基地じゃなかったの？」

「そ、それはそうなのですが……」

「ベルティーア様、せっかくのお誘さそいですが私は遠えん慮りょしておきます」

　いつもなら、いるはずのない人物──王子の側近であるシュヴァルツは感情の分からない無表情のまま、立ち上がった。ここに来て、初めて彼の声を聞いたかもしれない。

　シュヴァルツを探るためにはどうしても彼の人となりを理解するしかないのだが、どう見ても聞いたところで素す直なおに応じてくれそうな感じではない。

　絆きずなを深めるなら一緒に過ごすのが一番だという安直な考えのもと、こうしてシュヴァルツを招いたが、やはり強ごう引いんすぎたかもしれない。

　王子が席を外した一瞬の隙すきをついて外に控ひかえていたシュヴァルツをダメ元で誘ってみたら、意外にもゲームに参加してくれることになったのだ。誘った手前、今さら追い出すことなどできないのだが……悪あく手しゅだったと後こう悔かいするしかない。王子はシュヴァルツを見て不満を抑おさえきれないようで、口を尖とがらせて拗すねたようにそっぽを向く。

「別に、いなくなれって意味じゃないし」

「じゃあ、睨むのはやめてくれませんかね」

　王子がぶっきらぼうにそう告げると、シュヴァルツは困ったように笑って肩かたを竦すくめた。側近であるにもかかわらずシュヴァルツは王子とかなり砕くだけた話し方をしている。思ったよりも仲が悪いわけではなさそうだ。

　口も利ききたくないレベルの仲の悪さを想像していただけに拍ひょう子し抜ぬけする。

　もしかして、私が一人で勘かん違ちがいして無む駄だな気を利かせているだけ……？　なにそれ、めちゃくちゃ恥はずかしい。

　視線を泳がせながらも、せっかくだしと気持ちを切きり替かえるように咳せき払ばらいをする。

「ええっと、ここは王道のババ抜きで……」

「だいたい、ベルが悪いんだよ」

　立ち去ろうとしたシュヴァルツを無理やり座らせた王子が、不ふ機き嫌げんそうに私を睨んだ。王子の怒いかりの矛ほこ先さきがいきなりこちらに向くので驚いて肩を揺ゆらす。
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　余計な世話を焼いた自覚があるだけに何も言い返すことができずしどろもどろだ。そんな私を見た王子は不機嫌オーラを隠かくしもせずにっこり笑った。笑え顔がおで威い圧あつするの、本当にやめてくれませんかね。怖こわいから。

「俺がこの場所を気に入ってるの、ベルは知ってるはずだよね？　俺とベルだけの秘密の場所だって言ったのはベルだよ。俺を裏切るの？」

「え、ここってお二人の愛の巣的なあれですか」

「そういう意味じゃありません」

　シュヴァルツが大変な誤解をしているようなので、間かん髪はつ入れずに私は口を挟はさんだ。

　それに対して王子がますます機き嫌げんを損そこねる。

「あまり歓かん迎げいされていないようですし、私はいつもの場所で待機していますね」

　そう言ったシュヴァルツは再び立ち上がって私たちに背を向けた。

　私が誘ったため、はいそうですかと言うわけにもいかず、あわあわと戸と惑まどった声を上げることしかできない。

　助けを求めるように王子を見ると、微び動どうだにしなかった金きん髪ぱつがふわりと揺れた。自分で蒔まいた種のくせに最後は王子に頼たよるなど情けなさすぎる。

「シュヴァルツ」

　シュヴァルツにとってやっぱり王子は主なわけで。王子が名前を呼べばピタリと歩くのを止めた。主の話に耳を傾かたむけるようにくるりと体を反転させ王子と向き合う。

「俺たちの秘密基地を知ってしまったのは仕方のないことだ。お前の意思じゃないしな」

　ちらりと王子に横目で見られて思わず縮こまった。

「それに俺はお前には怒っていない。俺は、ベルに、怒っているんだ」

　私の軽けい率そつな態度が王子の癪しゃくに障さわったようで、小さくなって項うな垂だれる。そんなに怒る必要ある？　と首を傾げたいところではあるけれど。言ったが最後、王子の機嫌が最底辺を行くのは目に見えている。

「私が、軽率でした。ごめんなさい」

「何が悪かったか分かってる？」

「ええっと……シュヴァルツ様に秘密基地を教えたことですかね？」

　首を傾げながらそう答えるも、王子の機嫌は良くならない。

「……シュヴァルツ様って名前呼びなのもむかつく」

　機嫌の直らない王子を困った顔で見つめていたら、王子がふと目をそらして下を向く。綺き麗れいな髪を軽く搔かきながら机に伏ふした。

「ごめん……シュヴァルツもベルも悪くない。俺が勝手に嫉しっ妬としてるだけ」

　小さな声で、本当にか細い声で王子が言った。

　嫉妬？　え、嫉妬してるの？

　王子は言いにくそうにこちらを窺うかがいながらそっと呟つぶやいた。

「だってベルは……俺の、親友、なんだろ……？」

　そう言って赤くなった顔を隠すように自分の腕うでに埋うずめた。王子の言葉は少し遠くにいたシュヴァルツにもばっちり聞こえていたようで、眼鏡の奥の瞳が驚きょう愕がくの色を浮うかべている。

「ディラン様、一体なにがあったんです？　貴方あなたらしくもない」

「っ、うるさいなあ」

　王子は顔を赤くしたまま悪態をつく。私はもうなんかいろいろとたまらなくなって、思い切り机から身を乗り出し大声で宣言した。自分の勘違いなんか頭の中からはすっとんでいて、王子が可愛かわいいとしか思わなかった。

「そうですよね！　私たち、親友、ですからね！」

　私が思い切り微笑むと、王子は照れくさそうにそっぽを向きながらも小さく頷うなずいた。

　そんな私たちのやり取りを傍ぼう観かんしていたシュヴァルツは、無言で椅い子すに座った。

「……では、ディラン様の寛大なお心に甘えて、今日だけご一緒させてもらいます」

　無表情のまま、シュヴァルツは王子を見る。

「ディラン様、ご安心ください、明日にはお二人の愛の巣に戻っていますから大丈夫です」

「愛の巣じゃありません！」

　即そく答とうした私を無視して今度は王子が口を開く。

「へぇ、愛の巣か。いいこと言うね。ねぇベルはどんな家が欲しい？　俺はゆったりしたところでベルと住みたいなぁ」

　いつもの調子を取り戻した王子にほっとしながらも、頰杖をつきながらうっとりと笑う様子にただならないものを感じて内心身み震ぶるいした。目が、なんか目が怖い。

「私たちは親友なのでは？」

「うん。親友であり婚こん約やく者しゃでしょ？　好きな人と一緒に暮らせる俺は本当に幸運だよね」

　王子の言う「好き」に、友愛の意味しか含ふくまれていないことはわかっている。

　ヒロインが現れるまでの代役としては大変満足な解答だけれど、婚約やら結けっ婚こんやらの話は恋れん愛あい的てきな意味で好きな人とするものだと思っていたので、まるで当然のことのように語る王子に少々違和感があった。

「あ、クリルヴェル領はどうですか？　王都の外れですが、自然が豊かでいいところですよ」

「うーん、確かにあそこはいいところだけど王都から遠いしね。仕事できないよ」

「あの、そろそろトランプしませんか？」

　未来という私にとっては不確定すぎる話題を振り切るように会話を遮さえぎると、二人の視線が私に向けられた。

「ベルはどこがいい？」

「まだ先の話ですから、よく分かりませんよ」

　そっか残念、と微笑んだ王子は、だが食い下がるように言葉を重ねた。

「でもいつか一緒に住むことになるんだから、考えておくんだよ？」

「はい。分かりました」

「ベルは俺と結婚するんだから」

「本当に好きになった方と結婚された方がよろしいのでは？」

　思わずそう訊きいてみれば、王子は驚いたように目を見開いた。

「俺はベルのことが好きだよ？」

「いや、そうではなく……」

「無駄ですよ。ディラン様は愛だとか恋こいだとかそういう感情を理解できないですし、そもそも貴族の婚姻に純愛など求められていません。考えるだけ無駄というものです」

　シュヴァルツは興味なさげに机の上に放置されたトランプをいじりながら口を開いた。その表情が若じゃっ干かん暗く見えるのは気のせいだろうか。

　シュヴァルツとは対照的に王子は不自然なほど笑えみを崩くずさず、シュヴァルツの言葉を否定も肯こう定ていもしなかった。

　これ以上この話を掘ほり下さげる必要もないので、私はようやくといった面おも持もちでトランプを手に取った。




　右、左、右と惑まどわす仕草をしても寡黙な美少年の表情筋が動くことはない。というか、ババ抜きでよくやるこの揺さぶり作戦に果たして効果はあるのか。

　すでに手持ちのカードがない王子は楽しそうに私たちの一いっ騎き討うちを見ていた。

「どっちでもいいので早く引きませんか？」

　面めん倒どうくさそうな声を出すシュヴァルツをちらりと見ると、無機質な瞳と目が合う。

　私、一応王子の婚約者なんだけど……。

　不ぶ躾しつけな態度にシュヴァルツを半目で睨みつけるが、当人はどこ吹ふく風で気にも留めていない。

「少しくらい表情を変化させてから言ってください」

「確率は同じです」

「うう……。じゃあこっち！」

　勢いよく引いたカードに描かれているのはバカにしたように笑うピエロ。がっくりと肩を落とすと、左手前にいた王子が爆ばく笑しょうしていた。シュヴァルツが無表情なのがさらに辛つらい。

「じゃあ、次は私の番ですね」

　負けるものかと背中に隠しながら二枚のカードを混ぜ、シュヴァルツの目の前に出した瞬しゅん間かん、迷わず引かれた。

「あ、私の勝ちです」

　あまりの早はや業わざにシュヴァルツの手の中にある二枚のカードと私の手元にあるピエロを交こう互ごに見る。

「また負けた!?」

「弱いですね」

「シュヴァルツが強いんじゃない？」

　シュヴァルツが強いとか言ってる王子も十分強いですからね。

　睨むように二人を見たが、フイッと目をそらされた。

「次は違うのにしましょう！　ババ抜きじゃ勝てません！」

「あ、ようやく諦あきらめた？　ベルの負けず嫌ぎらいは見てて面おも白しろいよね」

　負けに負けまくった私に何度も付き合わされた男の子二人は、さすがにもう飽きたらしく、新しいゲームと言うとキラキラと目を輝かがやかせた。

　もちろん、輝いたように見えただけであって王子は変わらず爽さわやか笑顔だし、シュヴァルツも無表情だが。トランプに飽きたとは言わせない。

「にしても、ベルはすごいよね。こんなに凝こったゲームを思いつくなんて」

　ギクリと肩が揺れた。

　シュヴァルツも王子の言葉に同意するように頷く。

　内心冷や汗をかく私に何かを感じたのか、王子の視線が刺ささっている気がする。気のせいだ。多分。

　普ふ通つうに考えたら九歳の女の子がこんなゲームを考えつくわけがない。どんな天才だって話だ。

　笑って誤魔化そうと顔を上げたら王子と目が合った。王子はすぅっと目を細める。

「これ、本当にベルが考えたの？」

「え、えええっと……」

「あ、違うんですね。そんなことだろうと思いました」

　失礼なことを平然と言いやがるシュヴァルツは無視することにしよう。

「そ、そうなんです。実は私が思いついたものじゃなくて、教えてもらったものなんです」

「教えてもらったの？　誰だれに？」

「お……お父様です」

　口をついて出た噓うそにお父様を利用してしまった。ごめんなさい、お父様。

「お父様が他国へお仕事で行かれた時に、この遊びを知ったそうで」

「なるほど」

　この説明でシュヴァルツは納なっ得とくしたようだけど、王子はまだ問い詰めたそうにしている。

　変なとこつかれたら王子相手に弁解できる気がしない……。

　いまだに私を見つめる王子を不思議そうにシュヴァルツが見た。やがて盛せい大だいなため息をついた王子は諦めたのか私から視線をそらした。

「まあ、いいや。じゃあベル。その外国のゲーム、ほかのも教えてよ」

「え、ああ、はい！　今度は大だい富ふ豪ごうをしませんか？」

「「大富豪？」」

　ゲームの名前を聞いた途と端たん、二人はきょとんとした後、声を揃えて復唱した。

　可愛い……！　と叫さけぶ心をそっと隠して私は二人に微笑みかける。

「金を賭かけるの？」

「そんなブラックな遊びじゃないです！」

　大富豪はババ抜きとは全然違うゲームだ。この二人ならすぐにルールを飲み込めるだろうが……。一つ息を吐はいて、私は二人に大富豪の説明をすることにした。

　開始してから早五分。

「え、このカードって今出して良いの？」

「どうぞ、どうぞ」

「じゃあ私はジョーカーを出します」

「うふふふ、どうぞ、どうぞ」

　にっこり……いや、にやりと笑った私を二人は不ふ審しんそうにちらりと見たが、私はしれっと自分の手元に視線を落とす。

　平静を装よそおいながらも内心では高笑いをしていた。

　この序じょ盤ばんの段階でジョーカーを出すとは！

　心の中で嘲笑あざわらいながら私は着実にカードを減らしていく。私のルール説明がちょっと意地悪だったのは認める。こうした方がいいよ、とか、ああしたら？　なんて言うほど私は甘くない。

　二人がルールを完全に把は握あくできていない今がチャンスだ！

「うふふふ」

「あ、終わった」

「え!?」

　王子の方を勢いよく見ると、手元のカードがなくなり嬉しそうに手をヒラヒラと振っている。

「な、なぜ……！」

「ベルの絶望的な顔ってすごく可愛いよね」

「うわぁ……ディラン様、めっちゃ楽しんでますね……」

　私の悔くやしがる顔ってそんなに面白いのだろうか。

　シュヴァルツはドン引いたように王子を見るけれど、王子はただ楽しそうに肩を揺らしただけだった。

「まだ、まだ負けてない……！」

　シュヴァルツの手持ちは五枚。

　王子があがりで、次はシュヴァルツから始めることになる。私は最後まで取っておいたハートの二を握にぎりしめた。

「同時に四枚出すのはありですか？」

「えっ？　四枚？」

「十のカードが四枚あるので、出してもいいですか？」

　呆ぼう然ぜんと頷くと、シュヴァルツは十のカードを四枚出して私の手元に残る一枚のカードを一いち瞥べつした。あっさりと上がったシュヴァルツは相変わらず無表情のままだ。

　恐おそる恐おそる視線をずらすと、まるでこの結末が分かっていたかのように王子が愉ゆ快かいそうに微笑んでいる。

　紙くず同然のハートの二を恨うらめしげに睨んだ。

「もう私って勝てない運命なんですかね？」

「うーん、運がないだけじゃない？」

「それ、慰なぐさめてます？」

　胡う乱ろんな目を向ける気力もなくて、ため息を溢こぼす。

「私が教えたゲームだったのに……」

　一度も勝てないってどういうことだろう。七並べも神しん経けい衰すい弱じゃくもしてみたのに勝てない。神経衰弱は確かに無理だと思ってたけど。

「ほかの人とやってみようかな……」

「だめ」

　ぽつりと独り言のように呟いたつもりだったのだが、王子に聞こえてしまっていたらしい。言葉を被かぶせるように否定されて驚いた。

「だってお二人とやっても勝てないんですもの」

「じゃあ勝てるまで付き合ってあげるからほかの人としてはだめ」

　そこで、私が勝てるように手を抜いてくれるとかはないらしい。とにかく経験を積めと。

「でも、お父様相手なら勝てるかもしれませんし」

　そう言うと、王子は釘くぎを刺すように言った。

「家族と俺ら以外とは遊んじゃだめだよ」

「そもそも遊んでくれる友達がおりません……」

「ならいいや」

　なにも良くないのですが!?

　満足そうに頷いた王子をじとりと睨む。

「あ、シュヴァルツ様はもうお友達ですよね？」

　さっとシュヴァルツに笑顔を向けると、シュヴァルツは眉み間けんにシワを寄せて嫌けん悪お感かんをあらわにした。

「そんな嫌いやそうな顔をしなくても……」

「嫌だとは一言も言っていないです。ただ、不思議な方だなぁ、と」

　これは褒ほめられているのだろうか。それとも貶けなされているのだろうか。

　私からすれば不思議なのはシュヴァルツの方だが。今日会話しただけでも随ずい分ぶんと印象が変わった。

　感情の読めない人なのは今も変わらないが、王子と話す時は楽しそうで、本人が気付いているのかは不明だが若干口角が上がっている。

　そんなシュヴァルツの様子に、王子を主と認めていないだとか不仲だとかいう疑念はなくなった。シュヴァルツについて詳くわしく知れたわけではないけれど、彼が王子に向ける感情が負のものでないことは理解できた。それだけで、十分だ。

　王宮で王子が気軽に話せる人間がいることにほっとして、体の力が抜ける。

「……でも、楽しかったですよ」

　ふいに眼鏡の奥の瞳と目が合った。

「誰かとカードゲームをするなんて初めてでしたし」

　相変わらず無表情だけど、その嬉しそうな感じはなんとなく伝わった。王子も笑顔を引っ込めてじっとシュヴァルツを見つめる。

「……じゃあ、また遊べばいい」

「え？」

　唐とう突とつに口を開いた王子にシュヴァルツが反応する。

「秘密基地はバレてしまったんだし、遊びは人数が多い方が楽しい。だよね、ベル」

「そうですね！　またいつでもいらしてください」

「側近も休みが必要だろう？」

　ふんわりと柔やわらかく微笑んだ王子と私にシュヴァルツは一瞬目を見開いた後、それはもう、嬉しそうに、心からの笑顔を浮かべた。
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　部屋の中央にあるソファーに座って辺りをぐるりと見み渡わたしてみると、天てん井じょうにつきそうなほど高い本ほん棚だなと、目の前の机に積まれた分厚い本が目に入った。

　初めて見るお父様の書しょ斎さいがなんだか落ち着かなくて、そわそわとドレスの裾すそを握る。しばらくするとようやくお父様が現れた。

「いきなり呼び出したりして、ごめんね」

　そう言いながら入ってきたのは、灰色の髪と瞳を持つ、ややたれ目気味な背の高い男性。私の今世の父である。

「いえ、それであの、お話というのは？」

　お父様に呼び出されることは初めてだった。悪い行いをした記き憶おくもないし、どうして呼び出されているのか分からない。

　なんとなく怖くて、恐る恐る尋たずねるとお父様は人好きのしそうな笑顔を浮かべる。

「怖がらなくて大丈夫だよ。ベルを叱しかったりなんかしないさ」

　お父様は私を落ち着かせるようにそっと頭を撫なでてくれた。手のひらからは温かな愛情を感じ取れるのに、親の愛情というものに慣れていない私はもじもじと俯うつむいてしまう。

　貴族の親子関係は本来希薄なものだが、今世の私の両親は違った。いつも、優しく厳しく、私に関わろうとしてくれる。前世を思い出すまでは当たり前に両親の愛情を受け入れていたのに、今はすごく照れくさい。

　前世の弟たちと同じで、結局私も親が恋しかったのだと、生まれ変わってようやく気付いた。

　撫でている手を止めて、お父様は困ったように眉尻を下げる。

「少し言いにくい話になるんだけれど」

　言いにくい話？　その前置きの後には悪い話が続くにきまっている。

　思い切り顔をしかめると、お父様は笑みを深めて言った。

「ベル、君は確か兄弟きょうだいが欲しいと言っていたね？」

「はい。言いました。随分昔の話ですけれど」

　王子と出会う前は、退たい屈くつで退屈で仕方なかったから、とにかく遊び相手が欲しかった。

　そのため何回かお父様とお母様に兄弟が欲しいとお願いしたことがある。

「それがどうかしましたか？」

「私も子どもがもう二、三人は欲しかったんだけどね。シリィは体が弱いから難しいんだ」

　シリィとは、お母様のことだ。確かにお母様は体が弱い。病を患わずらっているわけではないが、お産は体に大きな負担がかかるため医者に止められている。

　しかし儚はかなげな印象とは対照的に、お母様はマジで怖い。王子の婚約者に選ばれるために私をしごいたのもお母様である。あれは鬼おにの権ごん化げだ。

　ぶっちゃけ病気とかにも普通に打ち勝てそうだと思うけどなあ……。

　夫ふう婦ふ仲なかが最高にいいので、お父様はお母様に無理をさせたくないのだろう。もちろん私もお母様には元気でいてほしい。

「ベルもお嫁よめに行くだろう？　そうしたらタイバス家は私の代で終わってしまう。私にも兄弟がいないからね」

「言われてみればそうですね……。でしたら、どうなさるおつもりなんですか？」

「そう、そうなんだよ」

　お父様はわざとらしく嘆なげくように手を額に当てた。

　チラチラと私を窺うかがうように横目で見るけれど、図体ずうたいのデカイおっさんがしてもさほど可愛くない仕草だ。

「言いたいことがあるのなら遠慮なく言ってください」

　痺しびれを切らしたのは私の方で、今もなお横目でチラ見してくるお父様が鬱うっ陶とうしい。だが、その言葉を待ってましたと言わんばかりにお父様はぱっと顔を上げる。

「実はね、養子をとることにしたんだ」

「……養子？」

　お父様の言葉を理解するのに数秒かかった。

「そう。遠い分家の子なんだけど。あ、もちろん男の子だよ」

　仲良くできる？　とお父様が私に尋ねた。

　私が王家に嫁とつぐ（予定である）以上、養子の件について私が口を挟むことはできない。

　私が将来当主になってもいいんだけど……。王子に婚約破は棄きされた令れい嬢じょうが当主なんて、逆にタイバス家を潰つぶしかねない。

　だったらこの先も我が家が生き残るためには次期当主が必要だ。

「もちろんです、お父様。次期当主になっていただくのですもの。仲良くいたします」

「そうか、良かった。これから一緒に住むことになるからね」

　お父様は安心したようにほっと胸を撫で下ろした。

「その方は私の弟、ということになるんですか？」

「そうだね。一つ下でとても可愛い男の子だよ」

　今世でも弟。それも一つ下。

　前世の弟と全く同じじゃないか。

　頭に浮かぶのは金髪で目付きの悪いヤンキーである。

　とりあえず、「お姉様ー！」って言いながら私の後ろをついてきてくれるような可愛い弟がいい。もう生意気なガキの面めん倒どうは前世でたくさんしたから十分でしょ。

「一か月後くらいにうちに来る予定だから、一緒にお出で迎むかえしてくれるかい？」

「はい！　もちろんです。楽しみにしています！」

　興奮で頰を紅潮させながら、私はお父様の部屋をあとにした。
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　いつも通り、私の手に残るのはジョーカー。

「うふふ」

「負けたのに嬉しそうだね？」

　今日も今日とて負けたというのに、私は頰をゆるゆると緩ゆるませていた。

　王子がむっと眉まゆを寄せる。

「ベルが悔しがってくれないと全然面白くないんだけど」

「殿下は私のことをなんだと思っているんですか」

「あの、もうトランプやめませんか？　飽きました」

　シュヴァルツにもひどい言われようだけど、今日は許してやろう。私の機嫌がいいからね！

　鼻歌混じりにトランプを片付ける。箱に入れたところで、二人とばっちり目が合った。

「なんですか？」

「なんか、今日のベル、変だよ。悪い意味で」

「え、悪い意味ってどこがですか？」

「ずーっとにやにやしてるし」

「うっ」

　慌てて手で顔を隠す。

　私、そんなに変な顔してた？　確かにさっきからシュヴァルツの冷ややかな目線が気になってはいたけど。やばい。恥ずかしい。

　みるみるうちに顔に熱が集まって赤くなる。ちらりと王子を見ると、満足そうに笑っていた。

　この人、本当に私のことからかうの好きだよね……。

「で？　そんなに顔がゆるゆるになるほど嬉しいことでもあったの？」

「そうなんです！」

　羞しゅう恥ち心しんを霧む散さんさせる勢いで私は椅子から立ち上がった。王子もシュヴァルツも引いたように身を退く。が、気にせず続けた。

「実はですね、私に弟ができるんです」

「弟？」

　王子は驚いたようだったが、すぐに優しく微笑んだ。

　私を嘲あざける時とはえらい違いである。

「そっか、タイバス夫人に子どもができたんだね。おめでとう」

「おめでとうございます」

「あ、違います。養子なんです」

　なんか、すごい祝福してくれてるけど、違うんだな、これが。

「養子？　ああ、跡あと継つぎですか？」

「はい」

「へぇ。ちなみに血けつ縁えん関係は？」

「えっと、お父様の従兄弟いとこの子どもの従兄弟いとこらしいです」

　あるかないか分からない血縁で継つがせていいのかって思うけど、血縁の近い人たちは自分の子どもを預けようとしなかったらしい。

　タイバス家は歴史が長い分、家族愛が尋じん常じょうではないほど強い。先祖からずっと家族で支え合って生きてきた習慣がいまだに残っている。そのため、滅めっ多たなことがない限り子どもをよそにはやらない。

　ちなみになぜ私が王族のお見合いに送り出されたのかというと、タイバス家は自分たちより長い歴史を持つ王族には忠誠を尽つくしているからである。

　自分より長くその群れにいるボスを敬うみたいな感じだろうか。

「その子が来たらここに連れておいでよ」

「え？」

　王子からあり得ない言葉が飛び出した。

　王子直々に許可を下した？

　彼はここに人を連れてくるのを好まないようなので、拒きょ否ひされると予想していたんだけど。

「ディラン様、いいのですか？」

　シュヴァルツも驚いたように王子を見る。

　王子はにっこり微び笑しょうした。

「いいよ。だって、義ぎ弟ていとは仲良くならなきゃ」

　王子が自分から仲良くなろうとするなんて！　この半年で立派に成長したんだね……。

　私と、王子と、シュヴァルツ。新しい弟もきっと仲良くできる。

　四人になったらトランプももっと面白くなるだろうな。最下位からの脱だっ出しゅつができるかも。あ、でもここは姉として勝ちを譲ゆずるべき？

　遠くない未来を思おもい浮かべて、私は静かに笑った。
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　あっという間に弟との初対面の日になった。

　薔薇の香かおりが漂ただよう庭に、暖かい陽の光が降り注ぐ。

「ベル……そろそろ落ち着きなよ」

「今日ついに弟が来るんですよ！　落ち着いてなんていられません！」

　うろうろとそこら辺を往復しながらそう言うと、王子は何度目か分からないため息いきをついた。

「ドレスとか変じゃないですよね？」

「……ベルはさ、婚約者である俺の前で変なドレスを着るの？」

「あ……すみません」

　またため息をつかれた。

「今日は、シュヴァルツ様はいらっしゃらないんですか？」

　王子の鋭い視線が痛すぎて思わず話題を変える。

　美しい金髪が光に反射してキラリと輝いた。

「うん。そろそろアイツも仕事を覚えなきゃいけないからね」

　最近、シュヴァルツが遊びに来なくなった。初めて遊びに誘ってから、何回か一緒に遊んだが、最近は王子が連れてくることすら減った気がする。

　主人である王子に合わせて臣下の仕事も増えていくのだろう。

　シュヴァルツは側近っていう重要なポジションだし、大臣の息むす子こらしいから大変さは人一倍だ。

「ベルとももうすぐ、こうやってゆっくり遊べなくなるね」

　ちらりと王子を盗ぬすみ見みると、王子は少し寂さびしそうに笑っていた。

「……楽しかったですか？」

　恐る恐る聞くと私の問いに王子はゆっくり頷く。

「とても。人生で一番楽しい日々だった」

　この時、王子は心から笑っていたように思う。きっと本当に楽しいと思ってくれていたのだ。

　ヒロインと出で逢あうまでのつなぎとはいえ、王子の孤こ独どくを少しでも和やわらげられたようでほっと胸を撫で下ろす。私自身も一人で屋や敷しきにいるよりずっと楽しかったし、退屈せずに済んだ。王子とこうして仲良くなれたことには感謝しかない。

「今日まで私の我わが儘ままを聞いてくださってありがとうございます。私も、すごく楽しくて充じゅう実じつした日々でした」

　優しい笑顔を浮かべて私にできる最大の感謝を王子に伝える。

　王子は少し瞠どう目もくした後、呆あきれたように笑って首を傾げた。

「なにその、これで終わりみたいな言い方。ベルは俺の婚約者なんだから、我が儘なんていつでも聞くのに」

「そう、ですね」

　一瞬、ドキリとした。

　私は、ずっと王子の婚約者ではいられない。学園に入学すれば、なおさら王子とは一緒にいられなくなる。それでも、彼が幸せになる様子を間近で見ていたいと思うのは、我が儘だろうか。

　王子にはヒロインと結婚して、幸せになってもらいたい。彼は幸せになるべき人だ。こうやって私たちと遊ぶだけでは根本的な傷の癒いやしにはならないのだから。

　王子が幸せになった暁あかつきには、精せい一いっ杯ぱい祝福しよう。できれば結けっ婚こん式しきにも呼んでほしい。ヒロインのブーケトスを私に定めてくれたらなお良し。

「それに、本格的に仕事が始まるまであと数か月はあるよ」

　王子の声にハッと我に返った。

「そうですね、それまでいっぱい遊びましょうね！」

　一瞬の寂しさを紛まぎらわせるように勢いよく言うと、王子も賛同するように頷いた。

「ベルをいじめるのは楽しいからね」

「いじめるって……」

　私が剣けん吞のんな視線を送ると、王子はまた笑う。いつものからかうようなものではなく、愛おしむような優しい微笑みだった。

「ベル。俺も君に感謝しているんだ」

　王子が私の手をそっと包む。

　ビックリして彼を見ると、青い瞳が優しく細められた。

「俺に幸せをくれてありがとう」

　王子の手のひらが私の髪をゆるりと撫でる。そしていつものように、そっと頰にキスを落とした。

　婚約者として当然の触れ合いだと言われた通り、王子は頻ひん繁ぱんにこの触れ方をする。昔のように驚くことはなくなった。これが、王子の最大の愛情表現だと知っているから。

　シュヴァルツがいる時は微み塵じんも感じさせないけど、王子は意外と人に触れるのが好きだ。

　私も愛情を返すように王子の頰にキスをすれば、くすぐったそうにあどけない笑顔を浮かべる。

「ずっと言えなかったけど、あの日、真しん剣けんに向き合ってくれて……本当はすごく嬉しかったんだ」

　どうしようもなく、目め頭がしらが熱くなる。

　今言うこと？　泣かせる気なの？

　あの日、王子の孤独を埋めようとしたのは間違っていなかったってことだ。なら私の方こそ、彼に救われている。

　前世を持つという、異様さ。未来を知っているという、イレギュラーな存在。本来のベルティーアならしないようなことをした。令嬢として、王族の婚約者としてあり得ないことをたくさんした。こちらこそ、こんな奇き異いな存在を受け入れてくれてありがとう。

　気が付けば、私はぼろぼろ泣いていた。

「ああ、ほら。泣くと目が腫はれちゃうよ」

　王子は困ったように笑いながら、私の涙なみだを高級そうな服の袖そでで拭ぬぐってくれた。

　いつも人をからかうくせに、こういう時優しいんだよなあ、王子は。

　やっぱり彼には幸せになってもらいたい。




　王子を見送った後、ぶち腫れた目を冷水で冷やす。

「えーっと、今からベルの新しい弟が来るんだけど……。大丈夫？」

「もう少し、もう少し待ってください」

　玄げん関かんで弟が来るのをお父様と待っているのだが、なかなか腫れが引かない。こんなんじゃ新しい弟に変な印象を持たれてしまう。

　王子があんなこと言うから……。

　思い出したらまた泣きそうになったので慌てて思考を切り替えた。

「お父様、私の弟の名前を教えてくれますか？」

「名前？　私から聞くよりも本人から直接聞いた方がいいんじゃないかな」

「確かに、そうですね」

　二人で話していると、使用人が現れ客人の来訪を告げる。私は素す早ばやく氷ひょう囊のうを侍じ女じょに渡わたし、背筋を伸のばした。

　ついに、来る。私の弟が。

「さ、来たようだよ」

　お父様の声を合図にしたように、使用人が大きな扉とびらを開くと三人の人が入ってきた。体格の良い女の人に、わりとイケメンな男性と、私より少し背の低い子ども。その子は女性の背後にいて、シルバーグレーの髪がちょこんっと覗く程度しか見えない。

　きっとあの子が私の弟。

「お久しぶりです、ジーク当主様。ティレフィア子し爵しゃく家け当主のバハル・ティレフィアと申します」

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、当主様。バハルの妻、メルリと申しますわ。こちらが我が子です」

　バハルが美しく頭こうべを垂れ、真っ赤な唇くちびるを歪ゆがめたメルリが後ろにいた子どもの首根っこを摑つかんで私たちの前に押し出した。

　メルリが少年の肩を強く押すので、彼が少しよろける。

　子どもに対する扱あつかいが酷ひどい。

　ちらりとお父様を見ると、お父様もそう感じたらしく、思い切り顔をしかめていた。私たち本家に言わせてみれば、自分の子をそんな風に扱うなんてあり得ない。

　眉を寄せつつも子どもに目を向けると、私は雷かみなりに打たれるような衝しょう撃げきを受けた。

　キラキラと光る、癖くせのあるシルバーグレーの髪。くりっと大きな青みがかった瞳。白い肌はだに桜色の頰と小さな赤い唇がよく映はえる。

　王子とはまた違う美しさを持つ美少年だった。

　王子は美しくて儚くてどこか影のある感じだけど、この子は圧あっ倒とう的てきに可愛いという言葉が似合う。二人とも大きな瞳に白い肌を持っているのに、こんなに違いを感じるのは彼の幼さゆえか。

　じっと黙だまり込んだ少年は、メルリに小こ突づかれて渋しぶ々しぶ膝ひざを折り曲げた。

「初めまして。おれ……じゃない。私はウィルと申します。これからよろしくお願いします」

　可愛いウィルは挨あい拶さつも可愛かった。

　これはぜひとも、お姉様と呼んでもらいたい。

「うふふ、では、私たちはこれで失礼しますわ。ウィル。無礼を働くんじゃないわよ。帰ってきたら承知しないからね」

　メルリは化け粧しょうを塗ぬったくった顔を歪めて、ウィルを鋭い眼光で睨んだ。

「メルリ。言葉に気を付けろ。失礼します、当主様」

　そしてバハルも適当にメルリを叱って我が家を出ていった。

　お父様は黙って笑っていたが、なかなか黒いオーラを出していらっしゃる……。

「ウィルはね、彼らの実の子どもではないんだ」

「え？」

「バハルが娼しょう婦ふに産ませた子だよ。跡あと継つぎがいなかったから産ませたらしいけど、その後にティレフィア家には長男ができたからね」

「用済みってことですか……」

「そんなところだ」

　お父様はひそひそと私に耳打ちをして、仲良くしてくれ、と言い残しウィルに向き直る。

「ウィル、ようこそタイバス家へ。私たちはこれから家族だ。仲良くしよう、と言ってもすぐには受け入れられないよね。そうだなあ……」

　お父様は私の肩を抱だいて、ウィルと向き合わせる。

「まずはこの子と仲良くしないかい？　私の娘むすめなんだけど……」

「お父様、私、自分で言いますわ」

　少しだけ非難めいた口調で言うと、お父様は笑いながら肩を竦めた。

「そうだね。ごめんごめん。あ、もうこんな時間か。もっと話したかったんだけど私は仕事があるからここで失礼するね。じゃあ、ウィル、ベル、今夜の晩ばん餐さんで会おう」

　お父様は時計を見ると申し訳なさそうに目め尻じりを下げ、颯さっ爽そうと踵きびすを返かえした。

　残されたのは私と、ウィルだけ。

　何とも気まずい空気が流れる。なんだろう。このいたたまれなさ。

「えっと……ウィルと呼んでいいかしら？　私はベルティーア。今日から貴方の姉になるのよ。そうね、できればお姉様と呼んでほしいわ」

　怖がらせないように微笑むと、黙り込んでいたウィルがちらりとこちらを窺うように見た。目が合ったので、笑みを深めるようににっこり笑う。

　ウィルは私を頭のてっぺんから足の先まで無ぶ遠えん慮りょに眺ながめた後、可愛らしい顔をものすごく歪めてふっと鼻で嗤わらった。

　……ん？　嗤った？

「なんだ、このちんちくりん」

　可愛らしい口からとんでもない暴言が吐き出された。

　今なんて言った？　いや、今、なんて言われた？

　可愛い可愛い私の弟の口からとんでもない言葉が飛び出た気がしたんだけど。あれ？　幻げん聴ちょう？

　完全にフリーズした私を、ウィルがまた鼻で嗤う。

「どーせおれのこと内心見下してるんだろ。娼婦の子だって！」

　ウィルはバカにしたように、蔑さげすんだ視線を私に向けた。

　私、何か悪いことした？　むしろ私を見下しているのはウィルの方では？

「ぇ……っと、ウィル、私が何かしたかしら？　娼婦の子だなんて思っていないわ」

「その口調うぜぇ」

　腕を組んだウィルは、私よりも背は低いのに異常な威圧感があった。

　ウィル、お姉ちゃん泣きそうだよ。

　私は本当に兄弟運がないようだ。さっきまでは可愛い男の子だったのに内側にこんなひん曲がった性格を隠していたなんて。

　ウィルはあの夫婦の子どもじゃないから、きっとまともな教育も受けていないんだろう。口が悪すぎる。ちらりとウィルを見ると、ウィルは下手くそな笑みを浮かべていた。

「なに、怒った？　おれをあの夫婦のところに返せば？　いいぜ別に。あんたと馴なれ合あう気はねぇし」

　そう吐はき捨すてた彼に、私はストンッと表情をなくした。

「だいたい……」

「お黙りなさい」

　まだ文句を続けようとするウィルの言葉を鋭い声で遮る。ウィルは一いっ瞬しゅん怯ひるんだようだったけど、すぐに眉を寄せて、あ？　と私を睨んだ。

　完全にヤンキーである。言っておくけど、私、ヤンキーの扱いには長たけていると自負していますから。

「ウィル・タイバス。よく聞きなさい。貴方は今日からタイバス家の次期当主で、私たちの家族です。私の父は貴方の父で、私の母は貴方の母でもあります」

　ウィルに負けないほど鋭く睨むと、ウィルは一歩たじろいだ。

　こんなお子ちゃまヤンキーなんて怖くもなんともない。

「いいですか。ベルティーア・タイバスは貴方の姉です。お姉様です。分かったら、言こと葉ば遣づかいには気を付けなさい」

　してやったりとにやりと笑う。きっと私は今までで一番悪役令嬢らしい表情をしているだろう。ウィルは俯いて、プルプル肩を震ふるわせていた。

　あら？　泣かせちゃったかしら？

　このくらいで泣くなんて、と内心せせら笑っていると、ウィルが勢いよく顔を上げた。瞳に涙は浮かんでいない。ただひたすら怒っていた。

　その凄すさまじい怒ど気きに、さすがに驚いて思わず一歩下がる。

「あんた、何なの？　マジでうざいんだけど」

　ウィルは思い切り舌打ちをして、近くにいた使用人に自分の部屋を聞き、足早に階段を上っていく。

　玄関に取り残された私はポカンと間ま抜ぬけな顔で口を開くしかなかった。




「──っていうことがあったんです」

　ウィルが来てから三日後の午後、私は弟を王子に紹しょう介かいすることができなかった。なぜなら、ウィルは食事の時以外、部屋に籠こもってしまっているからだ。

　私たち（特に姉）と仲良くなるつもりはないと無言で意思表示をしている。

「それは災難だったね。残念だな、早く俺の義弟おとうとに会いたかったのに」

「え、私の弟ですけど？」

　自分を指差して王子に抗こう議ぎするように言うが黙もく殺さつされた。

「彼はずっと部屋に閉とじ籠こもってるの？」

「そうなんです。食事とトイレとお風ふ呂ろ以外は全然出てきてくれないんです。一回、お風呂についていったら怒ど鳴なられました」

「は？　ついていった……？　まさか一緒に入る気？」

「いや、そういうつもりはなかったんですけど……」

　とりあえず仲良くなりたくて、と言うと王子は眉間を押さえて俯いた。

「本当、ほかの人にそういうことしないでね……。いや、義弟もだめだけど」

「話がしたかっただけなんです！」

　お風呂場までついていった私は、ウィルの容よう赦しゃない罵ば倒とうを受けた。

『キモい。近づくな。変態』

　可愛い顔をした弟に全力で罵ののしられた。

　もっと悪あく人にん面づらしてくれていたらダメージも少なかっただろうに、なんでこんなに可愛らしいんだ。お子ちゃまヤンキーのくせに！

「可愛いんです、本当に！　あの口でお姉様と呼ばれたいんです！　口が悪いのもギャップがあってなんか、もう……！」

　暴言を吐かれるのが自分じゃなければ完全にあれは萌もえだ。

「ウィルの話、いつまで続くの？　俺すっごく面白くないんだけど」

　この話を延々と聞かされている王子はげんなりと頰杖をついた。

　そして、しばらく私を睨んだ後、ひらめいたように顔を上げる。

「ねぇ、ウィルに会わせてくれない？」

「部屋から出てきてくれたらですね……」

「大丈夫だよ。ウィルは絶対出てきてくれる」

「え……何か作戦が!?」

　こくりと頷いた王子は親指で自分を指す。意味が分からず首を傾げると、王子はふふっと美しく笑った。

　ぐっと立てられた親指と麗しいご尊顔が似合わない。

「俺がなんとかしてみせる」




　ひょっこりと廊ろう下かの壁かべから顔を出して、王子の様子を窺う。

　王子は今、ウィルの部屋の前に立っている。

　俺がなんとかするって王子の名を使うってことですか！　さすがです、王子！

　そして、その王子の婚約者は一応私なんですけどね！　権力ある方だと思うんですが！

　私が行くと引っ込んでしまうかもしれないので、こうやって壁かべ際ぎわで待機させてもらっている。

　王子は壁に隠れている私を一瞥してから、目の前の扉を叩たたく。

「初めまして、ウィルくん。僕はディランって言うんだけど。お父様のお話が退屈で、君と遊びたいんだ。ここ、開けてくれないかな？」

　おお、王子の社交モードだ。初めて会った時以来かな。

　突とつ然ぜんの来訪に、ウィルの部屋の扉が恐る恐る開いた。どこかの貴族のご子息かもしれないしね。一体どこの誰かと興味は沸わいたようだ。

「えっと……ディラン……様？　あの、一階に姉がいたはずですけど」

　姉！　姉って言った!?

　ウィルの姉発言に壁を叩きながら悶もだえていると、王子の鋭い視線を感じた。

　慌てて顔を引きしめる。

「あの？」

「ああ、いや、ごめんね。姉ってあそこにいる彼女のことだろう？」

　意い趣しゅ返がえしなのか、私が壁に隠れていることを王子がバラした。

　なんてことを！

　ウィルははっとしたようにこちらを見ると、急いで部屋の扉を閉じようとした。が、王子が足を挟んでそれを阻そ止しする。ガッて鈍にぶい音がしたけど大丈夫？　足の骨折れてない？

「ちょ、放してください！」

「俺、ベルの婚約者なんだ」

「……は？」

　一人称を切り替えて、王子はにっこり笑った。

　ウィルは王子の切り替えについていけず、目を白黒させる。

「俺の本名、教えてあげようか。ディラン・ヴェルメリオ。この国の第二王子だよ」

　王子が不敵に笑うと、ウィルの顔がさっと青くなる。まずいと感じたのか、扉を閉じるのをやめた。

　可哀かわい想そうなほど顔色を悪くして震える声で許しを請こう。

「……不敬を、お許しください……」

「大丈夫、大丈夫。そんな硬くならないで。ほら俺はベルの婚約者だし、君の未来の義あ兄にだし……なにより、君と同じだしね」

「同じ……？」

　ウィルは興味を引かれたのか、王子を見つめる。

　王子はいつものように優しく笑った。

「俺も君と同じで、誰にも必要とされない人間だよ」

「……」

　王子がからかうように言うと、ウィルはむっと不機嫌そうに口を結んだ。

「俺は家族に見限られたんだ。まぁ、有名な話だからいつか君も耳にすると思うよ」

　王子が微笑みながらも時折寂しそうに目を伏せて話す様子を、ウィルはずっと見つめていた。少し戸惑いながら王子の話に聞き入っている。

「でも、君は俺とは違うだろう？　タイバス家に選ばれたんだ。頼れる父も、優しい母も、ちょっと小うるさい姉もいる。幸せだ。みんな君を受け入れようとしてくれているんだよ。よかったね」

　今、聞き捨てならない言葉を拾いました。ちょっと、小うるさい姉ってなんですか。

　私の鋭い視線を感じたのか、王子は意地悪そうに私を見た。

　あからさまに頰を膨らませるとくすくす笑われる。

「まぁ、君の姉は俺がもらっちゃうけど」

　王子は肩を竦めて、ウィルの方を向いた。

　ウィルは黙ったまま、瞳に涙を溜めている。瞬まばたきをしたら溢あふれそうだ。

「だから、手て遅おくれになる前に君も向き合わなきゃ。意地を張ってばかりじゃ何も変わらないよ。大丈夫。この世に救いはある。チャンスは平等なんだ。ウィル、君ならできるよ」

　王子は綺麗な手をウィルの頭に乗せて、くしゃくしゃと撫でた。

　柔らかそうなシルバーグレーが揺れる度たびに、ウィルの瞳から涙が落ちる。ウィルは王子に撫でられながら静かに泣いた。




「取り乱してすみませんでした」

　鼻を啜すすったウィルの瞳は真っ赤だった。

　柔らかい客間のソファーに腰こしをかけてスンスンと鼻を鳴らしている。

「それと、ディラン殿下、ありがとうございました」

　これまでのお子ちゃまヤンキーとは思えないほど深く深く頭を下げるウィルに、少し瞠目した。

「殿下なんてやめてよ。そうだなあ。あ、お兄様って呼んでほしいな」

「え……いいんですか？」

「もちろん」

　楽しそうに笑う王子にウィルは少し戸惑う。私もえっ、と身を乗り出した。

「あの、えっと……」

「うん？」

「ディ……ディラン兄様……」

　モゴモゴと口を動かして恥ずかしそうにウィルが小さく呟く。王子は満足そうに微笑んだ。

　待って。私は？

　期待するように私も隣となりからウィルをガン見するけれど、顔を赤くしたウィルは視線から逃のがれるようにフイッとそっぽを向く。

「ベル、やっぱり嫌きらわれてるんじゃない？」

「えぇ！」

　がっくりと肩を落として項垂れると、王子は声を上げて笑う。

　私は真面目な顔でウィルの方を向き、問い詰めた。

「ウィル、お姉様のこと嫌いなの？　そうなの？」

「……別に」

「じゃあ、どうしてそんなに冷たいの？」

「風呂についてきたから」

「え、あ……」

　ウィルにピシャリと言われて、今度は私が口ごもる。

　確かにお風呂場までついていくのは度が過ぎていた。嫌われても仕方ないことかもしれない。

「やっぱりベルは面白いね。──あ、そろそろ帰る時間だ」

「え？　もうそんな時間ですか？」

　おもむろに王子が立ち上がったので、私も慌てて玄関まで見送る。

　最近、帰るのが早い気がする。今までが異常だっただけかもしれないけれど。忙いそがしい中私に会いに来てくれているんだろうな……。

「ディラン兄様、ありがとうございました」

「今度は一緒に遊ぼうね」

「もちろんです！」

　王子がウィルの頭を撫でると、ウィルは気持ち良さそうに目を細める。

　ウィルを可愛がるのは私の仕事なのに。

　むーっと顔をしかめると、王子がこちらを見て笑った。

「ベルもしてほしいの？」

「そっちじゃないです！」

「でも、俺はベルにとっても年上にあたるけど？」

　確かにそうだ。王子は私の一歳年上である。

「ほら、おいで」

　王子がひょいっと手招きをする。

　王子がお兄ちゃんか……。

　気き恥はずかしさを感じながらもゆっくりと頭を下げると、優しく撫でられた。

「これがお兄ちゃん……」

「ん？　お兄ちゃん呼びもいいね」

　王子はそう言って嬉しそうに微笑む。

　つられて私も照れたように笑うと、王子の手が私の頰に触れた。その仕草だけで次にされることを察して、王子の方を向く。

　ちゅっと軽いリップ音と、「うぇ!?」というウィルの驚いた声が同時に聞こえた。
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「な、なん!?　えっ？」

「急に大きな声を出してどうしたの？　何か変だったかしら？」

「は？　いやいや、変もなにも……」

「そんなに驚くこともないだろう？　婚約しているなら、これくらい普通だよ、ね？」

　王子が私の方を見て同意を求めてきたので素直に頷く。この触れ合いが婚約者同士の挨拶だと教えてくれたのは王子だけれども。

　ウィルは口を開けたり閉じたり忙せわしない。何かを言おうとして、しかし、ごくりと言葉を飲み込んだ。

「ディラン兄様が言うなら、そうなんでしょう……多分」

　ウィルは顔を引ひき攣つらせながら、言葉を捻ひねり出すようにか細く言った。

　ウィルの様子にやはり何か変なのではないかと一瞬思ったけれど、袖を引っ張る感覚に意識が引き戻される。

　視線を王子に戻すと、甘えたような瞳が私を映していた。

「ほら、ベルも早く」

　私も王子の頰に触れ、少し背せ伸のびをしてほっぺにキスをした。最近は挨拶をする間に王子の腕が腰に回されることが多い。そのまま抱きしめられて、体を離はなされる。

　これがいつもの私たちの挨拶。

　王子は微笑みを浮かべながら、ヒラリと手を振った。

「それじゃあ、ベル、ウィル、またね」

「はい！」

「お気をつけて」

　気を取り直したウィルは元気よく返事をし、笑顔で王子を見送る。

　しっかり頭を下げて王子が出ていったのを確かく認にんしてから、私は思い立って玄関の外に出た。

「え、おい！」

「すぐ戻るわ。殿下に言い忘れたことがあったの」

　ウィルの制止の声すらも王子の時とは全く違うことに少し悲しくなりながら、王子を追いかけて声をかける。

「あの！　殿下！」

「え？　あれ、ベル？」

　私の声を聞いて驚いたように王子が振り向く。馬車に乗る直前だった。ギリギリセーフ。

「殿下、今日はありがとうございました」

　少し乱れたドレスを正して深く、深く頭を下げる。ウィルの前ではちょっと話せないことだからここまで追いかけてきたのだ。

「ウィルのことです。あそこまでしていただけるなんて……。本当は姉である私が注意しなければならないことでした」

　本当にありがとうございます、ともう一度頭を下げる。

　王子は戸惑うように首を傾げた。

「ベル、顔を上げて。俺はなにもしてないよ」

「そんなことないです。ウィルがあんなに嬉しそうに笑ったのも、殿下のおかげです」

　真剣にそう言うと、王子は少し笑った。

「俺は部屋を出るように仕向けただけだよ。彼が次期当主になれるかどうかはベル次し第だいだ」

「私ですか？」

「俺はウィルと向き合うことはできないから」

　ふと王子の表情が曇くもった。

「同情は誘えても、ベルみたいにまっすぐぶつかることはできない。彼に本当の愛情をあげられるのは君だけだよ」

「そんなこと」

　私の言葉を無視して王子は緩く首を横に振る。

「向き合うって本当は怖くて、すごく面倒くさいことなんだ。その人を理解するって簡単なようで実際骨が折れる。ベルはすごいよ」

　言ってもらえるほどのことをしたつもりはない。向き合うなんて大層なことをしている自覚はないし、実際に相手を理解しているかどうかも分からない。

　ただ、自分に何ができるか考えた時に相手の側に寄り添うことしか浮かばなかった。

　私はそれしかできなかったから。今も昔前世も。

「そんな、言われるほど私はすごくないです」

「ベルって俺より年下だよね？　時々年上なんじゃないかと勘違いしそうになるよ」

　ギクッと内心焦あせるけど、顔はなんとか笑顔を保った。引き攣っていないか心配だ。王子が鋭すぎる。

「いえ、でも、感謝しています」

「うーん、じゃあ、ご褒ほう美びをもらおうかな」

「ご褒美？」

　きょとんと首を傾げると、王子が爽やかに笑う。嬉しいことがある時の微笑みだ。

「抱きしめて」

「え？」

「ほら、ぎゅってしてほしい」

　はい、と両りょう腕うでを広げる王子に訳が分からず狼狽うろたえる。金色の柔らかそうな髪がさらさらと風に揺られた。

　王子を抱きしめる……？　私から？

「ほら、早く。最近、覚えることが多くて疲つかれてるんだ。頑がん張ばってることを褒めてほしいな」

「え、ですが、殿下を抱きしめるなんて……」

　王子は煮にえきらない私に痺れを切らしたのか、彷徨さまよわせていた私の手を摑んで自分の腰に持っていく。

　途端香った王子の匂においに、くらくらする。いつもこの距離でいるくせに、自分も王子の背中に手を回すとなると急に恥ずかしくなった。

　いつもは軽く抱きしめられて終わりだけど、今は密着度が半はん端ぱではない。体がピッタリとくっついている。

「ベル、緊張してる？　鼓こ動どうがこっちまで響ひびいてくる」

「うっ」

　耳元で囁ささやくように話されて、頭が沸ふっ騰とうしそうだった。思わず抵てい抗こうするように身み動じろぎすると、王子の腕に力が入る。

「ねぇ、俺、ベルにもっと抱きしめてほしいんだけど。いつも俺ばっかりだから」

　拗ねたような言い方に、さっきの色気がなくなったことに気付いて少しばかりほっとした。

　思いきって王子の背中に手を回し、ぎゅうっと抱きしめる。

「ふふ、ベル、力込めすぎだよ」

　力強く抱きつくと、王子は楽しそうに笑った。

　しばらく二人で抱き合っていると、従者が焦ったように声をかけた。

「失礼します。ディラン殿下、そろそろ……」

「ああ、そうだね。ごめん」

「すみません！　引き留めてしまって」

　王子と、従者にも頭を下げる。従者は頭を下げた私に困った顔でお辞じ儀ぎをして、そそくさと後ろに下がった。

「じゃあね、ベル」

「はい。お気をつけてお帰りください」

　王子の馬車が見えなくなるまでしっかり深く頭を下げた。

　家の玄関を開けると、そこにウィルが立っていた。

「え、ウィル？　待っていたの？」

「別に」

　明らかに見送った時と同じ立ち位置で、腕を組んでいた。

　可愛いところもあるじゃない。

「あんたは、ディラン兄様の婚約者なの？」

　話しかけられたことが嬉しくて思わず頰を緩ませるが、私と王子の態度の差に内心涙を流す。

「そうよ。今のところね」

「ふぅん……」

　ウィルはそれっきり黙って俯いた。

　質問の意図が分からず首を傾げるが、あまりしつこいのも嫌かと開きかけていた口を閉じる。王子曰いわく、小うるさい姉らしいので。

「絶対ディラン兄様と結婚してね」

「え？」

　どうして？　と続けようとした言葉はウィルの声によって遮られた。

「そしたら、ディラン兄様はおれの本当の兄になるじゃないか」

「……あ、うん」

　懐なつきすぎじゃないか？

　王子が羨うらやましくて仕方がない。

　表情は笑っているけど、私の目は死んでいたと思う。せっかくの弟を王子にとられた気分だ。

「それに……」

　ウィルがまだ何かを話そうとするのでそちらを見ると、頰を赤くしてもじもじしていた。

　可愛い……。ずっともじもじしていればいいのに。

　そんなこと言ったらぶっ飛ばされそうなので黙っておく。

「それに、ディラン兄様は、姉様を幸せにしてくれると思う」

「……ん？」

「ディラン兄様は優しいから、きっと〝姉様〟を大切にしてくれると思う……なんてな！」

　恥ずかしさからか、最後は誤魔化すように言った。

　私は感動で目を潤ませる。

「え？　お姉様のことを考えてくれてるの？」

「そ、そんなんじゃねぇ！　ただディラン兄様と本当の兄弟に……！」

「うんうん、ほらもう一度言ってごらん？」

　姉様、姉様だって！

　もうこの際呼び方は気にしない。とりあえず姉として認めてくれたことが何より嬉しい。

「うぜぇ！」

　ウィルは顔を真っ赤にしながら、私を罵倒して階段を駆かけ上あがり、自分の部屋の扉をバタンッと閉めた。

「ツンデレかあああ」

　私は、玄関先でしばらく一人悶えていた。
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「誕生日、ですか？」

　目の前に座る眼鏡の美少年は神しん妙みょうに頷うなずいた。

　天気の良いい昼下がり。久しぶりにシュヴァルツが秘密基地に来た。実はウィルも王子もさっきまで一いっ緒しょにいたけれど、ウィルが王子を引っ張って遊びに行ってしまったのだ。

　なので、今は私とシュヴァルツの二人きり。

「そうです。ディラン様のお誕生日を祝っていただきたいのです」

　シュヴァルツ曰いわく、月末に王子が誕生日を迎むかえるらしい。

　だけどシュヴァルツは仕事の関係で父親について王都を離はなれなければならないので、一緒にはいられない。

　そこで、私に王子の誕生日を祝ってもらいたいとお願いしてきた。

「誕生日を祝うことは構わないのですが、なぜそれを私に？」

　いつもは私に近づこうとしないシュヴァルツが、急にこんな話を持ちかけてきたことが理解できずに首を傾かしげた。

　何も分かっていない様子の私に、シュヴァルツは呆あきれた視線を向ける。

「毎年、ディラン様のお誕生日を祝うのは私だけでした。ですが、今年は貴女あなたがいる。私より、貴女に祝われる方がディラン様も喜ばれるでしょう」

「そんなことないですよ。シュヴァルツ様がお祝いしてもきっと殿でん下かは喜んでくれます」

　出会ってたった一年の私より、王宮で四六時中一緒に過ごしているシュヴァルツの方が王子と仲がいいだろう。シュヴァルツが遊びに加わるようになって、彼の人となりを完全に理解した今なら断言できる。

　そんな思いを込こめて言ったつもりだったのだが、シュヴァルツの目付きはさっきより鋭するどくなってしまった。

「本当に何も分かっていないですね」

「な、なにがですか？」

「ディラン様は、貴女を親友だと、好きだと仰おっしゃいましたよね。それがどれだけ特別なことなのか、全く理解していない」

「でも親友なら、シュヴァルツ様だって……」

「私は、臣下です。ディラン様の隣となりには立てない」

　瞬まばたきもせず、じっと私を見つめるシュヴァルツに気け圧おされて、緊きん張ちょうからゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　張はり詰つめた雰ふん囲い気きを纏まとうシュヴァルツは怒おこっているように見える。

　だが、先に目をそらしたのはシュヴァルツで、落ち着かせるように一度息をつくと、再度尋たずねてきた。

「ディラン様のお誕生日を祝ってくださいますか？」

「……ええ、もちろんです」

　ゆっくり頷くとシュヴァルツはほっと胸を撫なで下おろした。さっきまでの殺さつ伐ばつとした雰囲気も一いっ瞬しゅんで消える。

「良かった。ありがとうございます」

「誕生日を祝うのは当たり前のことですから。──あれ？　でも、今月末って確か……」

「一年前、ディラン様とベルティーア様がお見合いをなされたのと同じ日です」

「あぁ！」

　そうだ。お見合いをした日だ。

　誕生日と初めて出会った日が一緒だなんて、ちょっと運命的だ。

「でも、殿下のお誕生日ならパーティーが開かれるのでは？」

　王族の誕生日は、それはそれは盛せい大だいに祝われると聞いたことがある。

　そもそも去年もお見合いなんてしている場合ではなかったのでは？　と思わなくもない。パーティーが開かれる予定なら、誕生日当日なんて忙いそがしくて会えないだろう。

　しかし、私の予想に反してシュヴァルツの表情は暗くなる。

「……パーティー自体はあるんです」

「じゃあ……」

「ベルティーア様は王宮でのディラン様の状じょう況きょうをご存じですか？」

「一応、知っています」

　王宮で孤こ立りつする第二王子。

　王子から兄弟きょうだい仲が良くないと聞いた後、お父様に詳くわしい事情を尋ねてようやく知ることができた。出で来き損そこないの王おう太たい子しと、優ゆう秀しゅうな第二王子。幼少期の二人はそんな風に呼ばれていたらしい。

　平均的な魔ま力りょく量りょうしか持たない王太子と、魔力量が多く、魔ま法ほうの扱あつかいに長たけた王子は、王宮内でも貴族の間でも比べられていた。王宮で囁ささやかれる自分の陰かげ口ぐちに怒いかり狂くるい、優秀な弟に嫉しっ妬とした王太子は、己おのれの権力で王子を孤立させた。正せい妃ひの子である王太子に、側室の子である王子が権力で敵かなうはずがない。

　そこでいつも疑問に思っていたことが口からポロリと零こぼれた。

「王太子殿下は、殿下と親密な方を排はい斥せきし、王宮で孤立させたと聞いたのですが、シュヴァルツ様はずっと殿下の側近をしていますよね？　どうしてですか？」

「一つは、私が大臣の息むす子こだということで安易に王宮から追い出せないこと。もう一つは私が王宮でディラン様に興味がないように振ふる舞まっているからです」

「興味がないように？」

「はい。ディラン様が王太子殿下に目をつけられてから、人がいる場所でディラン様と言葉を交かわしたことはありません。王太子殿下を刺し激げきして、ディラン様を苦しめたくないので」

　シュヴァルツは淡たん々たんと言った。

　王太子の陰いん湿しつな嫌いやがらせは今もまだ王子を苦しめているらしい。もしかして、この嫌がらせとパーティーに何か関係があるのだろうか。

「それでですね。ディラン様と王太子殿下の誕生日は、とても近いんです」

「あ、そうなんですか。おめでたいことですね」

　私は反応に困って、曖あい昧まいに頷く。

「王族のパーティーともなると盛大で、身内の祝いにもかかわらず実はとてもお金がかかります」

「ええ、でしょうね」

「王族以外に位の高い貴族たちも来らい賓ひんとして呼ばれますが、彼らにも仕事がありますので、王族と言えど頻ひん繁ぱんに開けるものではない」

　シュヴァルツの話にうんうんと頷く。王族のパーティーだから呼ばれたら行くだろうけど、短い期間に何度も開かい催さいされたらそれはそれで迷めい惑わくということだ。

「なので、ディラン様と王太子殿下の誕生パーティーが合同で開催されることになったのです。これは国王陛下の一存でした」

「なるほど……」

　まぁ、子どものお誕生日祝いだし、言わばヴェルメリオという一つの家族の話だ。外野が口を出すものではない。

「ですがそこで……異議申し立てをしたのは王太子殿下でした」

「異議申し立て？」

　一体どんな異議があるというのだろう。首を傾げた私にシュヴァルツは軽くため息をついた。

「王太子が優ゆう遇ぐうされないのはおかしい、って駄だ々だをこね出したんです。ディラン様の六歳の誕生日だった気がします。それまで何も言わなかったのに、いきなり文句をつけ出したんですよ」

「突とつ然ぜん、ですか？」

「突然です」

　こくりと頷いたシュヴァルツに、私はしばらく唸うなる。

「うーん、いくら殿下のことが気に食わなくても、そこは我が慢まんすべきですよね」

「すべきです」

　シュヴァルツが即そく答とうした。

「あの方は王太子ですよ。将来王になるのです。器うつわのちっせぇ我わが儘まま言いやがって……」

　いきなり暴言を吐はき出したシュヴァルツのものすごい形相に、空気が冷える。まるでウィルのような口調だった。いきなりそんな怖こわいこと言わないでほしい。相手は王太子だ。誰だれがどこで見ているか分からないのに。

　固まった私を見て、シュヴァルツはばつが悪そうに咳せき払ばらいをした。

　何も誤ご魔ま化かせてませんけど。

「えーっと、失礼しました。ディラン様が無下にされたことに腸はらわたが煮にえくり返かえりまして」

「は、はい。そうですね……。こう言っては失礼ですが、シュヴァルツ様って本気で殿下を大事に思っていらっしゃるんですね」

「本当に失礼ですね」

「すみません。殿下に対してかなり砕くだけた口調で話すイメージがあったので……」

「主従関係はありますが、付き合いが長いためか自然と話し方も崩くずれてしまって。もちろん、会話をするのはディラン様の自室でだけですよ。どこで誰が見ているか、王宮では気が抜ぬけないので。しかし、それはひとえにディラン様が私を対等に扱ってくれるからです。ディラン様ほど尊い方はこの世におりません。主のためならこの命も捨てる覚かく悟ごはできています」

　いつもはにこりともしない口元が弧こを描えがき、怪あやしげな笑えみを浮うかべている。暗い瞳ひとみが眼鏡の奥で輝かがやき、底知れない薄うすら寒さむさを感じた。

「本題に戻もどりますが、本来ならその合同パーティーはディラン様と王太子殿下の誕生日の丁度中間の時期に催もよおされていたのです。ですが、王太子殿下がそんな調子でしたので結局王太子殿下の誕生日に行うことになりました」

「え、それって実質、王太子殿下の誕生日パーティーってことですよね」

「そうなんです。ディラン様をおまけみたいに。あのクソ王太子……！」

　この人いつか不敬罪で殺されると思う。

　それほど忠義に篤あついと思って何も言わないでおこう。それがいい。

「そんなパーティーじゃ居い心ごこ地ちが悪いですね」

「そうです。貴族たちは次期国王である王太子殿下にあからさまな媚こびを売るし、ディラン様のことは見て見ぬふりをするしで」

　うんざりしたようにシュヴァルツが頭を抱かかえ、言葉を続ける。

「実は、ディラン様がベルティーア様を婚こん約やく者しゃと定めた後に、王太子殿下がかなり荒あれました」

　そう言えば、婚約してからやたら私の家に通ってきていた時期があった。あれって、もしかして王太子と特に揉もめていた時期だったから？

「そうなんですか。でもどうして？　婚約者なら王太子殿下にもいるでしょう？」

「ベルティーア様だからです」

　私はきょとんと首を傾げた。

「私……？」

「ベルティーア様、王族の誕生日パーティーにいらっしゃったことがないでしょう？　タイバス家のご当主……お父君はいらしているのに」

　確かに。私はあまり大きなパーティーに出たことがない。

　まず作法がなっていないし、出なくてもいいとお父様にもお母様にも言われていたから。

「ベルティーア様、ご自分の噂うわさをご存じですか？」

「え、知らないです。何ですか噂って」

　嫌な予感がビンビンするんですけど。誰かこの悪お寒かんを止めてくれないかな。

「王族のパーティーにも出ない。公おおやけにそのご尊そん顔がんを曝さらしたことがない」

「まさか……」

「タイバス家の一人ひとり娘むすめは、とても美しい娘なんじゃないかって」

　さあっと血の気が引いた。

　自分でも思うけど、ベルティーアは美しい。まだ大人になりきれていない幼さから来る可愛かわいさと、顔つきから来る美しさを兼かね備そなえている。まさに美少女。というか、乙女おとめゲームにおいて不細工ってほとんど出てこない。

　だけどそれが絶対的美少女かと言われたらそれは違ちがう！　確かに可愛いよ！　私は可愛い！　ふわふわの髪かみの毛けにキラリと輝く大きな瞳。そりゃ、可愛いだろう。

　けど、百人が百人可愛いと言うかと問われたら答えは否。それに王子と比べたらもう……。

　あの人の隣に立ちたくない。女としてのプライドが死ぬ。

「無理です。なんですか、その噂。今すぐ消してください」

「それこそ無理ですよ。大だい丈じょう夫ぶですって。ベルティーア様は可愛らしい方ですし」

「知っています！」

「知ってるんですか」

　なら何の問題が？　とシュヴァルツが首を傾げた。

「でも誰もが見み惚ほれるほど美しいという容姿ではないです！　殿下とは雲うん泥でいの差さですよ！」

「比べる相手が間ま違ちがってると思います」

「そこは慰なぐさめてください！」

　本音を隠かくそうともしないシュヴァルツに、現実を突つきつけられてがっくりと落ち込む。

「あ、それでですね」

「もう畳たたみかけなくていいですよ……」

「ディラン様の婚約者が美しいと噂される娘だということで王太子殿下が暴れたんですね。駄だ馬ばの如くです」

　無視されたのもビックリだけど王太子を駄馬扱いするのもなかなかだ。

　驚おどろいて目を見開いた私を無視して、シュヴァルツは眼鏡のブリッジを押し上げながら続けた。

「とにかく王太子殿下は相当面めん倒どうくさいんで、気をつけてください」

「善処します。会う機会がないことを祈いのりますけれど」

「それと……」

　シュヴァルツとの会話って精神がゴリゴリ削けずられる。ぐったりと疲つかれた私は行ぎょう儀ぎ悪く頰ほお杖づえをついた。むすっと不ふ機き嫌げんになった私の様子にシュヴァルツは少し笑った、気がする。

　都合の良い幻げん影えいかもしれない。

「私がベルティーア様にディラン様の誕生日を祝うように言ったことと、王族の内情を話したことはディラン様に言わないでください」

「はい、分かりました。……理由を聞いても？」

「ディラン様の婚約者に私の方から接せっ触しょくしたことを知られたくないですし、ディラン様は王宮での自分の扱いを知られることを嫌けん悪おしているからです」

「王宮での扱いは分かりますが、接触なんて今いまさら……」

「私が今まで自ら貴女に近づくことはしていませんよね？　ディラン様に誤解を与あたえたくないんです」

　そうシュヴァルツに言われて、ふと納なっ得とくした。これまで遊びに誘さそうのも、話しかけたのも、全部私からだった。私と王子の会話にシュヴァルツが口を挟はさむことはあれど、私と会話をしようなんて意志は今日この日まで微み塵じんも感じられなかった。その理由は、すべて王子を思ってのことだったのだ。

　シュヴァルツと王子の不仲説を考えていたかつての自分を平手打ちしてやりたい。シュヴァルツの王子に対する感情はもはや崇すう拝はいの域に達している。

「あと、ディラン様の側にいてあげてください。一生」

「え？　今さらっと重たいこと言いませんでした？」

「はい。一生ディラン様のために生きてください」

「色々おかしいです」

　この人どんだけ王子至上主義なの。

　王子のために生きてるのはお前くらいだ。

　そう思っていたのに、さらりとダークブルーの髪が揺ゆれる。

「お願いします。ディラン様の側にいてください」

「え、ええ？」

　あのシュヴァルツが頭を下げた。王子以外に頭を下げた……だって？

　いや待って、そのわりに十五度くらいしか傾かたむいていないですけど？　礼が浅すぎない？

「ベルティーア様だけなんです。お願いします。絶対にディラン様の側からいなくならないでください」

「いなくは……ならないと思いますけど……」

「ならいいです」

　実際、将来王子の隣に立つのはヒロインですけどね。と、私は喉のどまで出かかった言葉をごくりと飲み込む。これは、言わなくていいことだ。自分の内に秘めておくだけで十分。

　少ししか下げていなかった頭を上げて、シュヴァルツが微笑ほほえんだ。ホントに。これは見み間ま違ちがいじゃない。絶対笑った。

　初めて見るシュヴァルツの大人びた微笑みを脳のう裏りに焼きつけていると、さっとシュヴァルツの表情が無に戻った。

　心なしか顔色が悪い。

　直後、突とっ風ぷうが吹ふいた。

　地を這はうような冷たい声が風に乗って聞こえてくる。真後ろから。

「何、見つめ合ってるの？」

　怒ど気きを含ふくんだ声こわ色いろが恐おそろしすぎて振ふり向むけない。

　王子はまだ変声期が来ていないはずなのに、なぜそんな低い声が出るのだろう。

「ディラン様、お帰りなさいませ」

「……シュヴァルツ。何してた？」

　真顔のシュヴァルツが席を立ち、王子に向かって深くお辞じ儀ぎする。

　なんだろう、この差は。さっきのシュヴァルツの礼はこんなに深くなかった。私は一応シュヴァルツの主の婚約者のはずなんだけど。

「ベルティーア様と少々お話を」

「へぇ。ベルと？　どんな話？」

「ただの世間話です」

　シュヴァルツは元々この答えを用意していたのかと疑うぐらい、王子の質問に迷いなく答えた。

　王子の対応はシュヴァルツがしてくれる。このままやり過ごそうと胸を撫で下ろしていると、ベル、と王子の咎とがめるような声が聞こえた。

　え、私？

　訳が分からず固まっていると、また王子に名前を呼ばれた。恐きょう怖ふがぶり返し、ギギギ……と油を差していないブリキのおもちゃの如く後ろを振り返る。そこには顔を青くしたウィルと瞳どう孔こうを開き私を凝ぎょう視しする王子がいた。

「ベル、一体何の話をしてたの？」

「……」

　矛ほこ先さきがこちらに来た！

　助けを求めるようにシュヴァルツを見るが、シュヴァルツは目を合わせてくれない。

　一人でどうにかしろと？

「俺には言えないことなの？」

「い、いえ……」

　シュヴァルツに口止めされた手前、迂う闊かつなことは言えない。

　私はどうにか別の話題でお茶を濁にごすことにした。

「えーっと、殿下は私の噂を知っていますか？」

「噂……？」

　何とか自然に見えるように、コテンと首を傾げて王子を見る。王子は意表を突かれたようにぱちぱちと瞬きを繰くり返かえした。

「自分では言いにくいんですけど……美しい娘って」

「あぁ、あれか。ベルがあんまり人前に出ないから貴族たちが勝手に言い始めたんだよ。まぁ、タイバス家の当主も否定しなかったからね」

「美しい娘？」

　ずっと王子の後ろに隠れるように立っていたウィルが顔を出す。

　癖くせのあるふわふわの髪の毛がぴょこんと揺れた。

「美しい娘って誰がですか？」

「どっかの知らない令れい嬢じょうよ」

「ベルのことだよ」

　絶対ウィルにはからかわれるから誤魔化そうと思ったのに、王子が言いやがった。

　ウィルが王子の言葉を聞いて、一瞬フリーズした後眉み間けんにシワを寄せた。

「は？　あんたが美しい娘？」

「こら、お姉様でしょ」

　人差し指を立てて睨にらむと、ウィルは小さく舌打ちしてからお姉様、と言い直した。

　王子がいるとウィルが素す直なおなので助かる。私の言うことを聞いたら王子に褒ほめてもらえるからだ。今も偉えらいね、と頭を撫でてもらっている。

　ウィルは王子の背中にしがみついて私にしか見えないようにベーっと舌を出した。

「ディラン兄様！　この人ぜんっぜん美しくないですよ！」

「えぇ？　そうかなぁ。俺は十分可愛いと思うけど」

　王子は困ったように笑うと、ちらりと私を横目で見た。美しいと誰も言わないのはなぜ。

「ほら、よく見てごらん？　可愛いから」

　ね？　とウィルに同意を求めるようにあざとく首を傾げる王子の方が可愛いと思います。

　ウィルは王子の言った通り、じーっと私を観察する。なんとなく恥はずかしくていたたまれない。ニキビは……ない。大丈夫。ツルツルお肌はだだから大丈夫。

　とてつもなく長い時間見られている気がして、そろそろ顔に穴が空くんじゃないかって時、ようやくウィルが口を開いた。

「普ふ通つう」

　シーンと辺りが静まり返る。風が吹き、葉と葉が擦こすれ合あう音しか聞こえない。

「えーっと、ウィル」

　珍めずらしく焦あせったような苦笑いの王子がウィルの肩かたに手を置いた。

「その、ベルが傷ついちゃうだろう？」

「え？　本当のことを言っただけですけど」

　グサッと久しぶりにウィルの言葉の矢を受けた。ウィルの毒どく舌ぜつには大分耐たい性せいがついたと思っていたんだけどなぁ。

「ふ、ふふふふ」

　私が不気味に笑い出すと、王子とシュヴァルツがギョッとしたようにこちらを見た。

「だ、大丈夫だよ！　ベルは可愛いから！」

「無理して褒めなくてもいいです。私は所しょ詮せんお世辞でも美人にはなれない女ですよ」

　むうっと頰ほおを膨ふくらませると、黙だまっていたウィルが王子に近づいてそっと耳打ちした。

「おれ、何かまずいことしましたか？」

「うーん、ウィルはもう少し言葉に気を使おうね」

　何を話しているかは聞こえないが、王子が諦あきらめたようにため息をついた。

　ウィルはきょとんとして何が悪かったのか全く分かっていない様子だ。最初の被ひ害がいが私で良かった。どんなに顔が良くても女の子にお世辞の一つも言えない男は、モテないどころか当主になれるかも危あやうい。

　社交界は噓うその溜たまり場ばだ──とお父様から聞いた。

　ここは姉として注意をしようと口を開きかけると、トンッと体に柔やわらかい衝しょう撃げきが走る。腹部を見ると、クルクルのシルバーグレーが楽しそうに踊おどっていた。

「ウィル？　どうし……」

「ごめんなさい、お姉様」

　顔を上げたウィルの青みがかった瞳にはうっすら水の膜まくが張っていた。光に反射してさらに輝いて見える。

「素直に言うのは恥ずかしくて……。ごめんなさいお姉様、傷ついちゃったよね。お姉様はすごく綺き麗れいだよ」

　ふわっと唇くちびるをほころばせて、天使のような笑え顔がおを炸さく裂れつさせる私の弟。綺麗だよ、と言った瞬しゅん間かんに私のドレスを軽く握にぎるのがあざとい。可愛い。天使。天使だ。

「ウィ……ウィル！　なんて可愛いの！」

「こんな感じでいいんですか？」

　ウィルを抱だきしめようと伸のばした腕うでは見事にかわされ、空を切った。

「え？」

「ディラン兄様が気を使えって言ったから」

　絶望したように王子を見ると王子は眉間に手を当て、俯うつむいていた。

　シュヴァルツもなんとなく困ったような顔をしている。

「気を使える人は、王子に言われたからやったなんて馬鹿正直に言わないわ」

　感情をグッと堪こらえて諭さとすように言うと、ウィルはむすっと明らかに不機嫌になった。

「……ちゃんとしたのに」

「言って良いことと悪いことの区別をつけましょうね」

　にっこりと優やさしく微笑み頭を撫でるが、ウィルはプイッと私の手を逃のがれて王子の後ろに隠れる。

「ディラン兄様……。おれ、駄だ目めでしたか？」

「そうだね。ちゃんと訂てい正せいできたのは良かったよ。だけど噓は相手にバレないようにつくものだ。分かった？」

「バレないように……」

「ちょ、ウィルに変なこと吹き込まないでくださいよ！」

「はい！　分かりました。ディラン兄様！」

　元気よく返事をするウィルとは対照的に私は頭を抱えた。ウィルが毒されていく。

　でも、これが当主になる上で避さけられない社交術であることは間違いない。社交界は伏ふく魔ま殿でんだから、弁べんが立つ分には問題ないのだ。

「ウィルが社交辞令を極きわめれば社交界の貴公子になること間違いなしですね！」

「社交界の貴公子……安っぽい二つ名ですね」

「ていうか、そのままじゃない？」

　シュヴァルツは呆れたように私を見て、王子はけらけらと肩を揺らして笑う。

　絶対馬鹿にされてる……。

「さて、そろそろお暇いとましようか。シュヴァルツ」

「ディラン様の仰おおせのままに」

　本当にいちいち王子至上主義な奴やつだ。

　横目でシュヴァルツを見るが、当の本人はどこ吹く風でスンッとすましている。王子もこれが日にち常じょう茶さ飯はん事じなのか特に不思議がることはなかった。とりあえず嵐あらしは去ったようだ。

　ウィルが王子と話している隙すきにシュヴァルツが近づいてきてすれ違いざまに囁かれる。

「お誕生日、よろしくお願いします」

　シュヴァルツを安心させるため、私は深く頷いた。
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　私は今、国で最も格式高い場所に来ている。人生二回目の王宮だ。

　いよいよ今日が王子の誕生日である。

　シュヴァルツに頼たのまれてから私はせっせとこの日のために準備をしてきた。もちろんウィルの協力も仰あおいで。

　王子の誕生日って言ったらすんなり協力するんだから、あの子は……。

　王子に喜んでもらうことを第一に計画した私の作戦は、「王宮でサプライズ誕生日大作戦」。そのままの意味である。

　あのシュヴァルツにお願いされたんだから、なにか特別なことをしてあげたい。いつもとは違うような何かを。

　そう思って浮かんだアイディアが、王宮にお忍しのびで行くことだった。

　王宮は普通、位の高い貴族でも王族の許可なしには入れない。しかし、王族の婚約者は違う。選ばれし婚約者だけは王宮の出入りを許されるのだ。

　面めん倒どうくさい手続きはしなきゃならないけれど、普通の貴族たちよりはまだ王宮に行きやすい。

　そこを利用して、今日は王子の部屋をサプライズで訪おとずれ、プチ誕生日パーティーを開くことにした。

　王子の部屋へ向かう途と中ちゅうでふと、迷惑かもしれないという考えが頭を過よぎる。内ない緒しょのまま計画を推し進めてしまったが、王子が私を部屋に入れたくなさそうだったらどうしよう。その時はお迎えに来ましたとかなんとか誤魔化して、うちでパーティーを開催すればいいか。

　例の王太子にも気をつけながら、目の前を歩く案内の兵士についていく。

「ここです」

　兵士の声に顔を上げ、立ち止まったのは大きな大きな扉とびらの前。

　思わず感かん嘆たんの声を漏もらしてしまった。

　自分の部屋もかなりの広さがあると自負しているが、やはり王族ともなれば違うらしい。当たり前か……。

「ありがとうございます」

「いえ。ごゆっくり」

　案内の兵士は無表情のままお辞儀をして、そのままどこかへ行ってしまった。王子と関わり合いになりたくないのか、一刻も早くここを離れたいって雰囲気が隠せていない。

「この扉はまるで王子と周囲を隔へだてる壁かべね……」

　ポエミーな台詞せりふをポツリと呟つぶやいて身なりを整えた。

　思っていた以上に王子の王宮での扱いは良くなさそうだ。それとも、ただ王子を毛け嫌ぎらいする兵士だっただけ？

　王子の部屋の周りは全く人の気配がしない。無む駄だに長い豪ごう華かな廊ろう下かにも、掃そう除じをする使用人の一人もいないのだ。

　仮にも第二王子である彼に、ここまで露ろ骨こつに距きょ離りを置くのはやはり王太子が絡からんでいるからだろうか。王宮の権力ピラミッドはよく分からない。

　まぁ、婚約者である私には関係のないことだけどね。

　フッと格好つけて笑い、思いきりデカイ扉を叩たたく。宝石のような飾かざりがいっぱいついているこの扉を叩くのはちょっと痛かった。

　しばらく待っても反応がない。

　首を傾げてもう一度叩く……が、やっぱり返事がない。

　まさか、私の家に行っているとか？　入れ違いになってしまった？

　その可能性を否定できずに一人で唸る。できるだけ早い時間に王宮を訪れたのにすれ違ってしまうなんて。

　せっかくケーキやら、二人でできるボードゲームやらを用意してきたのに……。

　応答もなく入るのは憚はばかられたが、とりあえず取っ手を回した。

「……え!?　開いた……」

　意外とすんなりと扉が開く。

　いやいや、王子の部屋が簡単に開いちゃだめでしょう。

　頭の中でツッコミながらそっと部屋に入る。ぐるりと見み渡わたすとたくさんの書類が積まれている机と、ふかふかの赤い絨じゅう毯たん。部屋はきちんと整えられているが、天てん蓋がい付きのベッドだけがぐしゃぐしゃになっている。

　咄嗟にベッドからさっと目をそらした。

　王子の部屋は生活感がなさそうだと思っていたから、なんとなく見てはいけないものを見てしまったような罪悪感があった。

　手に持っていた籠かごを机の上に置いた時、ふと視界の隅すみで何かが動いた気がした。

　私はその動いたものの方向──ベッドをじっくりと見る。

「なにかおかしい……？　あ」

　よく見ると、ベッドの隅に金色のものが光っていた。金色といえば王子の髪。

　これってもしかしなくても王子が寝ねてる……？

　まさか、王子がこんな昼前まで寝ているなんて想像もしていなかったため、盛大に狼狽うろたえる。実はロングスリーパーなのかも。

　怖いもの見たさで恐る恐る王子の眠ねむるベッドへ近づいた。

「う、あぁぁぁ……」

　私は王子の美しすぎるご尊顔を拝見してからその場に赤面して蹲うずくまる。

　だめだ。これはだめだ。世の女子に見せてはいけない。

　王子は今日で何歳だっけ？　私の一個上だから……十一歳か。え、おかしい。絶対におかしい。これは十一歳で出る色気じゃない。

　地上に舞まい降おりた天使の如ごとく眠る王子は、それはもう麗うるわしかった。魅み惑わく的てきなその容よう貌ぼうに魅み了りょうされ、うっかり目覚めのキスでもしてしまいそうだ。

　整った寝ね顔がおに涎よだれなんて垂れているはずもない。キラキラ輝く金きん髪ぱつは計算し尽くされたように綺麗に散っていた。寝ね巻まきからちょこっと見えるお腹なかとか、毛布を抱き枕まくらにしているところとかは年相応の少年に見えるのだが、顔が良すぎる。

　私は慄りつ然ぜんとした。

　前々から整っているとは思っていたが、こうまじまじ見ると本当に国宝級の顔面である。

　王子の誕生日なのに自分がご褒ほう美びをもらえた気分だった。

　いつでも私を小馬鹿にして、大人びた笑みを浮かべる余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくの王子はいない。ただベッドの上で眠る可愛らしい美少年だった。

　あまりにも私の心が乱れそうなので、一度深呼吸する。ひとまず王子を起こさなければ……。

　婚約者なんだからこれくらいは許容範はん囲いなはずだと、高を括くくって王子の肩に手をかける。

「殿下、殿下。起きてください」

　前後に揺らすけどなかなか起きない。めちゃくちゃ寝ね起おきが悪いな、この人。

「殿下！」

　揺らしていると王子が「んむぅ」と唸って身動みじろぎした。咄嗟に手を引っ込める。

　なんで私が悪いことをしたような気分になってしまうのだろう。

　何とも言えない罪悪感に苛さいなまれながらまた王子の肩を揺らすが、一向に起きない。

　なぜ起きないのだろうかと首を捻ひねって考える。

　いつもはシュヴァルツが起こしているのよね。彼以外に考えられない。

『ディラン様のお誕生日を祝ってほしいのです』

「あ、そういうこと？」

　なるほど。名前を呼んで起こせば反応するのね？

　憶おく測そくでしかないが試ためす価値はある。

「ディラン様。起きてくださ……っ！」

　もう一度肩を揺すろうと手をかけたが、その手をいきなり摑つかまれ、引っ張られた。

「起きてたんですか……」
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　王子の上に倒たおれ込むような格かっ好こうになり、じっと王子を睨むとへらりと笑われた。

「起きてないよ。まだ夢の中」

　目が眠たそうにとろんとしている。

　寝ね惚ぼけているのか……と思って王子の胸あたりを押し返すも、効果なし。

　絶対現実そのものなのになんで気付かないのかな!?　やっぱり寝起きが悪すぎる。

　逃にげ出だそうとする私をちらりと見て、王子が意地悪な笑みを浮かべた。

「だぁめ。なんで逃げるの。俺の夢なんだから俺の好きにさせてよ」

「え、ちょ、待ってください！」

「待たない。夢なら何をしてもいいだろう？　明めい晰せき夢むなんて初めて見た」

「夢じゃないです！　現実です！」

「じゃあ、なんでベルが王宮の……それも俺の部屋にいるわけ？」

　おかしいでしょ？　と笑いながら王子の手がするりと腰こしを撫でた。私の首あたりに顔を埋うずめながら囁く。

「やめてくださいって！」

「ベルは夢の中でも俺の言うこと聞いてくれないんだ？」

　くすくす笑って体を回転させると、そのまま私をベッドの上に組くみ敷しいた。

　さすがにまずいと足をばたつかせる。

「私たち、何歳か分かってます!?」

「今年で十一」

「冷静！　そうじゃなくて、まず婚こん前ぜんに同じベッドに入ることすらタブーなのに！」

「……ほんと、君は夢の中でも思い通りに動いてくれないんだな」

　伏ふせた王子の目を見た途と端たん、鳥とり肌はだがたった。目が、本気である。

　唐とう突とつに王子が私の首筋をカプリと甘あま嚙がみした。思わず肩が跳はねる。くすくすと嬉うれしそうに笑う王子の手が私の足を撫でるように触ふれた。

　まずい！　これ以上は本当にだめなやつだ！

　今日は王子の誕生日だからある程度は言うことを聞くつもりだったけど、この歳としでのこのような行こう為いは私の倫りん理りに反するのだ。

　許せ、王子！

　心の中で適当に謝ってカッと目を見開く。

「るぁっ！」

「いた!?」

　ゴチンッという重すぎる音が広い部屋に響ひびいた。




「ごめんなさい」

　ベッドの上に正座して私に深く頭を下げる美少年。忘れてはならないのはこの方がこの国の第二王子であるということだ。光景がシュールすぎる。

　まぁ、今回は王子に非がある、のかな。でも私も勝手に入っちゃったし……。

「未み遂すいですから大丈夫ですよ。連れん絡らくせずに来た私も悪かったです。ごめんなさい」

「うーん、まぁ八割方気付いていたんだけどね」

　思わず王子を二度見してしまった。

「寝惚けていたわけでは……」

「そんなわけないよ。ノックされた時点でほぼ起きていたし。でもまさか、ベルだとは思わなくて」

　私は驚きに目を瞬しばたたかせる。

「ちょっとした悪戯いたずら心ごころで起きなかったんだけど、ベルが俺のこと名前で呼んでくれたから我慢できなくなっちゃった」

「シュヴァルツ様が殿下のことをお名前で呼んでいるので、そうしないと起きないのかと思ったんですよ……」

　思わずジト目になる私に、王子はさらに笑みを深めた。

「ベルがいるのが夢みたいでさ。だってベルがいるんだよ？　俺のベッドに。夢だと思うでしょ？」

「……否定はできません」

　確かに、朝起きて部屋に王子がいたら夢だと思う。

　たとえ自分の誕生日でも朝から自分の部屋に来てお祝いって、なかなか迷惑な話かもしれない。

「すみません。驚きましたよね」

「いや？　いい目覚めだったよ？」

　意地悪く微笑んだ王子に私も苦笑いして頰を搔かく。

「ベル、挨あい拶さつ」

　王子が私の裾すそを引っ張り、ん、と頰を差し出して目を瞑つぶった。王子に近づいて頰にキスを落とす。

「おはようございます、殿下」

「ん、おはよう、ベル」

　王子も私の頰にキスをし、挨拶を交わした。

「ベルってチョロいから時々心配になるよ」

「え、突然なんですか」

「俺の言うこと、すんなり信じちゃうんだもん」

「……私なにか騙だまされてます？」

　王子は首を振って、「俺がベルを騙すわけないよ」と言うが、満面の笑みは絶やさない。

　訝いぶかしげに眉まゆを寄せると、するりと頭を撫でられる。

「ところでどうして王宮に来たの？　俺の部屋にいるってことは俺に何か用？」

「用も何も、今日は殿下のお誕生日でしょう？」

　そこではたと気づく。私、おめでとうってまだ言ってない！

　ベッドから降りてドレスを整えてから丁寧に頭を下げた。

「遅おそくなって申し訳ございません！　殿下、お誕生日おめでとうございます！」

　満足して顔を上げると、寝起きだというのに寝ね癖ぐせ一つついていない髪を揺らして王子は首を傾げる。

「誕生日……？　あぁ、俺の？」

「え、反応薄くないですか……」

「ありがとう、ベル。でも、それを言いにわざわざここまで？」

　一瞬きょとんと惚ほうけた後、王子は呆れたように笑った。

「それだけじゃないです！　ちゃんとケーキと新しいゲームを持ってきました！」

「ふふ、そんなの、ベルの家でやればいいのに」

「今日は殿下の誕生日なんですから、殿下はなにもしなくていいんです！　さぁ、誕生日パーティーをしますよ！」

　籠に入れてきたゲームやケーキを取り出して、机の上に並べた。

「パーティー……？　なんでパーティーするの？」

「え、いや、そんな豪華なパーティーじゃないですけど……。せめてお祝いしたくて」

「お祝い？　なんで？」

「え？」

　しばらく固まって、王子と見つめ合うこと数秒。

　私は衝撃を受けていた。

　誕生日を祝う理由が王子には分からないの？

　まさか、と思い聞いてみる。

「あの、殿下。誕生日って何をしますか？」

「歳をとる」

「いや、そういうのじゃなくて、具体的に何か特別なことをしたりしませんか？」

「特別？」

　私の問いかけに王子はうーんと考えるように手を顎あごに当てた。

「シュヴァルツからおめでとうって言われる」

「えぇ。ほかには？」

「ほか……？　夕食後にケーキがある」

「なるほど、ほかにありますか？」

「えぇ？　もうないよ？」

　困ったように眉を寄せる王子に私は頭を抱えた。王子はそもそも誕生日を特別だと思っていない。シュヴァルツ、お前これまで何してたんだ！

　はぁ、とため息をつくと王子は不思議そうに私を見た。

「ベル？　何か勘かん違ちがいしているようだけど、パーティーしたり、特別に祝ったりするのは王族くらいだよ。庶しょ民みんの家ではデザートすら食べない」

「え、そうなんですか!?」

　私の常識が間違っていたとは。

　日本の乙女ゲームだからそういう文化はちゃんと補正されているものとばかり思っていた。

　……いや、でも今まで自分の誕生日で、夕食が豪華だったりケーキが食後にあったりしたことはあれど、パーティーやプレゼントがあった記き憶おくはない。

　シュヴァルツが祝ってくれって言ったのも、もしかしたらおめでとうって自分の代わりに言ってほしかっただけかもしれない。

　ウィルも王子にケーキをプレゼントするって言ったら不思議そうな顔をしていた。誕生日プレゼントっていう概がい念ねんすらない可能性もある。

「そう、なんですね……」

「うーん、その、誕生日だからお祝いっていう考えが正直よく分からない。王族は身分の差を示すためにパーティーを開催するのが慣習だけれど、ベルが言ってるのはそういうことじゃないよね？　何がおめでたいの？」

「何って、自分が生まれた日じゃないですか」

　私の言葉に王子は微び妙みょうな顔をする。

「うーん、生まれてきてくれてありがとう、ってことですかね」

　素直に思ったままを言えば、王子はポカンと口を開けた。

「殿下が生まれてきて良かったなぁってことを、皆みなで祝うんです」

　我ながら良い説明の仕方をしたと誇ほこらしく思っていると、王子は数秒瞬いた後、真顔で私の方へ歩いてきた。

　驚いて戸と惑まどっていると、王子の匂においが近くで香る。

　かなりナチュラルに抱きしめられた。

「ベルは不思議だね。そんな考え方をする人なんてなかなかいないよ」

「そ、そうですか？」

　異世界の文化です、とは言えないので曖昧に返事をするに留とどめる。

「ねぇ、さっきのもう一回言って」

「さっきの？」

「うん、生まれてきてくれてありがとうってやつ」

「う、生まれてきてくれてありがとうございます」

　声が小さくなりながらもそう言うと、王子が腕を少し離して私の顔を覗のぞき込んできた。

「もう一回」

「え!?　生まれてきてくれてありがとうございます、殿下」

「名前でもう一回」

「生まれてきてくれてありがとうございます、ディラン様……？」

　改めて王子の名前を呼ぶのが照れくさくて尻しりすぼみになって言うと、王子が自分の額と私の額をくっつけて幸せそうにくすくす笑った。

「そうか、ありがとうベル。俺は生まれてきて良かったんだね」

「な、なに言ってるんですか。当たり前です」

　また王子が笑った。

　グリグリと額を押しつけてくるので地味に痛い。

「殿下……痛いです……」

「あれ？　もう名前で呼んでくれないの？　でもまぁいいや。俺、今すごく幸せだから」

　私の額から頭を離した王子は本当に幸せそうに微笑んでいた。

「俺は、ベルがいれば幸せだ」

「……そうですか？」

　そんなこと言われて悪い気のする人はそうそういない。私も例外ではなく、思わず頰が緩ゆるんでしまった。

「そうだよ。ベルさえいれば……」

　不意に王子が苦しそうに顔を歪ゆがめた気がしたが、それは一瞬で、すぐにいつもの笑顔に戻る。

「どうかしましたか？」

「なんでもない。あ、ケーキがあるじゃないか」

「気付きました？　これ、私が作ったんですよ！」

「え！　ベルが作ったの？　すごい。早く食べよう！」

　嬉しそうに満面の笑みを浮かべた王子が指を鳴らすと、一瞬で机の上にお皿やフォークが並べられた。私が驚きに目を見開くと、王子が手を引いて私をソファーに座らせた。

「え、今の、魔法、ですよね？」

「うん。そうだよ。ねぇ、早くケーキ食べたい！」

　弾はずんだ王子の声に、私まで嬉しくなって口元が緩んだ。

　さぁ、楽しい誕生日パーティーの始まりだ。

「まずはこちらのケーキをどうぞ！」

　ケーキに立てる蠟ろう燭そくも用意していたが、この世界にないことをしすぎるのはよくない気がして、ハッピーバースデーの歌も蠟燭の火を消す作業も行わずケーキを取り分ける。

　ふんわりとフォークに掬すくわれた白いクリームが王子の口に吸い込まれた。

　私はその様子をドキドキしながら見守る。

「ん……美味おいしい！」

　驚いたように目を丸くして、王子が言った。

　私は内心ガッツポーズを決める。

　前世ではよくお菓か子し作りをしていた。……と言っても簡単なものばかりでレシピを見ずに作れるのはイチゴケーキとクッキーだけ。ブランクがあったので不安だったが、覚えていてよかった。

　当然、料理長に教えを請こうふりをしながら勝手に自分でアレンジしたので、そのまま昔の味というわけではないけれど。

「甘すぎなくて食べやすいよ」

「本当ですか！　ウィルにも絶賛されたんですよ！」

　褒ほめられたのが嬉しくてついつい自じ慢まんしてしまった。

　王子は私の話を嬉しそうに聞く。

　こうしていると本当にお兄ちゃんみたいで、私はえへへっと間ま抜ぬけな笑い方をした。

　二人でケーキを堪たん能のうしていると、王子がハッと思い出したように顔を上げて、私を見つめた。私はケーキを口に運びながら首を傾げる。

「ねぇ、ベル。ベルは一人で王宮に来たの？」

「はい。婚約者しか王宮には入れませんから。ウィルと一緒に来たかったのですが無理でした」

　肩を竦すくめて見せると王子は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「一人で俺の部屋まで？」

「一応兵士の方に案内をしてもらいました。……どうかしました？」

　王子の顔色が心なしか悪い。

　王子は何かを言おうとして口を閉じ、しばらくして意を決したようにじっと私を見る。

「兄上に……王太子に会った？」

「王太子殿下、ですか？」

　うーんと首を捻って考える。案内をされている時に王太子はいたかな。

　注意は払はらっていたが、さすがにそんな身分の方にお会いしたらわかるだろう。

「いいえ。会っていません」

　私がそう答えると王子はほっと胸を撫で下ろす。

「よかった……。本当に」

　王子は長く息を吐く。

　私に会ってほしくないほど兄のことが嫌きらいなのか。いや、当たり前のことだ。

　罪のない王子に苦しい思いをさせたのはその王太子なんだから。

　王子もたまにはやり返してみたらどうだろう。バレない程度に悪戯をするとか。

「兄上には、絶対に近寄らないでね」

「大丈夫です。近づきたいとも思いません」

　素直に口に出してから、ちょっと不敬だったかなと慌あわてて口を押さえる。

「あ、でも、王族の誕生日パーティーが数日後にありますよね？　今回は私も出席しないといけなくて。その時はさすがにお会いしないとだめですよね」

　私の中で好感度が地を行く王太子に会うのはすごく嫌だ。

　その上挨拶をしなければならない。これでも第二王子の婚約者だからね。

　王子も忘れていたらしく、ぐっと眉を寄せた。

「来なくていいよ」

「私もそうしたいのは山々ですが、ほら……婚約者ですし」

　困ったように笑うと、王子は不機嫌そうに唇を尖とがらせた。

「いい。来なくていい。俺が何とかする」

「そういうわけにはいかないでしょう……」

　呆れて正論を口にするが、王子はまだブツブツなにか言っている。珍しい。聡そう明めいな彼がこんなにごねるなんて。

　どんだけやばい奴なんだ、その王太子は。この国の将来が不安になる。

「じゃあ、俺の側から離れないでね。絶対だよ。兄上と二人で話すとか、許さないから」

「殿下が良いのならそうさせてもらいます。私も初めてのパーティーですから、不安で」

　苦く笑しょうして見せると王子も安心したように笑った。

「約束だからね？　ベルは名前しか言っちゃだめだよ。何を聞かれても、何を話しかけられても、名前だけしか言っちゃだめだからね」

　それ、会話が絶対に成り立たないやつだよ。

「失礼だ！　って処しょ刑けいされたらどうしましょう？」

「……まぁ、その時は一緒に死のう」

「回かい避ひの方向で」

　さすがに即答したが、王子は別に良くない？　と首を傾げる。

「とりあえず、パーティーは参加ということでお願いしますね。王太子殿下については善処します」

「ふふ、完かん璧ぺきにエスコートしてみせるよ。お姫ひめ様」

　頰を赤くすることもなく、さらりと甘いことを言えてしまう王子がすごい。イケメンだからできる芸当だ。

　王子の微笑みに私もにっこり笑い返して、お願いします、と頭を下げた。

「あ、ケーキ食べ終わりましたね。次はゲームしましょう！　ゲーム！」

　私は嬉き々きとしてボードを見せびらかす。

　ゲームと言うと王子はあっと声を上げた。

「チェスならあるよ？」

「今回はチェスではありません！　あんなに頭を使うの、私には無理です！」

「ボードゲームは全部頭を使うと思うけど」

　呆れたように私を見る王子をちらりと一いち瞥べつして、籠の中から黒と白が両面にある丸い駒こまを出す。

　王子はまじまじとそれを見た。

「なにこれ？　また外国のゲーム？」

「そうです！　その名も……オセロ！」

「オセロ……？」

　不思議そうに私の言葉を反復する。

　オセロとは、「交こう互ごに白と黒の駒を並べ、左右、または前後（斜めも可）に自分の駒で相手の駒を挟み、相手の駒を自分の色にする。最終的に自分の色の駒の多い人の勝ち」という日本では定番のボードゲーム。

　簡単そうに見えるが、かなり奥深いゲームである。

「ふふ、この単純なゲームならば私にも勝機あり！」

　どや顔で胸を張る私を無視して、王子は黒白の駒を興味深そうに眺ながめていた。

「黒と白のところはチェスと変わらないね」

「確かに。そうですね」

「あ、良いこと思いついた」

　駒を眺めていた王子が急に顔を上げる。

　しばらく私をじっと見て、何かを企たくらむような笑みを浮かべた。

「ねぇ、ベル。いつもと一緒じゃつまらないから、罰ばつゲームありにしよ？　勝った人の言うことを聞くっていうのは？」

「ええ!?　罰ゲームですか……」

　王子に勝とうと思っても勝てたためしがないので危ない橋は渡わたりたくないんだけど。

「だめ？　今日は俺の誕生日なんだけど」

「う、そうですね……。じゃあ罰ゲームありにしましょう」

　本当に負けられなくなってしまった。

　意外と意地悪な王子に何をさせられるか分かったもんじゃない。

　ちらりと王子を見てみると、いつものように楽しそうに笑みを浮かべていた。




「もうだめです。置く場所が二つしかありません」

「諦めちゃだめだよ」

　盤ばん面めんに数個しかない私の駒と、盤面を埋め尽つくすような王子の駒。

　そして置けるのがたったの二つ。これではさすがに戦意喪そう失しつする。

「リタイアしたら、罰ゲームなしとかになりませんか？」

「なりません」

「うう……」

　パチッと一つ置いて、一つ裏返す。

　王子が最後の一つを埋め、結局また私の駒が減った。

「はい、これで終わりだね。で、どっちが勝ちなの？」

　分かってるくせにわざわざ聞いてくるのがホントに意地悪い。

　私はぶすっと唇を尖らせた。

「殿下です」

「ベルが罰ゲームね」

　罰ゲームの内容を考えるかのように、王子がわざとらしく腕を組む。

　確か、勝った人の言うことを聞く、だったよね。無茶ぶりはやめてほしいな。犬の鳴なき真ま似ねなら自信があるけど。

「じゃあ、ベルには今から言うお願いを聞いてもらおうかな」

「お願い？」

「うん。来年も、再来年も、そのまた先も、ずっと俺の誕生日を祝ってくれる？　生まれてきてくれてありがとう、ってまた言ってほしい」

「……え？」

　ゲームに勝ってまで言いたかったことがそれ？

「そんなのでいいんですか？　罰ゲームですか？　それ」

「さあ？　ベルにとっては、罰ゲームじゃないみたいだね」

　王子はくすくす笑って肩を竦めた。

「じゃあ、別のお願いがいい？」

「いや、いいです。喜んで誕生日を祝わせてもらいます」

「あ、俺の誕生日は婚約記念日でもあるよね？」

「では、まとめてお祝いしましょう」

　あまりに可愛いお願いごとに、深く考えずに了りょう承しょうすると、王子は空になったケーキの皿を指差した。

「ケーキ、ホントに美味しかった。これもまた食べたい」

「ありがとうございます。こんなのいつでも作りますよ」

　嬉しくて頰を緩ませれば、王子もふんわり幸せそうに微笑んだ。

　この時安易に結んだ約束の意味が、王子にとっては「一生側にいてほしい」と同義だったと気付くのは、この数年後の話である。
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　いつもより丹たん念ねんに髪を巻き、爪つめの先まで手入れをする。自分で選んだ淡あわいブルーのドレスは侍じ女じょにいい顔をされなかったが、無理やり押し通すことにした。

　美しい娘（笑）と噂されている私でも、さすがにピンクのリボンとフリルたっぷりのド派手な衣い装しょうは似合わない。キリッとした顔には無駄な装そう飾しょくのない清せい楚そなデザインの方が似合うのだ。

　思ったドレスを私が着なかったせいか、メイクはバッチリ施ほどこされる。鏡を見てから、このメイクの濃こさで自己主張の激しいドレスだったら最悪だったなと確信した。

　ちょっとヒールが高いけど、まぁ許容範囲だろう。

　支し度たくの最中にも、お母様に言われたマナーを頭の中でリピートする。

　王族に挨拶をする時は、膝ひざを折り、頭を上げていいと言われるまで顔は上げない。話しかけられるまで、声を発してはならない。歩くときはまっすぐ前を見て、背筋を伸ばして胸を張る。顎は出しすぎず、引きすぎず。笑うのは微笑み程度で歯を見せない。食事は食べすぎない……。

　ぐるぐると言われたことを反復していたら、お父様が扉の向こうから声をかけてきた。

「ベル、そろそろ行く時間なのだけれど準備はできた？」

「は、はい。お父様」

　硬くなりながらも返事をしたら、ゆっくりと扉が開く。

　灰色の髪を後ろに撫でつけ、しっかりと正装に身を包んだお父様はいつもより輝いて見えた。

「綺麗じゃないか。そのドレスは自分で？」

「そうです。……変でしょうか？」

　お父様はじっと私を見つめて、にっこりと笑った。

「いいや？　ベルらしくていいと思うよ。もう少しおめかしをしてもいいと思うけどね。ベルくらいの歳だったらおしゃれに興味があるものじゃないのかな？」

　お父様の言う通り、子どもだったらきっとフリルとかリボンとかキラキラしたものが好きだと思うけど、精神年ねん齢れいがずれている私には少々キツい。

「わたくしは、ベルがちゃんと自分のことを把は握あくしていると思うけれど」

　凜りんとした美しい声が響く。高い声にもかかわらず、重みのある不思議な声。

　その声を聞いた瞬間、私の背筋がビシッと伸びた。

「やぁね、ベル。まるで幽ゆう霊れいを見たような顔をして」

「お、お母様……」

　腰まである緩やかなアイスグレーの髪に、モデルもビックリな美しいボディ。腰に手を当てて、マーメイドラインの深しん紅くのドレスを揺らす姿はどこぞの女王様である。

　キリッと意志の強そうな瞳と真っ赤な唇を見れば、この人が病弱だなんて微塵も思わないだろう。

「お母様もパーティーに？」

「当たり前じゃないの。愛娘まなむすめの初うい陣じんに立ち会うのが母親よ？」

　気の強そうなご尊顔とは裏腹にふふふと淑しとやかに笑う。が、私は思う。お母様は絶対に肉食系女子だ。

「そこらへんの令嬢に負けるんじゃないわよ」

　本音はこれである。

　お母様はこう見えて信じられないほど口が悪い。いつもは部屋に引きこもって本を読んだり花を愛めでたりしているくせに、口を開けば庶民以下の暴言を吐く。

「今日はね、シリィをエスコートできると張りきってたんだよ」

「あらまぁ、ふふふ。パーティーなんて何年ぶりかしら？　胸が踊るわぁ。貴方あなたの元婚約者を断罪して以来？」

「あの時の君は素す敵てきだったよ」

　コレがうちの両親。タイバス家の当主と奥おく方がたである。

　元婚約者だの断罪だの、すでに乙女ゲームが一つ作れそうな修しゅ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきたこの二人。ヒロイン役はもちろんお母様だが、か弱いなんてものではなく、時には剣けんを握り攻こう略りゃく対象者たちと背中を合わせて戦うような人物だったに違いない。

　そしてお父様もいい感じにネジが飛んでいる。

　お父様はお母様をそれはそれは愛していて。前世の記憶を思い出してから、お母様にあまり会ったことがなかったと気付いて、もしやお父様は所謂いわゆる監かん禁きんを施す系のヤンデレではないだろうかと疑ったくらいだ。

　実際は、お母様の体調管理のためだと知ったのだが、なかなかの偏へん愛あいぶりである。

　一度、お父様にお母様のどこが好きかと聞いたら、

『シリィの好きなところ？　全部だけど、強しいて言うなら強気な彼女が、私の前でだけ恥じらう瞬間かな？　すごく可愛いんだ』

　と宣のたまっていた。

　なんだかよく分からないけれど、その時はさすがに鳥肌がたった。お父様に変態の称しょう号ごうをつけるかいまだに悩なやんでいる。

「お父様、そろそろ……」

　今度は可愛らしい子どもの声。

　控ひかえめに扉を開いたウィルがそこに立っていた。

「どうだい、ウィル。今日はね、シリィもパーティーに行くんだよ。綺麗じゃないかい？」

「はい。お母様はいつもお美しいです」

「ふふふ、当然よね。今日はウィルも初陣なんだからしっかり使える子を狙ねらい打うちしてくるのよ。侍はべらせるだけでも品格が上がるわ」

「はい、お母様」

　お父様、お母様、ウィルの組み合わせは美男美女に美少年で完璧な家族である。もちろん、ベルティーアも美少女なのだが。

　ウィルが私に視線を移した。

「姉様も綺麗ですよ」

「……ありがとう」

　あのウィルが!?　と感動するレベルの完璧な笑顔。王子から直々に仕し込こまれて、完全な仮面笑顔を手に入れたウィル。

　胡う散さんくさいあの笑顔を彷ほう彿ふつとさせる我が弟は、確実に王子に毒されている。

「さぁ、そろそろ行こうか」

　お父様が手を叩いて出発を促うながす。

　部屋を出る一歩手前でお母様が立ち止まって私をビシッと指差した。

「ベル、ヘマして殿下に見限られるんじゃないわよ。チャンスをドブに捨てるのはグズだけなんだから。死しに物ものぐるいでしがみつきなさい」

　お母様がいい感じに胃に穴を開けてくる。

　吐きそうだ。

「善処します……」

　もしも王子に婚約破は棄きされたらどうなるんだろう。勘かん当どうも視野に入れておかなければならないかもしれない。

　ベルティーアを見たものは誰もいなかったエンドは意外と的を射ている。

「それにあの王子様、絶対イケメンに育つわ。どこぞの馬の骨に搔かっ攫さらわれるんじゃないわよ？」

　お母様の目がキラリと光る。

　私は白目を剝むきそうだった。

　どこぞの馬の骨ってヒロインのことですかね……。近い将来現れますね。

　お母様、プレッシャーを与えるのも程ほどほどにしてください。

「イケメン？　妬やけるなぁ」

「やだ、貴方に敵うわけないじゃない」

　イチャイチャラブラブし出した両親を胡う乱ろんげに見つめる私と、絶対零れい度どで見つめるウィル。

　義両親のバカップル加減に呆れを通とおり越こして最近諦めを覚えたウィルは、黙り込んで無視を決め込んでいる。

　家族が揃そろう夕食の時も基本、こんな感じだ。

「あの、お父様、そろそろ行きませんか？」

「あぁ、本当だ。遅おくれるのはまずいね。さ、皆馬車に乗って」

　お父様がお母様をエスコートして、私とウィルはその後をついていく。私もエスコートしてくれないかな〜？　とそわそわしながらウィルを見ると、ものすごい勢いで目をそらされた。悲しい。

　馬車の中では普通の家族の会話だった。

　お母様も大人しくしているし、何ならすでに外面モードである。

　私は緊張でずっとガチガチだし、ウィルもそこはかとなく顔が青白い。

　目的地に到とう着ちゃくして大きな門を潜くぐると、美しくライトアップされた王城が現れる。

　城の所々に細かく細工された装飾品が光を受けてキラキラと光る。いつもは固かたく閉じられている扉は全開になっていて、会場まで真っ赤なカーペットが続いていた。分かりやすく言うとシンデレラに出てくるお城だ。

「綺麗……」

　ポツリと呟くと隣に立っていたお父様が頷く気配がした。

「いつ見ても夜の城は綺麗だね。惚ほれ惚ぼれするよ」

　ウィルも言葉をなくしてポカンとしていた。

「ベルもウィルも初めての大きなパーティーだ。結構な貴族がいるけど、まぁ実際は殿下たちの誕生日パーティーだから主役は彼らだよ。肩の力を抜いて楽しもうね」

　お父様が安心させるように私たちの肩に手を置いてにっこりと微笑んだ。

　ウィルと揃って安あん堵どの息を吐く。

　さすがお父様。お母様絶賛ラブだけど、こうやって私たちも同じように愛してくれる。

　養子であるウィルにも分け隔てなく接する態度は感心してしまうほどだ。

　肩の力が抜けて、姿勢が崩れたのか、後ろにいたお母様から背中を軽く叩かれる。

「姿勢」

「はいぃぃ……」

　そうだ、腑ふ抜ぬけている場合ではない。このパーティーは第二王子の婚約者である私にとって重要なものなのだ。

　王太子にだけは注意して、絡まれないようにしなくては。

　それがとんでもないフラグだったと気付くのは、もう少し後のことである。




　ダンスホールは、たくさんの人で溢あふれ返っていた。照明が彼らの装飾品をキラキラと反射して眩まぶしい。まだパーティーは始まっていないようで、皆シャンパンを片手に小さな声で談だん笑しょうしていた。

「ベル」

　お父様に名前を呼ばれてハッと我に返る。

　緊張からか呼吸がしにくい。

　お母様が私の両りょう肩かたに手を置いて、囁くように呟いた。

「堂々となさい。貴女は今、王族の婚約者なのよ」

　恐る恐る前を向けば、ちらほらと視線が自分に向いているのが分かった。

　ヒソヒソと何かを囁かれている気配がする。こういうのって基本良いことは言われない。

　失神して倒れてしまいたい気持ちに襲おそわれた。

　とにかく姿勢を崩さないように意識を集中していたら、あっという間に参加者が揃ったようで、王族が登場する際の音楽が鳴る。美しい音色を合図に、その場にいた貴族全員が綺麗に並んで膝をつき、頭こうべを垂れた。

　貴族たちが順に王族への挨拶を終わらせていく度たびに鼓こ動どうが速くなっていく。

　数分してようやく私たちに順番が回ってきた。

　最初は当主であるお父様が挨拶をする。

「ジーク・タイバスにございます。我が王。本日のご招待、誠まことに感謝申し上げます。今日の良き日に陛下のご尊顔を拝せ、至し極ごくの慶よろこびに存じます」

「面おもてを上げよ。よく来たな、ジーク」

　王様の許可が出たお父様は顔を上げられる。

　今度は真っ赤なドレスが動いた。

「シルリア・タイバスにございます。我が王」

「面を上げよ。久しぶりだな、シリィ。体調はどうか」

「お心こころ遣づかい痛み入ります」

　お父様もお母様も陛下と親しいようだ。お母様のことは愛あい称しょうで呼んでいるし。

　ふと、ものすごい重圧がかかった気がした。皆の視線が、自分に向いている。

　緊張しすぎて、頭が真っ白になりそうだ。

　陛下も、王子も待っている。ほかの貴族も、私を見ている。

　第二王子の婚約者はどんな顔をしているのか。美しいと噂に聞くタイバス家の娘はどのような者なのか。

　一度目を瞑り、軽く息を吐く。──よし。尻しり込ごみしていても始まらないので、さっさと腹を括った。今日この日のためにここ数日はお母様の鬼おにレッスンを受けていたのだから。

　お父様にも負けない、腹の底から出した声で。お母様にも負けない、美しく通る声で。恥はじをかくことは許されない。家のためにも、婚約者である王子のためにも。

　大丈夫。

　私になら、できるはず。

「お初にお目にかかります。ベルティーア・タイバスにございます。我が王」

　思ったよりも、凜とした声が出た。一番驚いたのは、きっと私。

　顔の角度をきっちりと揃え、ギリギリ陛下の顔が見えないように頭を下げる。

「面を上げよ。私の義ぎ娘しょうにあたることになるな。我が息子を頼む」

「勿体ないお言葉です」

　陛下との会話とも呼べないやり取りを終えて、ほっと胸を撫で下ろす。今度はウィルが緊張しながらも挨拶をしていた。

　陛下から許可をもらえたので、もう頭を上げられる。

　そう思ってゆっくり顔を上げ、飛び込んできた光景に己の目を疑った。

　玉座には緩やかな金髪に緑の瞳をした壮そう年ねんの男性が堂々と座っている。王子と同じ髪色だ。この方が国王陛下。

　隣にいる王おう妃ひ様は色白で、髪は美しい銀色。真っ赤に色づく唇が妖よう艶えんでうっすら微笑んでいるような気もするし、そうじゃない気もする。

　その下の段に、恐らく王太子。

　金髪に、緑の瞳。配色は王様と変わらず雰囲気も似ている。王子とは正反対の逞たくましいイケメンだった。

　王子が美少年なら、王太子は美び丈じょう夫ふって感じだ。がっしりとしていて、儚はかなさなんて微塵もない。野生的な美しさとでも言えそうな顔つき。

　色しき彩さいは陛下と同じだが、顔のパーツは王妃様寄りな気がする。

　いや、そんなことはどうでもいい。自国の王家だからどうでもよくはないんだけど！

　私の視線を釘くぎ付づけにしたのは、王太子の椅い子すの後ろ。そこにポツンと控えるように私の婚約者が立っていた。

　なぜ彼だけが椅子に座っていないのか。

　驚いているのは私とウィルだけで、お父様もお母様も平然としていた。第一王女であるクラウディア殿下はまだ六歳だからパーティーには顔を出さない。王族の女性は十歳になるまで王家主しゅ催さいのパーティーでさえ姿を見せないのが普通である。

　つまり、ここには王族が四人のみ。

　そのうち三人が着座し、一人だけまるで臣下のように兄の側に控えている。どう考えてもおかしい光景だった。

　ウィルが私のドレスの裾を少し握った。

「……姉様。あの、これって？」

「分からないわ。どういうことなの……？」

　困こん惑わくしている私たちに気付いたお父様がこっそりと耳打ちをした。

「王太子殿下とディラン殿下はいつもこうだよ。今日が特別ってわけじゃない」

「で、でも、ディラン殿下は王族ではないですか」

「正直言うと、おかしいことでもない。王族とはいえ弟は兄の臣下に下るものだ。成人を迎えれば側近として将来王となる兄を支えるのが役目。しかも、殿下は側室の子どもだ。異を唱える者はいないだろう」

　驚きの事実に目を見張る。

　隣で聞いていたウィルも驚いているようだった。

「……ただ、それは建前だよ」

　お父様の低くなった声に耳をすませる。

　顔を上げて見るとお父様は苦虫を嚙み潰したような顔をしていた。

「王族を非難する気はないけれどね、娘の婚約者に対してあんまりだと思うよ。あれは、臣下の立ち位置だ。殿下がいるべき場所じゃない」

　お父様はすっと目を眇すがめる。

　ちらりと視線を王家に向けるとほかの招待客からまだ挨拶を受けている。この挨拶が終わるまでパーティーは始まらない。もちろん、毎回こんなことをするわけじゃなくて、今回はたまたま王太子の十五歳という節目の年だから、より招待客も多かったようだ。

　得意げな王太子の後ろに立っている王子は、その境きょう遇ぐうを大して悲観しているような素そ振ぶりもなく、ただじっと笑みを浮かべていた。

　それが、強固な仮面だというのが嫌でも分かる。

　私の知っている王子は、あんな笑い方はしない。

「ディラン兄様……」

　ウィルが唇を嚙んで眉を寄せた。

　大好きな王子が蔑ないがしろにされ、それでもなお王太子の側で笑っている様子を見るのが苦しいのだろう。

　私だって、見たくない。

　王子が王族扱いされない姿なんて。せっかく誕生日は楽しく祝えたのに、幸せや喜びをこんな風に塗ぬり潰つぶしてほしくなかった。

「ベルティーア様」

　そっと囁かれた自分の名前に思わず辺りを見回す。潜ひそむように立っていたのはシュヴァルツだった。いつもと違って正装をしている。

「シュヴァルツ様」

「このような形で申し訳ありません。このパーティーでディラン殿下の側近は不要と言われまして。本日はリーツィオ侯こう爵しゃく家けの長男として出席しております。少しお話ししたいことが」

　あまり公では話せないことなのか。

　言葉の裏に隠されたメッセージを汲くみ取り、静かに頷いて会場の端はしへ移動した。

　ウィルはちらりとこちらを見たがついてはこなかった。

「手早くお伝えいたします。ディラン様が、今日は兄上の側につくことになったからエスコートができなくなった。ごめんね。と」

　少し動どう揺ようしたものの、私はなんとか頷いた。

　初めての社交場。しかも、婚約者のいる令嬢がエスコートなしだなんて、王子だけではなく私にも嫌がらせしてやがる。あの王太子。

　悔くやしくて唇を嚙みしめていると、目の前の少年からも殺気が飛んでいることに気が付いた。

　暗い赤目がギラギラと輝き、表情には微かすかな怒気が滲にじんでいる。恐らくガチギレしているであろうシュヴァルツを見ていたら、こちらの肩の力が抜けた。

　私よりも腹を立ててるな、この人。

「シュヴァルツ様、せっかく麗しい顔かんばせをしていらっしゃるのですから、もう少し笑われては？」

　私がそう言えば恨うらめしそうに睨まれる。

　これが落ち着いていられるか、という表情だった。

「私のことはお気になさらず。というか、シュヴァルツ様は殿下の方が心配なのでは？」

「そ、そんなことはありませんが……。ベルティーア様も気になられているのでは、と」

　図星だったのか、シュヴァルツは分かりやすく狼狽えた。

　正直だなぁと内心笑ってしまう。

「大丈夫ですよ。エスコートがないのは寂さびしいですけど、殿下も不本意でしょうし、何より一番悔しいのはご本人でしょう」

「……そうですね」

「私が落ち込んでいたら、殿下もがっかりしてしまわれます」

　ふふふと頰に手を当てて淑しゅく女じょの笑みを溢こぼすと、シュヴァルツは驚いたように目を見開いた後、ふっと目め尻じりを緩ませた。

「ベルティーア様の仰る通りですね」

　持ち直したらしいシュヴァルツは、さっきのしかめっ面つらとは打って変わり、王子と同じように分厚い貴族の仮面を被かぶり直した。

「では、私はこれにて失礼いたします」

　しっかりと頭を下げて踵きびすを返したシュヴァルツの背中を見て、詰めていた息をゆっくりと吐く。今は、この伏魔殿を何事もなく乗りきるしかない。




　その後は、お父様たちと一緒に色んな貴族と交流をした。

　挨拶をするだけで「可愛らしいお嬢様ですね」と言葉をかけられるのだが、その裏には少なからず皮肉が含まれているような気がした。

　それに対してお父様がこちらもビックリな鋭い切り返しをするものだから、大たい抵ていの貴族は言葉に詰まって苦笑いをする。

　貴族の子息令嬢は会場の一か所に集まっていたから顔を合わせずに済んだ。お父様からあそこに行ってみる？　と提案されたが、私もウィルも首を横に振った。

　ウィルは人ひと嫌ぎらいで人見知りだし、私はただ単に、お前が美しい娘ってなんだよ！　と子どもの純じゅん粋すいな本音を聞きたくなかったからである。

　そんななか、一人だけ私たちと同じように親の側から離れない子どもがいた。

「この子がわたくしの娘なんですの」

　ケバケバしい婦人が前に出したのは、これこそ美しい娘と呼ばれるに相応しい、とてつもなく可愛らしい天使だった。恐ろしい。この世にこれほど美しい少女が存在するなんて。

　自分が美しいなんて言われててすみません、と土下座したくなるほど目の前の少女は美しかった。

　緩くウェーブを描くバターブロンドの髪。憂うれいを孕はらんだように伏せられたばっさばさの睫まつ毛げから覗く、チョコレートが溶とかされたような瞳と陶とう器きの如く白い肌。おまけに少女は、私が着る予定だったフリッフリなロリータお姫様ファッションを見事に着こなしていた。

　良かった！　侍女に薦すすめられたドレスを着なくて本当に良かった！

　こんな美少女と比べられるとか恥ずかしすぎる。

　ウィルでさえもその少女に釘付けで頰をうっすら赤くしていた。私がにやりと笑ってウィルを見ると、こちらを見るなと睨まれる。

　瞬間、ぞくりと悪寒がして前を向くと、ケバケバしい婦人……恐らく美少女の母親が恐ろしい形相で私を睨んでいた。

　それはもう般はん若にゃなんてものじゃない。

「貴女が美しい娘などと……えぇ、確かに可愛いでしょうけど、わたくしのシエルの方がもっと愛らしくてよ。もう少し化け粧しょうを厚くした方が良いのではなくて？」

　つんっと毒を吐いた婦人の言葉を聞き、人形のように佇たたずんでいた少女が伏せていた瞳を上げ、私を視界に収めた。

　う、動いた……!?　あまりにも可愛すぎる！

　目が合っただけでハートを撃うち抜かれるほどの威い力りょく。

　そんな私を背に庇かばって前に出てきたのは、さっきまで静かな笑みを崩さなかったお母様。

「あらあら、これはこれはロゼア様じゃございませんの。ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ。貴女のお嬢じょう様さま、貴女に欠片かけらも似ず、とても愛らしいのね。羨うらやましい限りですわ」

　こちらも平然と毒を吐き、ロゼア様と呼ばれた婦人は額に青筋を浮かべる。

「貴女の減らず口は相変わらずね！」

「貴女の憎にくまれ口ぐちは随ずい分ぶん酷ひどくなったわ！」

　バチバチと火花を散らす両者は優ゆう雅がなパーティーには全くそぐわない。

「わたくしの婚約者のジーク様を奪うばったこと、決して忘れないわ！」

「あら？　それは貴女の傲ごう慢まんな態度が原因ではなくて？　それに、今はもう私の夫なのだから、醜みにくい嫉妬はおやめなさいな」

　なんと、お父様の元婚約者がこの婦人らしい。ちらりとお父様を盗ぬすみ見みると、素知らぬ顔でニコニコしている。

　図太いと言うのか、女心が分からないと言うのか……。

　気にかける素振りとか後ろめたそうな態度くらいしてもいいのに。

　そして、私はいまだに美少女から見つめられ続けている。ウィルも美少女を凝視しているし、この場だけ混こん沌とんと化していた。

　げんなりと体力を根こそぎ取られた気分だった。




　王太子に挨拶をしに行く前に、気分が悪いので夜風に当たってくると言えば、お父様もお母様も了承してくれた。お母様はケバケバ婦人とのやり取りを私たちの前で繰り広げたことを多少反省しているようだ。

　何はともあれ自然にパーティーを抜け出せたので一安心だ。

　迷子にならないようにホールの光の見える範囲で散策することにした。

　大きな木の下にあるベンチで休んでいると、木々の向こうにドームのような建物が見えた。見た目からして温室だろう。

　花を見て心を落ち着けようかと腰を上げたら、くいっとドレスの裾を引かれた。反射で振り返ると、月明かりに照らされてクリーム色の髪を靡なびかせた先さきほどの美少女が息を切らしてこちらを見ている。

　驚いてしばらく見つめ合っていると、おもむろに少女が赤い唇を開いた。

「わたし、シエル」

　思ったほど高くはなく、よく通る声だった。

　固まっていた私もハッと気を取り直して自己紹しょう介かいをする。

「わたくしは、ベルティーアよ」

　互たがいの自己紹介を終え、沈ちん黙もくが訪れると思ったこの空気をシエルが破った。

「貴女に、言いたいことがある」

　チョコレート色の瞳がじっと私を見つめた。

　なにかしら？　と私は令嬢らしく返答する。

「わたし、貴女のことが嫌い」

　衝撃の発言に脳が思考を放ほう棄き。彼女が何を言っているのかよく分からない。

「………え？」

　かろうじてふり絞しぼった私の声は酷ひどく小さく、空気のようだった。

　それだけ、と言って踵を返したシエルを慌てて引き留める。

「え、ま、待って！　どういうこと？　わたくし、貴女に嫌われるようなことをした覚えはないのですけれど？」

　つか、話したのさえ今が初めてなのに。

　美少女から発された嫌きらいの威力は凄すさまじく、母親同士はああでも、仲良くなれるかなと思っていた分だけダメージも相応だった。

　ピタリと止まったシエルは無表情のまま私を見み据すえる。睨みつけるようなその視線に本気で嫌われていると確信した。

「わたし、いつも貴女と比べられる」

「……え？」

　誰に？

「お母様は、貴女よりも美しくあれって言う。貴女のお母様と、いつも張り合う。わたしの気も知らないで」

　顔は変化しないものの、彼女は確実に怒っていた。己の母親に。

　これって私、関係なくない？

「貴女のせいで、こんなことしなくちゃならない。こんな格好、したくない。髪も、伸ばしたくない」

　うるうるとチョコレート色の瞳が潤うるんでいく。今にも溢れ落ちそうで、シエルが震ふるえる度にふるりと揺れた。

「………だから、貴女が嫌い。貴女の、せいだから」

「……」

　完全な八つ当たりであった。

　したくない格好を強要させられるのはさぞストレスが溜まるだろう。しかし、母にぶつけられない怒りを私にぶつけるのは如何いかがなものか。

　彼女は私がタイバス家の令嬢ってこと、忘れてるんじゃないでしょうね？

　今の私には彼女を咎めて、怒る権利は十分にある。だけど、感情が昂たかぶって泣いてしまったか弱い少女を非難する気はさすがに沸わいてこない。

　ため息をついてから自分のハンカチを目の前の少女に差し出した。

　シエルはそれを素直に受け取り、令嬢とは思えないほど音を鳴らして勢いよく鼻をかんだ。この子はもしかしたら、見た目に反して相当ガサツなのかもしれない。

「目上の令嬢に対して暴言を吐くのはおすすめしないわ」

　シエルは黙ってハンカチを握りしめていただけだった。今ここで説教をするつもりはないけれど、自分の言動にはもう少し責任を持つべきだ。

　目を赤くしたまま俯いてじっとしているシエルに心の中でため息をつく。

　友達になりたかったのになぁ……。

「……ごめんなさい」

　シエルはそう呟くと、そのまま会場の方に走っていった。令嬢が走ってはダメだろうと思ったのだが、彼女は私に話しかけた時も息を乱していた。

　思わぬお転てん婆ば美少女に圧あっ倒とうされながらも、私は苦笑を浮かべる。

　邪じゃ魔まは入ったもののようやく本来の目的である温室の方へと足を向けた。




　温室にはたくさんの花が咲さき乱みだれていた。見たことのあるものから、見たことがないものまで。水やりの手間を省くためか、所々に水が引いてある。

　温室はガラス張りになっていて、月明かりが照明の代わりになっているようだ。夜ということも相まって、神聖な雰囲気を漂ただよわせている。その明かりを頼たよりに少し歩いてみることにした……が。

「おい、誰かいるのか」

　突然声がしてビクンッと肩が跳ねた。

　今度は誰!?

　何も疚やましいことなんてしていないのに、悪いことをしている気がしてしまうのはなぜだろう。この人の声に威い圧あつ感かんがあるからだろうか。

「答えぬか」

　咎めるような静かな声に再び肩を震わせてから慌てて身分を明かした。

「わ、わたくしはタイバス公こう爵しゃく家け長女のベルティーア・タイバスにございます」

　ここにいるってことは少なくとも不ふ審しん者しゃではない。どこかの貴族か、王族か。いや、王族はさすがにないだろう。

「タイバス……。あぁ、あいつの婚約者か」

　ざっと砂を踏ふむ音がして相手がこちらに近づいてくるのが分かった。私の後方にいたらしい。

　いや、待って。タイバス家と名乗ってこんなに冷静ってことは、私よりも位の高い貴族ってことだ。そんな人物に会ったことがなかったため素直に驚くし、焦る。タイバス家と言ったらだいたいの人が下手に出るはずなのだが。

　しかもあいつの婚約者って？　第二王子のことをあいつ呼び。まさか──。

「このちんちくりんが美しいとは。世も末だな」

　失礼な台詞と共に月明かりの下に姿を現したのは、キリッと吊つり上あがった緑の瞳と、金色の美しい髪。手を腰に当て、不機嫌そうに私を睨みつける我が国の王太子。未来の王様。名前は確か……。

　ギルヴァルト・ヴェルメリオ。

　王子の腹はら違ちがいの兄で、彼を蔑ろにした張本人。

　まずい。なんでこんなところにいるんだ。

　緊張から汗あせが滲んだ手のひらをぎゅっと握る。目の前の王太子は不機嫌そうに眉を寄せた。

「お前はタイバス家の長子だろう。私を前にして、ずっとそこに突っ立っているつもりか」

　王太子に指し摘てきされ、慌てて膝をつく。

「申し訳ありません。ご無礼をお許しください、王太子殿下」

「ふん」

　王太子は偉そうに鼻を鳴らし、じっと私を見てきた。

　突き刺さすような沈黙が流れる。

「お前、ベルティーアと言ったか」

「は、はい！」

　そっとその場を辞そうと腰を浮かせたら、見計らったようにすぐ話しかけられた。

　王太子は私に近づいてきているのか、さっきより声が近い。顔を下げているせいで彼がどの程度の距離にいるのかが分からなかった。

「あいつの婚約者が美しい娘などというから、どんな美び貌ぼうかと思っていたが……。別段、大したことはない」

　私はじっと黙っておく。相手も返事を求めているわけではなさそうだ。

　罵ののしりに来ただけ？　それなら楽でいいんだけれど。

　王おう子じ妃ひに相応ふさわしくないと陰かげで言われているのは知っている。

　婚約成立後、殺害予告紛まがいの手紙が届いたりもしたが、もちろん焼いて灰にしてやった。

「しかし、悪くはない」

　下げていた顎をぐいっと持ち上げられる。

　王太子の突然の行動に驚いていると、綺麗な顔がにやりと意地悪く歪んだ。

「ベルティーア・タイバス。お前は私の側近の婚約者になると良い」

「……はぁっ!?」

「これは提案ではない。命令だ」

　い、意味が分からない……。

　自分の弟の婚約者を自分の臣下の婚約者にって頭おかしいんじゃないの？

「お言葉ですが、王太子殿下。わたくしはディラン殿下の婚約者にございます」

「だからどうした。あいつのものは私のものだ」

　どこかで聞いたことのある台詞である。

　この人、横暴すぎないか。

「わたくしになど価値はないと思うのですが」

「そうだな、お前に価値はない。私にとっては」

[image: ]

　さらに顎を引かれ、顔がくっつきそうな距離になる。顎を引いてみるが、相手の方が強くて難しい。

　痛くて思わず顔をしかめると、王太子はくっと喉の奥で笑った。

「聞いたぞ。あいつは大層お前のことを大事にしているそうじゃないか。頻繁にタイバス家へ出向いて。本当に、心底気に食わない」

　ぎりぎりと顎というよりもはや頰を摑んでいる王太子を我慢できずに睨みつけた。どうしてそこまで王子を憎んでいるのか分からなかった。

「なぜ、そこまでディラン殿下を忌き避ひするのですか？」

　思わず口をついて出てきた疑問に、王太子は邪じゃ悪あくな笑みを崩さない。

「強いて言うなら教育だ」

「教育……？」

「次期国王である私に逆らわないように。私に謀む反ほんなど起こそうと思わないように。私を超そうなどと姑こ息そくなことを考えないように。私の思う通りに動かせるように。お前らのような魔力を持たない者は理解できないだろうが、あいつの力は国を滅ほろぼしかねない。だから、私が教育してやっているんだ」

　じゃあ、今王子にしていることも、すべて教育だと言うのか。

「あいつは、独りでいいんだ。周りにあいつを手て懐なずける奴が現れてはいけない。あいつを肯こう定ていする人物が現れてはいけない。そんな人間が現れディランが執しゅう着ちゃくすれば、王などあってないようなもの。私の言いたいことが、分かるか」

　つまり、王子と一緒にいる私が邪魔だと。

　正直言うと彼を操あやつれる人間なんて現れないと思うが、それでも危険な芽は摘つんでおきたいということだろう。

「そもそも、あいつに婚約者なんていてはならないんだ。あいつの血けつ縁えんなどいらん」

　ブツブツと不ふ穏おんなことを言い出す王太子にドン引きする。

　確かに、王太子はきちんと次期国王の教育をされているのだろう。王子と違って自分のことを私と言い、腹違いの弟が自分を脅おびやかす存在であることをちゃんと認にん識しきできている。無意識かもしれないが、王子への恐れもあるように思えた。

　聞いていた以上に、王太子は王子に対してコンプレックスがあるらしい。

「悪いことは言わない。あいつから離れろ」

　さらに頰に力を入れられ、痛いと声を上げそうになった。

　絶対赤くなってる。

　私の美しい珠たまのような肌に傷をつけるなど……許せん！

　先ほどよりも鋭く王太子を睨みつければ、意外にも少し動揺したのか手の力が緩んだ。

「王太子殿下。今から申し上げます言葉は一臣下としての意見だとお思いください。要いらぬ世話だと思われるのであれば、聞き流してくださって結構です」

　この王太子がさらっと聞き流すくらいで済めばいいが。

　私の反抗的な態度に、王太子の機き嫌げんが急降下した。空気が張り詰め、ピリピリする。王の素質は十分あるのに、とても勿体ない。

「お言葉ですが、王太子殿下のそのお考えは、あまりにも幼よう稚ちすぎます」

「……っ！」

「ディラン殿下が恐ろしいのは分かります。殿下は特に王家のみが受うけ継つぐ魔法を使いこなせるとか。しかし、その力を恐れていては王など務まりません。臣下を縛しばりつけておくだけでは、後で痛い目を見るだけです」

　政治を知らない私の言葉は生意気だし、綺麗ごとばかりだ。

　ならばお前がやってみろ、と罵られるかもしれない。それでも、彼の行いを誰も指摘しないのなら、私が言ってやる。

「奪うだけでは、忠誠など誓ちかえません」

「貴様っ……！」

　カッと顔を赤くして王太子が腕を振り上げた。殴なぐられると思い咄とっ嗟さに目を瞑る。

「……？」

　歯を喰くい縛って衝撃に備えるが、思ったような痛みは来ない。恐る恐る目を開けると、腕を振り上げたまま赤い顔でプルプル震えている王太子が見えた。

　振り上げていた腕がゆるゆると下がっていき、私の頰を摑んでいた手は力なく離れていく。

　しばらく黙ったままの王太子だったが、自分を落ち着かせるように短く息を吐いた。

「……いや、そう、だな。お前は……悪くない」

　いきなり改心したような王太子を不審に思っていると、「こんなガキに……」と呟いたから、多分子どもに手を出そうとした自分を戒いましめているんだなと勝手に解かい釈しゃくした。

「ならば問おう。王には、臣下の声を聞くべき心構えが必要だと思うか？」

　ぶつぶつと独り言を呟いていた王太子が突然聞いてきた。

　聞いているかどうか分からないほど小さな声だったが、私は間かん髪はつ入れずに答える。

「思います」

「では……！」

　唐突に大声を出しながら私の肩をガシッと摑んだ王太子に驚く。

「では……ディランほどの才がなくとも、私は、王になれると思うか？」

　懇こん願がんするような緑の目。

　王太子って言うほどだから、次の王は貴方しかいないんじゃないの？

　──だが、口を開こうとしたその瞬間、私と王太子の間を稲いな妻ずまのような何かが横切った。

　ちょっと間が空いてドオオオンッと花か壇だんが壊こわれる。何が何だか分からず声も出せない私とは違い、王太子は今までで一番目を吊り上げた。

「兄上、俺の婚約者に何かご用ですか」

　爆ばく発はつ音おんが収まった後に聞こえたのはよく知った声だった。

　その場に佇んでいた人物は、王太子と同じ金髪を輝かせ、宝石のような青い瞳をどんよりと曇くもらせる。

　呆ぼう然ぜんとしている私をちらりと一瞥したその表情に背筋が凍こおった。

　まずい。これは、非常に、まずい。

　王子には王太子と二人で話すなと言われていた。不ふ可か抗こう力りょくであったとはいえ、最悪である。触れたら切れそうなほど鋭い怒りをあらわにする王子に、喉から掠かすれた空気が漏れ出た。

「なんだ。お前、いたのか」

「えぇ、兄上を探して。確か『私の側近の婚約者になると良い』でしたっけ？」

　ニコニコと気味が悪いほどにこやかに笑う王子は色んな意味で怖い。

　だが王太子は怖おじ気けづく様子もなく、淡々と対応する。

「聞いていたのか。趣しゅ味みが悪い」

「弟の婚約者を唆そそのかす兄上に言われたくないです」

　私が想像していたよりも王子はにこやかに毒を吐く。

「お前の婚約者をどうしようが私の勝手だろう」

　王太子は眉間にシワを寄せ、イライラしているようだった。

「……聞き捨てなりませんね」

　ぶわっと突風が吹いて髪が巻き上げられた。

　ニコニコの笑顔が噓のように無表情になって、冷ひや汗あせが私の頰を伝う。先ほど王太子の怒気を感じた時でもここまで恐怖は感じなかったのに。

　こんなに怒った王子は見たことがない。

　殺気なのか魔力なのかは分からないけれど、何らかの圧力がかかっているような重たい空気が漂う。

「ベルを側近の婚約者に？　ふざけるな」

　王子の口調が崩れて風も強くなった。

　王太子はそれでも驚くことなく不敵に笑っている。

「私に刃は向むかうのか？」

「貴方は、俺の大切なものをいつも奪っていく」

　奪う、というワードに王太子がピクリと反応した。

　花が引きちぎれんばかりに揺れる。私が割り込む暇ひまもなく、突風から自分を守るので精せい一いっ杯ぱいだった。

「許さない。俺からベルを奪うなんて許さない」

　王子は鋭く王太子を睨みつけ、地を這うような低い声で唸るように言った。

　途端、バリンッと凄まじい音がして、温室のガラス張りの窓が砕くだけ散ちる。驚いて息を飲むが、ガラスの破は片へんは落ちてこない。時が止まったように空中で停止していた。

「……なるほどな。私に刃やいばを向けるとは、随ずい分ぶんいい身分になったじゃないか。そんなに婚約者が大切か」

「えぇ、もちろんです」

　王子がにこりと笑うと、破片の先が王太子に集中する。

　これは不敬などでは済まされない。

　反逆罪……。王太子の殺人未遂だなんて、良くて投とう獄ごく。

「殿下！　だめです！」

　気付けば叫さけんでいた。

　同じ王族であっても、後うしろ盾だてのない王子を庇う者なんていない。王子の母親はもう亡なくなられているし、王子の方が断然不利だ。

　ここで人生を棒に振る必要なんてない。それも、私が王太子と会っただけなのに。

「落ち着いてください！　寝惚けてるだけですよね？」

　王太子が、はぁ？　と呆れたように私を見たが、そんなことに構っていられない。馬鹿と言われようがアホと言われようが、王子の行動をせめて事故だったと言えるように誤魔化せば、ここにいる三人だけで話は収まる。

「ベルは、ベルは兄上の味方をするの……？」

「……は？」

　私の努力も虚むなしく、王子は冷静な判断ができていない。ガラス片へんがカチャカチャと不穏な音を立てた。

　王子の絶望したような目が私を捉とらえた瞬間、白い光が王子を襲った。弾はじき飛とばされて、ガシャンッと物が壊れる音がする。

「殿下！」

　派手な音がし、砂すな煙けむりの立った場所に慌てて駆かけ寄よる。兄弟きょうだい喧げん嘩かのレベルを超えてるでしょ。

　王子の隙をついて攻こう撃げきをしたのはきっと王太子。彼を見ると指をポキポキ鳴らして、静かに王子を見ていた。

　空中に止まっていたガラス片はそのまま地面に落ちる。

「ディラン、お前は甘い。興奮するといつも周りが見えなくなる。魔力が強いだけで、コントロールはまだ未熟だ。それで私に盾たて突つくなど、私が王族であり王太子であることを忘れたか。この愚おろか者もの」

　王太子は冷たい言葉で王子を嬲なぶった。

　目の前の王子は、花壇の煉れん瓦がで切ったような切り傷が多くあった。

「しっかりしてください！　聞こえますか!?」

　頭から血が流れている。

　意識があるのかも分からない。

　とりあえずハンカチで止血をしようと思ったが、あの美少女にあげてしまった。仕方なく、ドレスのリボンを煉瓦の破片で切る。

　太ももの傷が酷いのでキツく巻きつけた。

「……お前に婚約者など要らぬだろう。だから私の側近の婚約者にしてやると言ったんだ。お前のような落ちこぼれの隣よりもよっぽど需じゅ要ようがある」

　王太子の言葉を聞き流しながら王子の怪け我がの処置をしていると、王子がピクリと動いた。

　意識がある！

「殿下！　分かりますか？　でん、かっ…！」

　必死に呼んでいると王子の腕が伸びてきて、突然抱きしめられた。王子の匂いに混ざるように香る、血の匂い。

　頭にかかった煉瓦の破片が、王子が身動きをする度にパラパラ落ちる。

　今、王子は正気じゃない。いつもはもっと賢かしこい選せん択たくができるはずなのに。

「うっ……！」

　立ち上がろうとした王子が呻うめいたので慌てて体を支える。右足を引ひき摺ずりながらもなんとか立ち上がった。

　にもかかわらず、私を抱きしめる腕の力だけは緩まない。

「殿下、だめです。早く手当てをしないと……」

　なんとか胸から顔を上げ、王子に小声で訴うったえる。

　じっと前だけを見ていた王子が、こちらを向いた。乱れた金髪から覗いた青い瞳は今までにないほど妖あやしい光を灯ともしていて、危ない。蛇へびに睨まれた蛙かえるのように竦んでしまった。

「いいよ、別に。ベルが兄上の味方をしたって、結局俺の婚約者なんだから」

「味方なんてしてません！　よく考えてください。寧むしろ殿下のためです！」

　すぐに反論したら王子の瞳に少しだけ光が戻った。

　強こわ張ばっていた表情もゆるゆると和やわらぐ。

「俺の、ため？」

「そうです！　このままじゃ、婚約どころじゃありません。遊べなくなるどころか一生会えなくなるかもしれませんよ！」

　王子は投獄で済むかもしれないが、私の命の保障はない。

　事実関係がなんであれ、王族が事を荒あら立だてたくなくてタイバス家を悪者にしてしまう可能性だってないわけではないのだ。

　そうなれば、お父様もお母様もウィルも害がいを被こうむる。私がここに鉢はち合あわせたという事実がどれだけ被害を拡大させるか想像ができないから怖いのだ。変に利用されたくない。

「じゃあ、消さなきゃね」

「……え？」

「ベルと会えなくなるなんて、考えられない」

　私の肩を抱いたまま、王子が王太子に視線を戻す。

「はっ！　私を消す？　そうなればお前の婚約者一族は確実に処刑だ」

「そう？　なら、俺も一緒に死ぬ。大丈夫だよ、ベル。俺の魔法で痛みもなく殺してあげる」

　違う！　王子、違うよ！

　想像した未来に涙なみだを浮かべながら、必死に王子の腕の中で首を振る。

「お前の婚約者は死にたくないらしいが？」

「……」

　パチパチと体に魔力を纏いながら王太子が嘲笑あざわらった。王太子も戦う気満々だ。

　王子の顔は前まえ髪がみで隠れてよく見えない。

　嫌な予感がしてぎゅっと力の限り抱きついた。

　最後の足搔あがきだ。私は魔法なんて使えないから、二人を止める術すべを持たない。

「だめ、です」

　すると、一瞬だけ、王子の体の力が抜ける。が、すぐにまた手のひらに魔力を込めた。

「……ベルは、死にたくないよね」

　正気に戻ったかと思ったが、そうではなかった。ただただぼんやりと目を眇めて私を見ている。笑顔ではない、悲しげな王子の表情に息が詰まった。

「でも、無理だよ」

　顔を歪めた王子が唇を悔しげに嚙んだ。

「ベルだけは、あげられそうにない」

　最後の言葉は突風と火花のような音でよく聞こえなかった。

　これ、もし相あい討うちになって王太子が勝っちゃったら、王子が死んじゃうよね？　そんでついでに側にいる私も死ぬよね？　あれ？

　その可能性に気付いて勢いよく王子を見たら、目が合ってにっこり微笑まれた。その笑みは一体。

　激しい突風が吹き荒れ、バチバチと電気の弾けるような音が響く中、悲鳴を上げる間もなく、王子の手が振り上げられた。

「だめなの！」

　突とつ如じょ可愛らしい声が、ガラスのなくなった温室によく響いた。

「喧けん嘩かは、めっ！」

　目に刺さる閃せん光こうのせいで声の主が分からない。なんとか見ようと目を凝こらすが、激しい光に目が眩む。

「喧嘩はめっ、なの！」

　恐らく少女であろう高い声が聞こえた瞬間、風が止やみ、閃光が消えた。荒れきった温室でプラチナブロンドの髪を靡かせながら立っていたのは幼女。

　王太子も王子も驚いたように目を見開いて幼女を凝視している。特に王太子は若じゃっ干かん青ざめていた。

「お前……！　こんなところで何をしているんだ！」

「お花を見に来たの！　暇なんだもん！」

　むぅっと可愛らしく頰を膨らませる幼女は誰かに似ている気がする。プラチナブロンドって確か王妃様？　王妃ってことは、クラウディア王女!?

　思わぬ人物の登場にその場の誰もが驚いている。

　なにはともあれ、魔法で死ぬことは免まぬがれた。ほっと安心していると王女は勢いよく方向転てん換かんして私たちを睨んだ。

「あなた！　わたくしのお花をぐちゃぐちゃにして！」

　ビシッとクラウディア王女が指を差したのは王子だった。

　ちらりと王子を見て、私は短く悲鳴を上げてしまう。王子はクラウディア王女を塵ちりでも見るような蔑さげすむ目で見据えていたのだ。

　殺気も交えたその雰囲気に王女は後あと退ずさりし、うるっと瞳を潤ませる。しかし果か敢かんにも王太子の前に出て両手を広げた。

「ギ、ギルお兄様をいじめちゃ、だめなのっ！」

　プルプルと震えて兄を守ろうとする姿に場ば違ちがいにもキュンとする。さすがにこれには王子も気を削そがれたようで、舌打ちをして魔力を纏わせていた手を下ろした。

「クラウディア、どけ。私はこいつと決着をつける。ディランが私に反発するのならこちらから消すまでだ」

「お兄様もわたくしのかだんを壊したのね！　ひどいわ！　頑がん張ばって育てたお花があったのに！」

　王太子の言葉に被せるようにして王女が叫んだ。王太子も言葉に詰まり、ため息をもらす。

　妹パワーがすごすぎる。

「……もう一度言う。クラウディア、帰れ」

「やっ！　暇なのー！」

　いやいやと首を振って王太子に抱きつく王女様。王太子でも妹の我が儘にはお手上げらしく、やれやれといった風に王女を抱き上げ、鋭い眼光で王子を睨んだ。

「今日は邪魔が入ったから見み逃のがしてやる」

　前世で聞いたことがあるような典型的な捨すて台詞ぜりふを吐く王太子に思わず噴き出しそうになった。この台詞のせいで一気に小物感が出てしまうのは致し方ないと思う。

「……だが、」

　王太子の視線が私に移る。思わずびくりと体を縮ませた。

　心の中で笑ったのバレた……？

「ベルティーア・タイバス。お前には処分が下るだろう」

「……っ!?」

　青ざめ、開いた口が塞ふさがらないでいると、王子が小さく囁いた。

「大丈夫。ベルに危害を加える奴は俺が消してあげる」

　いや、それ何も大丈夫じゃないから！

　どこまでもずれた今日の王子にはついていけない。

「しかし、……まぁ、私の一存で助けてやらなくもない」

　王太子の思わぬ助け船に勢いよく顔を上げる。

　王子がまた殺気立った。

　王太子は呆れたように肩を竦める。

「ディランとの婚約解消もいいんだがな。それじゃあ、不当だろう。ベルティーア・タイバス。さっきの答えを聞かせてくれ。そうすれば、今回のことは不問にしてやる」

　王太子が真しん剣けんな表情で私をじっと見た。

　さっきの答えってなんだろう……？

　生き残れる唯ゆい一いつの方法で、ここでしくじることは許されない。必死に記憶を漁あさっていると、王子が来る前に肩を摑まれ、すごい形相で迫せまられたことを思い出した。

『私は、王になれると思うか？』

「思います」

　私の即答に王太子は目を見開き、王子は私の肩を強く握った。そろそろ肩に指が食い込みそうなんですけど。

「なぜ、そう思う」

「素質があると思いました。人を従わせるような覇は気きも、ついていきたくなるようなカリスマ性もお持ちです。少なくとも、私はそう思いました」

　王になるべき人だ、とまでは言わなかったが、言いたいことは伝わったのか、王太子の唇が震える。

「もう一つ、聞いてもいいか」

「なんなりと」

　王太子にしては下手な言こと葉ば遣づかいに少し瞠どう目もくする。本来は真面目な性格なのかもしれない。ただ、やり方がおかしいだけで。もちろん、王子にしたことを許すわけではないが。

「私に無礼をはたらけば、お前はただでは済まぬだろう。それが分からぬほど馬鹿ではあるまい。なのに、なぜ私に進言した……？」

　心底不思議で不可解だというように王太子が眉間にシワを寄せて私を睨むように見る。

「そんなの、簡単ですよ」

　あっけらかんと言うと、王太子はますます眉間のシワを深くし、王子には関節が外れるんじゃないかと思うほど肩を握られた。

「王太子殿下は将来君主になる方でしょう。そうなれば、私は貴方の臣下になります。臣下とは、主に意見を申し上げ、主の手となり足となる身。少しでも殿下の助けになるよう、先ほどは失礼を承知で愚ぐ考こうを申し上げました」

　私の言葉に王太子は毒気を抜かれたようにため息をついた。

「……それだけか。それだけの動機で……私に進言したのか」

「はい」

「……お前は、馬鹿なんだな」

「そう思われても仕方ありません。先ほどの無礼の数々、お許しください」

　膝をついて誠意を示し、少しでもわだかまりを解消したい。

　なのに、王子が邪魔をする。跪こうとする私と、それを阻そ止しする王子との間に見えない攻こう防ぼうが繰り広げられていることを王太子は知らない。

「もういい。分かった。ベルティーア・タイバス、お前の進言は王太子として受け止めよう。ディラン、お前は自分の婚約者に感謝するんだな」

　そう言って王太子は若干口角を上げた。初めて彼の嘲あざけり以外の笑顔を見た気がする。

　しかし、それもすぐにしかめっ面に戻り、腕の中で眠ってしまった王女を抱え直して温室から消えていった。

「は、はぁぁぁ」

　緊張の糸が切れて体が弛し緩かんする。

　王子が体を支えてくれていなかったら確実にへたり込んでいた。

「ベルは、すごいね」

　それまで何も喋しゃべらなかった王子が口を開く。殺気立った様子もなく、先ほどとは打って代わっていつもの声色。ちらりと王子を見上げると、微笑んで私を見ていた。

　ああ、普ふ段だんの王子だ。

　笑っているし、声も優しい。

「兄上を上手うまく丸め込むなんて、なかなかできないよ。さすが、俺の婚約者だ」

　にっこりと私に笑いかける姿はいつもと変わらない。淀よどんだ瞳も今は宝石の輝きを取り戻している。

　……なのに、こんなに違い和わ感かんを抱くのはなんでだろう。

「ごめんね。ベルまで巻き込んじゃって。兄上とはよく喧嘩するんだけど、今回は俺が仕し掛かけちゃった」

　よく喧嘩するなんて噓だ。

　王太子の表情はほとんど変わらなかったけど、確かに動揺していた。王子の反はん撃げきは、きっと王太子にとっては予想外だったんだ。

　いつもなら、ここで私は怒る。「なんであんなことしたんですか！」って遠えん慮りょなく言っちゃう。だけど、今の王子にはできない。なんだか、怖かった。

　恐る恐る王子と目を合わせて、そこでようやく違和感の正体に気が付いた。宝石のように輝いていると思っていた王子の瞳には、何の感情も映っていないのだ。怒りも悲しみも感じ取れない瞳はガラス玉のように美しく冷たい。

　静かに首を絞しめられているような恐ろしい感覚に、指先が震えた。

「ねぇ、人ってどうやったら歩けなくなると思う？」

「え？」

　突然の問いかけに思わず瞬いた。王子は私のその反応に目を細める。

「ど、どうしたんですか。急に」

　肩に置かれた王子の手に力がこもり、戸惑いから視線を彷徨さまよわせる私を自分の胸に抱え込んだ。

　まだ身長差があるとは言えなくて、王子の顔がちょうど私の耳あたりに来る。遠慮なく髪の下に手を入れられ、きつく抱きしめられた。

「ベルの匂いだ……」

「え？」

　寂しいのだろうか。今になって怖くなったのだろうか。

　よく分からないけれど、抱きしめてくるから、抱きしめ返してほしいのかもしれない。私も真似をするように腕を回すと、王子は嬉しそうに喉を鳴らして笑った。

「ひどいよね。俺からベルを奪おうとするなんて」

　ぽつりと呟かれた言葉にどう返せばいいか分からず、小さく頷くだけに留とどめた。

「誰も、分かっていないんだ。俺がどれだけ……」

　王子の言葉はそれ以上続かず、ぐっと耐たえるように口を結んだ。

「ベルと、どうしたらずっといられるのかな」

「結けっ婚こんしたら……じゃないですか？」

「……そうだね。でも、それじゃあ、足りないと思わない？」

　王子の質問が理解できずに首を傾げる。

　背中に回された腕が緩んだので体を離し、王子を見れば、私を見つめる彼の儚い表情に釘付けになった。

　魔法でもかかったように、魅み入いってしまう。

「俺、いつも考えるんだ。どうしたらずっと一緒にいられるかなって。さっき思いついたことがあるんだけどね……？」

　にっこり、王子が微笑む。誰の話も受けつけない、そんな笑顔だった。

　足をからめとられてしまいそうな感覚に陥おちいる。反射的に後退した私を離さないように手を握りしめられた。

「絶対に、逃がさないよ」
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　私の髪を一ひと房ふさ手に取り、口付けた王子が青い瞳で上うわ目め遣づかいに私を見る。ゾワッと言いようのない悪寒が背筋を駆け上がった。

　そして、後こう悔かいする。約束を破って、王太子と会話してしまったことに。

　王子はそれを怒っていて、私を許していないのだ。

「姉様ー！」

　遠くからウィルの声が聞こえてハッと王子の表情が変わった。残念そうに髪を離し、私の手を握りつつ空いた腕を振る。

　すると割れていたガラスが枠わくにはまっていくように直り、壊れた花壇も元通りになった。王子の魔法だ。

　花はさすがに元通りとはいかなかったけど、ほかは全部来た時と変わらずに配置してある。

　そしてパチンッと指を鳴らせば空間が若じゃっ干かん歪ゆがんだ。

「念のために防音の結界を温室全体にかけていたんだ。王女には効かなかったみたいだけどね」

　王子は目を伏せ、名残なごり惜おしそうに手を離した。どこか触れ合っていたいみたいだ。

　ウィルの声が近くなる。

　王子はそっと私の頰を撫でた。いつものように頰にキスをすることなく私に背を向ける。

「じゃあね、ベル」

「待って！」

　止める暇もなく王子は暗くら闇やみに紛まぎれて消えた。







[image: ]

　ベルは、可愛かわいい女の子だった。

　それはもちろん外見もあったけれど、何より俺は口を開けてけらけらと屈くっ託たくなく笑う彼女が好きだった。

　ベルと婚こん約やくしてから、王宮にいては過ごせない日々をたくさん過ごした。

　それはもう、疑いようがないほど楽しくて、幸せだったと思う。

『私と、友達になってくれませんか？』

　庭を案内しながらベルが突とつ然ぜん言い出したのはそんな言葉だった。ベルは同情じゃないなんて言っていたけれど、彼女の目には明らかに哀あわれみの色が浮うかんでいたと思う。

　人助けなんてそんなもんだと思うし、慈じ悲ひなんて傲ごう慢まんさの延長でしかない。

　人間は、無意味なことなどしない。利益がある時しか行動できない生き物だ。

　だから、ベルにとって俺を救おうとした行こう為いは、きっと彼女の良心を守るためだったのだろう。

　同情してないなんて、噓うそばっかり。

　冷めた気持ちでベルを見て、あえて傷つける言葉を吐はいてしまったことだけは、少し反省したけれど、後こう悔かいはしなかった。それに、あんまりにもベルが必死に俺を懐かい柔じゅうしようとするのが面おも白しろくて、この茶番に乗ってやってもいいか、なんて打算の上で仲良くした。

　適当に乗っかった船は思ったよりも心ここ地ちがよくて、気付けば一いっ緒しょにゲームをして、シュヴァルツまで巻き込んで。生まれて初めて、自分の世界を感じた気がした。ベルと俺とシュヴァルツと、後からウィルも来て四人で遊んだ秘密基地。俺らの小さな幸せの国。

　ベルは俺が何を言っても許してくれた。俺の機き嫌げんを敏びん感かんに感じ取って先回りする。俺を刺し激げきしないように神経を尖とがらせる。ちらちらとこちらを見て、俺が笑うと嬉うれしそうにほっとする。

　それは俺の失ったはずの優ゆう越えつ感かんを鳥の羽で擽くすぐるようだった。

　ベルは俺の後を必ずついてきた。ちょっと突つき放はなしたら必死に追いかけてきて、笑え顔がおを見せれば安心したように笑う。

　恋こいに擬ぎ似じした優越感。

　好きだなぁと思った。こんなに人に求められ、認にん識しきされ、許されることが嬉しいなんて、幸せだなんて知らなかった。ベルを独ひとり占じめできているような気になって、ベルの唯ゆい一いつになれたと自惚うぬぼれていた。

　王宮は窮きゅう屈くつで、部屋に結界を張りいつも息を殺しているけれど、ここに来れば楽園がある。

　誰だれも俺を否定しない。誰も俺を忌き避ひしない。

　泣きそうなほど幸福で夢かと思う。

　話す度たびにベルが笑い、彼女の匂においが胸を満たす。

　ベルは俺の幸福の象しょう徴ちょうだ。陽だまりみたいな彼女は、いつも俺の側にいる。

　そんな気持ちが日に日に大きくなり、優越感はいつしか本物の恋に変わった。

　好きって叫さけびたくなるほど恋しくて、思い焦こがれる。明日も会えるのに、別れが惜おしい。




　だから、本当に、俺、ベルのことが好きなんだよ。

　虚きょ飾しょくも何もなくて、本当に。心から君を想おもえた。

　だけど、彼女を想えば想うだけ、怖こわくなった。

　いつか離はなれていってしまうんじゃないか、と。

　そしたら、俺はどうしたらいい？　置いていかれたら、どうすればいい？

　もう、失いたくなかった。王宮では奪うばわれ続けて、これ以上大切なものを失なくしたくない。君が誰かのものになってしまうと思うと耐たえられない。

　不安で不安で仕方がないのに、ベルは俺を安心させてはくれなかった。

　ベルのせいじゃないことはもちろん理解している。

　だって兄上は王おう太たい子しだ。話はなしかけられて無視するなんてそんなことできない。

　分かっていたけど途と端たんに暗くら闇やみに放り込まれたような、背後に迫せまる……いや、背中に這はってくる、この感じ。俺はこの感覚を知っている。失望の、前兆だ。

　話さないで。触さわらないで。

　俺の、俺の、宝物。

　奪わないで。

　気が付けば、正気じゃないような行動に出ていた。ベルを取とり戻もどさなくてはならない。ただその一心だった。

　抵てい抗こうしないと、また奪われちゃうから。




　ベルをしばらく腕うでに抱だいていると、だんだんといつもの意識が浮ふ上じょうした。

　ベルを危険に晒さらしたりして、俺は一体何しているんだろう。

　兄上の射い抜ぬくような視線が心に刺ささる。

「ディラン、お前は自分の婚約者に感謝するんだな」

　兄上の言葉にヒヤリとした。

　息を飲むと、ふとベルの体が弛し緩かんし、慌あわてて抱き止める。安心したように胸を撫なで下おろす様子を見て、また憤ふん激げきがぶり返した。

　俺がどれほど動どう揺ようしたか知らないくせに。

　ベルが悪いわけじゃないのに、どうしても怒いかりの矛ほこ先さきがベルに向いてしまう。

　こんな乱暴な気持ちを、恋と呼んでいいわけがない。

　過去に囚とらわれ、苦しみ藻も搔がいている自分が一番嫌きらいだ。見苦しくて、汚きたなくて、消してしまいたい。なのに、ベルを失いたくはない。自分勝手で傲慢だ。

　だけど、それでも、好きなんだ。

　愛いとしくて、恋しくて仕方がない。

　君が突き放してくれれば、今度こそ本当に死ねるのに。

　この世に失望して死ねるのに、君が俺を捨てないから。気にかけてくれるから、認めてくれるから、生まれてきてくれてありがとうって言うから、ベルが俺のすべてになる。

　君に愛されたいと願っていながら、醜みにくい本ほん性しょうを隠かくし続ける俺は、このまま君の隣となりにいられるだろうか。

　衝しょう動どう的てきに、感情の赴おもむくままにベルを愛して、そして愛されたい。

　ベルが、隣にいてくれればそれでいい。俺を見てくれたら、それでいい。

　俺とベルの関係を揺ゆるがす者は、誰であっても容よう赦しゃはしない。邪じゃ魔まな奴やつは消えてしまえばいい。君が側にいないなんて耐えられない。嫌いやだ、嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ。

　大事に、大事にしなくちゃ。大切なものは囲って、隠して、誰にも取られないように。

　幸せにするから、君を囲いたい。

　愛し続けるから、君を攫さらいたい。

　なんでもするから、俺を愛してほしい。

「ベルと、どうしたらずっといられるのかな」

　俺のすべてを受け入れて、愛して。馬鹿みたいに汚い執しゅう着ちゃくなんて知らずに、俺の唯一の家族になってよ。俺と結けっ婚こんして、子どもを産んで、俺たちだけの箱庭で、この腐くさった世界を一緒に生きよう。死んで骨になっても同じ土の下で魂たましいまで共に。




　大好きな、愛しいベルティーア。

　これから時間をかけてゆっくり君を囲っていこう。気が付いた時にはもう君の逃にげ場ばがないように。君が俺だけを想って、俺だけのために微笑ほほえむと思うとゾクゾクする。

　頭の中は、君のことでいっぱいで。

　君を思えば胸が切なくなる。

　会いたくて、会いたくてたまらない。

　独り占めしたい。離したくない。誰にも見られたくない。触ふれられたくない。愛したい。愛されたい。

　優やさしく、優しく大事にしたいけど、俺の手で壊こわしてしまいたくもある。

　君の欲ほしいものはすべて俺が与あたえてあげる。

　君が望むなら世界を焼こう。君が死んだら俺も死のう。

　逃がさない。俺から逃げるなんて許さない。

　あぁ、君を、どうしようもなく──愛している。
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　気が付けば誕生パーティーの日から約一週間が過ぎていた。

「はぁ……」

　何度目か分からないため息をつく。

　ベッドの上で仰あお向むけになって天てん井じょうを眺ながめていると、またパーティーの日の王子を思い出してしまった。もしかしたら、王子はもううちに来ないつもりかもしれない。

　無防備に外に出て、王太子に会ってしまった婚こん約やく者しゃに王子は本気で呆あきれ、怒おこっていた。

　否、だがしかし。

　弁解の余地があっても良かったんじゃないかと今さらだが思う。

　普ふ通つうあんなところに王太子がいるなんて思わないし、私だって無視できるものならしていた。だけど、どうしてもこの世界には地位が存在する。

　私だって没ぼつ落らくするわけにはいかない。

「……あぁ、なるほど」

　不意にピンときた。

　もしかしたら、これがゲーム世界の強制力とでも言うべきものなのか。ベルティーアはこうやって嫌きらわれていくのだろう。なんて理り不ふ尽じんな世界なんだ。

　せっかく王子と仲良くなれたのにすべてが水の泡あわだなんて悲しすぎる。王子だって楽しかったはずだ。シュヴァルツとウィルと私と、四人で遊んだあの日々に偽いつわりはなかった。王子も心から笑ってくれていると、確かに感じていた。

　大層なことを願ったわけじゃない。

　今をただ楽しく生きようと、四人で子どもらしく遊んだだけだ。学園に入ってヒロインが現れたら私はきちんと身を引く予定だった。それでお母様に激げき怒どされても、お父様に泣かれても、王子の幸せだからと身を挺ていして彼を応おう援えんするはずだったのに。

　そしてあわよくば私は将来騎き士しとなるアスワド様に恋こいをするつもりだった。本当だ。王子に対する下心なんて今まで微み塵じんも持ったことなどない。

　友達以上、恋こい人びと未満。そんな関係だったと思う。というか、精神年ねん齢れいが成人している私にしてみれば、小学生を恋れん愛あい対象として見られるかと言ったら大変微び妙みょうなのである。

　このままでは良くないと思って、王子と仲直りをするために行動を起こそうとしたが、王子は今絶賛風か邪ぜを引いているらしく、お見み舞まいも拒きょ否ひされた。

　これはさすがに堪こたえた。

「姉様」

　コンコンと優やさしいノックの音がして、次いでウィルの声が聞こえた。

　そういえば、ウィルは最近恋をしたらしい。

　こっちは人間関係で悩なやんでいるというのに、マセた奴やつめ。

　私はベッドから起き上がって軽く身なりを整えて扉とびらを開けた。

「ウィル？　どうしたの？」

「ディラン兄様が」

「殿でん下かがどうかしたの？」

　ウィルは、私をちらりと見てから残念そうに肩かたを落とした。

「なんでそんなに髪かみがボサボサなわけ？」

「さっきまで横になってたのよ」

「ディラン兄様が来てるけど……」

「……は!?」

　何拍ぱくか置いて思わず叫さけんでしまった。

　ウィルに慌あわてて口を塞ふさがれてようやく我に返る。

「どど、どうしよう！　身み支じ度たくもなにもしてない！」

「だから言ったじゃないか！　家にいる間も少しは淑女らしくしたらどうだって！　大体、シエルはそんなはしたない真ま似ね、絶対しない！」

「貴方あなたの初はつ恋こい相手の話はいいの！　待たせるのは悪いかしら？　ここは居留守を使うべき？」

「居留守だって？　馬鹿じゃないの!?　オレが殺されるって！」

　二人でヒソヒソと言い合いをしている間にも、時間は過ぎていく。

「とにかく、今から十分で支し度たくしろ！」

「無理よ！　女の子にはすることがたくさんあるのよ!?」

　なんとか櫛くしで髪を梳すきながらくるくるの天然パーマを鎮しずめていく。

「くっ！　このしつこい天然パーマ……！」

「分かる分かる。オレも毎朝大変だもん」

「吞のん気きに見てないで侍じ女じょを呼んで、ウィルは殿下のお相手をしてて！」

　一人でできることは最低限やっておく。

　前世の日本なら大声で妹とか弟を呼んでいたけど、今はそんなことできるはずもない。玄げん関かんにいるであろう王子に聞こえてしまう。

　慌てて駆かけてきた侍女たちに支度を手伝ってもらい、小走りになりながらも階段を下りて客間の扉の前まで行くと、中でウィルと王子が談だん笑しょうしているのが聞こえた。

「いきなり来て悪かったね。ベルは全然支度してなかったみたいだけど」

「淑女としてあり得ませんよね。部屋から出てきた時は髪がボサボサでしたから」

「へぇ、ベルが？　珍めずらしい。見てみたかったな」

「お目め汚よごしにしかなりませんよ」

　ウィルと王子の会話を聞いてギリギリと一人で唇くちびるを嚙かんだ。

　ウィルの奴、覚えていなさいよ！

　内心毒づきながらも客間の扉をノックして開き、二人の視線がこちらに向いたのを確かく認にんしてから丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「ようこそ我が家へお出いでくださいました」

　これはいつも言うお決まりの挨あい拶さつ。

　王子も手を上げて頷うなずいた。

「いきなり来てごめんね」

「いいえ、大だい丈じょう夫ぶです」

　ふわりと笑った王子につられて私も微笑ほほえみを返す。

　なんだろう。いつもと変わらない優しい笑え顔がおのはずなんだけど、目が笑ってない？

　いや、そんなことはないか。

　ひとまずは王子がもう怒っていなさそうなことに安心した。

「殿下、先日のご無礼をお許しください」

　私はもう一度頭を下げて誕生日パーティーでの過あやまちを謝罪する。

　王子は少し困こん惑わくした雰ふん囲い気きを出したが、しばらくして思い出したようにあぁ、と呟つぶやいた。

「あのことか。いやいや、俺こそ巻き込んでごめんね。実はあの後魔ま力りょく不ぶ足そくで倒たおれちゃって……。本当、恥はずかしい限りなんだけど」

　へらっと笑った王子に私はほっと胸を撫なで下おろす。良かった。本当に怒っていないようだ。

　そして、そのまましばらくお互たがい見つめ合う。あれ、と私は内心首を傾かしげた。いつもならここで恒こう例れいの挨拶をするところなんだけど。

　王子は私を見ているだけで、頰ほおに触ふれたりしない。もしかして、やっぱりまだ怒ってる？

　おろおろと視線を動かして、王子がいつも私にする仕草を真似するように、私から王子の頰に触れ、軽くキスをした。

　王子は予想外だったようで、目を見開く。

　私からするのは初めてだったけど、ここでいつもしていた挨拶をやめるのは嫌いやだった。

「……その、いつもの挨拶を……」

　恐おそる恐おそる王子を見れば、彼の表情は喜びに染まっていた。

「あぁ、刷り込んだかいがあったよ」

「え、刷り込む？」

「こっちの話」

　王子は私の頰にキスをして、にこにこと上じょう機き嫌げんに笑う。なんだか嬉うれしそうなので、やって良かったと安心する。

　さっきまでは楽しそうに談笑していたはずのウィルは私たちの挨拶を見て意識を飛ばしたように目のハイライトを消すが、一体どうしたというのだろう。

　最後に頭を柔やわらかく撫でられ、ソファーに座るように促うながされる。

「もうすぐ本格的に国王陛下の補佐の仕事を覚えなきゃいけないから、ここに通う日も減ると思う。宰さい相しょうにも付き合ってもらうからあまり遊んでいられないんだ。今日はそれを伝えたくて来たんだよ」

「え、いらっしゃれなくなるんですか？」

　思わず顔を上げて王子を見ると、王子は目を細めて優しく私を見ていた。

「ちゃんと三か月に一度は来るつもりだから」

「じゃあ、その時はまた遊べますね」

　私が喜びのまま言うと、王子も擽くすぐったそうに頷いた。

「ベルも、王おう子じ妃ひ教育が始まるだろうから頑がん張ばってね」

「うっ……」

　つい顔をしかめると、ウィルからため息をつかれた。対して目の前の王子は申し訳なさそうに眉まゆを下げる。

「王子妃教育は嫌だって前も言ってたもんね」

「嫌ではないのですが……。教師がスパルタなもので」

　教師はもちろん母である。

　あの怖こわすぎる鬼おにと毎日レッスンなんて、ストレスと恐きょう怖ふで胃痛がしそうだ。

　大方見当がついたのか王子も曖あい昧まいに笑うだけだった。ウィルは身に覚えがあるらしく、ぶるりと身を縮ませる。

　最近は王子自身も忙いそがしいようで、この日は遊ばず帰ることになった。本当にパーティーの日のことがなかったかのようにいつも通りだ。

　王子が部屋を出て、ウィルがその後に続く。私も見送ろうと玄関に向かうと、突とつ然ぜん声をかけられた。

「ベルティーア様」

　さっきから一言も喋しゃべらず影かげのように佇たたずんでいたシュヴァルツだった。なんだか不気味だとは思ってたのよね。

　誕生パーティーの日のことを怒られるのだろうなと見当はついている。

「……はい」

「やけに反応が遅おそいですね。何か疚やましいことでも？」

「……なんのことでしょう」

　おほほと淑女の笑えみを湛たたえて感情を押し殺すが、シュヴァルツは怒った様子もなくただじっと私を見る。

「王太子殿下にお会いしたらしいじゃないですか」

「……えぇ、まぁ、そうですね」

　忙せわしなく目を泳がせていると、コツリと靴くつを鳴らしてシュヴァルツが近づいてきた。

「一生ディラン様のために生きてくださいって言いましたよね」

「……了りょう承しょうした覚えはないのですけれど」

　シュヴァルツは深い深いため息をついてからその赤黒い瞳ひとみに私を映した。

「貴女あなたは、本当に、ディラン様のことを何一つ理解できていない」

　シュヴァルツの言葉に心臓が大きく波打った。思わず目の前の彼を見つめる。

　血のような瞳が私を鏡のように映していた。

「僕が言えたことではないですし、ディラン様を自分が一番理解できているなんて身みのほど知しらずなことを言うつもりもないです。ですが、一つだけ確実に断言できるのは、ディラン様は弱い方だということです」

「弱い？」

「物理的なことじゃないですよ。精神的な話です。類たぐい稀まれなる魔ま力りょくを有する代だい償しょうであるかのように、ディラン様は人よりずっと繊せん細さいで脆もろいんです。貴女が想像するよりずっとね」

　シュヴァルツから告げられた内容に、私は上手うまく反応することができなかった。

　ただ、酷ひどい思おもい違ちがいをしていたことだけは分かった。

　私はあの日、王子を怒らせたのではない。──傷つけたのだ。

「忠告ですが、足の腱けんは大事にしておいた方が身のためだと思います」

「……え？」

　言いたいことは言ったとばかりにシュヴァルツは踵きびすを返かえして玄関に向かう。

「え、意味が分からないです！」

「ただの忠告ですから」

「怖い！　もしかして暗殺の予告とか来てるんですか!?」

　私の悲鳴を無視してシュヴァルツは玄関にいる王子の側に戻もどる。

「シュヴァルツ遅いぞ」

「申し訳ありません。ベルティーア様と少しお話をしていました」

　王子はシュヴァルツの言葉に軽く相あい槌づちを打ち、「じゃあね」といつものように私と挨拶を交かわして去っていった。




　王子たちを玄関先で見送って家へ戻ると、仁に王おう立だちした母が私たちを待ち構えていた。

「わたくしの可愛かわいいベルティーア。何か言うことがあるのではなくて？」

　腕うでを組み、笑いもせずに私を睨にらみつけるお母様はいつものお淑しとやかな皮を破り捨て、もはや鬼と化していた。

　私は訳が分からなくて目を白黒させる。助けを求めてウィルを見るが、ウィルも困惑しているようだった。

「わたくしが何について怒っているのか、分からないようね」

　お母様はますます負のオーラを纏まとってキッと私たちを睨んだ。二人してひぃっと体を縮こませる。なぜこうも次々と胃が痛くなるような案件が舞まい込んでくるのだろう。げんなりした私の心を読み取ったのか、母は苛いらついたように扇せん子すをパチリと閉じた。

「ベルティーア。貴女には第二王子殿下の婚約者であるという自覚があるのかしら？」

　お母様が私を愛あい称しょうで呼ばないのは本気で怒っている時だ。そこでやっと思い当たった。王子の突然の訪問に無様にもドタバタしてしまった私を母は叱しっ責せきしているのだ。

　さっと頭を下げて母の怒いかりが静まるのを先決する。

「申し訳ありません」

「謝罪は結構。わたくしにしたところで何になりますの？」

　厳しい言葉に私はぐうの音も出ず顔を引ひき攣つらせる。

「素す直なおに謝れるのは貴女のいいところだわ。だけど、将来人の上に立つ貴女が誰だれ彼かれ構わず謝るのは大変不ぶ格かっ好こうで見苦しい」

　お母様の教師モード全開だ。荒あらい言こと葉ば遣づかいは鳴りを潜ひそめ、淡たん々たんと説教をされる。

「顔を上げなさい。ベルティーア」

　威い厳げんのある声で言われて、すぐに直立不動になった。

　ウィルの顔は目に見えるほど真っ青で、きっと私も同じ顔色をしている。しかし子どもの涙なみだを見た程度で止まるような母ではない。

「いずれ王子妃になる貴女には、普通の令れい嬢じょうよりも高い格式が求められるわ。我らの主である王族に嫁とつぐということは、この国の手本となるべき人物になるということだからよ」

「はい。お母様」

「そんな貴女が予定がないからとダラダラ過ごし、婚約者であり、王族である殿下に失態を晒さらすとは笑しょう止し千せん万ばん。貴女は殿下に甘えすぎだわ」

「……申し訳ありません」

　図星すぎて項うな垂だれることしかできない。

　どれだけ優しく、どれだけ不敬を咎とがめない王子だって、正統な王家の人間なのだ。そのことを忘れてはいけなかった。

「それに、貴女の失態で恥はじをかくのは貴女だけではないわ。タイバス家も格式を疑われるし、果ては殿下の不ふ名めい誉よにも繫つながるでしょう」

「……っ！」

　王子の不名誉にも。血の気が引いて、思わず勢いよく顔を上げた。

　お母様は依い然ぜんとして冷たい視線を私に向ける。

「殿下が王宮で立場が弱いことは、貴女も先日痛感したはずよ」

　パチンッと一ひと際きわ大きく扇子を閉じる音がする。

「自分の行動には常に責任が伴ともなうと肝きもに銘めいじなさい。上に立つ者が持つべき権利とその代償よ」

　私たちは貴族だ。民たみの上に立つ地位にいるのだから、言葉を選び、常に適切な行動をとらなくてはならない。私たちの言葉と行動にはそれだけの重みがある。

　今さらながらに自分の失敗を自覚し、立場の重さを知った気がした。

「ウィル、貴方もよ」

　ずっと私に向いていた矛ほこ先さきがようやくウィルに向いた。突然名前を呼ばれてウィルはびくりと肩を揺ゆらす。

「いいえ、次期当主たる貴方こそ言動には気をつけた方がいいのかもしれないわね。歴史ある高潔なタイバス家の未来と名めい誉よが懸かかっているのですもの」

「……はい」

　ウィルに対する説教も長々と続き、足が疲つかれてきた頃ころようやくお母様の話が終わった。

「そろそろ本格的な教養を身につける良いい時期です。ベルティーアは王子妃教育を始め、ウィルも同様に次期当主教育を受けさせます」

　お母様の吊り目がさらに吊り上がり、どよーんと項垂れている私たちを見下ろす。

「良いですか、貴族の自覚というものは……」

「シリィ！」

　お母様の説教がさらに長引きそうになったその時。救世主は現れた。二階から焦あせったような顔でお母様を呼ぶお父様。

「今日は診しん察さつの日だと言っただろう。部屋から出ちゃだめじゃないか！」

「……ジーク」

　お母様が途と端たんに悪戯いたずらが見つかった子どもみたいな表情をした。お父様は階段から下り、お母様の腰こしにさっと腕を回して連行する。

「さ、部屋に戻って。もう出ちゃ駄目だからね」

「……」

　お父様に言われてはお母様も反論できないのか、諦あきらめるようにため息をついて私たちを一いち瞥べつする。

「……明日からビシバシしごいてあげるから覚かく悟ごなさい」

　きっちり私たちに釘くぎを刺さしてからお母様は部屋に戻っていった。

　玄関に取り残されたまま、私とウィルは動けない。お母様に怒られた後はこうやって砕くだけ散ちってしまうのだ。

「ベル、ウィル」

　黙だまって突つっ立たったままの私たちを、お母様の部屋から出てきたお父様が呼んだ。

　階段を下りてきて、私たちの前で屈かがむ。

「はは、怒られちゃったな」

　お父様はそう言って私とウィルの頭を優しく撫でる。そして愛おしそうに目を細めた。

「シリィは言い方はキツいが、お前たちのことを思って言ってくれているんだよ。ああ見えて昔はふわふわした頭からっぽのお嬢じょう様さまだったんだ」

　ふわふわした頭からっぽのお嬢様？

　お母様も昔はそんな子どもだったなんて！　という意外性よりもお父様のさりげなく毒のある言葉の方が気になった。もしかしてお父様はお母様よりも厳しかったりするのではないだろうか。

「だけどね、一度没落しかけてからは人が変わったように厳しくなった。周りにも、自分にもね。表ひょう裏りを上手く使い分けていたからあまり孤こ立りつはしなかったけど」

　お父様はまるでお母様をずっと見てきたかのように言う。私が首を傾げると、お父様は笑ってあぁ、と溢こぼした。

「シリィと私は所謂いわゆる幼馴染というものさ。ベルと殿下よりもずっと前から一いっ緒しょにいた。シリィは元々私の婚約者だったんだ。だけどまぁ……。あのパーティーのご婦人を覚えているかい？　彼女に嵌はめられて婚約破は棄きさせられてね。一時はどうなることかと思ったよ」

　想像以上のドロドロ展開に愛あい想そ笑わらいもできずに口角を引き攣らせることしかできない。

　お父様はにっこりと微笑んで立ち上がる。

「だから、シリィの言葉を聞いておいて損はない。ベルは立派な淑女に、ウィルは素す晴ばらしい当主になれるだろう」

「頑張りなさい」とお父様は私たちの頭を一撫でして笑った。そして、不意に思い出したように声を上げる。

「ウィル、どうやら君には初恋が訪おとずれたようだね」

「えっ……」

　どうしてそれを、とウィルが呟くが、お父様は意味深に笑みを深める。

「確か、シエノワール・マルキャスだったかな？　どう？　当たってる？」

　無む邪じゃ気きに首を傾げ、そう尋たずねるお父様に、ウィルは顔を強こわ張ばらせつつもなんとか頷いた。

「そう、ですけれど……」

「念のため伝えておくけど、彼、男の子だよ」

「……は？」

「シエノワール・マルキャスは男の子。あんな格好してるけど、れっきとした少年だよ」

「ええええええっ！」

　ウィルは悲鳴を上げながら大きく目を見開き、そして真っ青になった。想像すらしていなかったウィルの初恋の終わりに私も絶句する。

「そ、そんな……」

「信じられないなら君の目で確かめればいいさ」

　今にも泣きそうな顔で唇を震ふるわせるウィルを慰なぐさめる言葉が見つからない。ふらりと立ち上がり、自分の部屋へ帰っていったウィルは、それから三日間部屋から出てこなかった。
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　私の足はとてつもなく疲ひ労ろうしている。

　それは十年もの間ほとんど運動していなかった足を、約二か月近く酷こく使ししているからにほかならない。背筋を伸のばし顎あごを引けば、自然と腹筋と背筋に力が入る。履はき慣なれないピンヒールは尽ことごとく私の足指を締しめつけた。

「重心が斜ななめになっているわ！」

「くっ……！」

　お母様の怒ど声せいを聞き、さながら魔ま王おうに屈くっする勇者のような呻うめき声ごえが漏もれた。

　王子妃レッスンを始めてから、早くも二か月が経過した。やっとピンヒールを履き慣れて、まっすぐ歩けるようになったところで、今日はなんと頭に本を載せてきた。

「お母様！　最近やっと姿勢よく歩けるようになったのに、あんまりでは？」

「そんなのできて当たり前よ。口答えするならあと二冊増やすわよ！」

「ひぇぇぇ！」

　悲鳴を上げたらバサバサと音を立てて本が落ちた。「もう一回」と冷たいお母様の声が響ひびく。それから同じホールにいるウィルの方を振ふり返かえって目を吊つり上あげた。

「ウィルも早くステップを覚えなさい！　いつまでお遊ゆう戯ぎをしている気？」

「ひっ！　はい！」

　侍女と踊おどっていたウィルはしごかれる私を見て顔を青くしていたが、今は青を通とおり越こして白くなっている。

　教師モードに入ったお母様は怖い。

　だが、それが私たちのためを想おもってしてくれていることは重々承知している。レッスンを頑張ったら、頼たのんでもいないのに三時に部屋にスイーツが届く。お母様がしていることだとお父様からこっそり聞いた。ウィルの部屋にも毎回届けられているらしい。アメとムチってやつね。

「シリィ。そろそろ二時間だ」

「……もうそんな時間かしら？」

　扉が開いて眼鏡をかけたままのお父様が入ってきた。仕事中だったようで気だるげに髪をかき上げながら懐かい中ちゅう時ど計けいを確認している。

「きっちり二時間だよ」

「まだ今日教えるべきことが終わっていないのよ」

　お母様が珍しく反はん抗こうした。こういう時、いつもは大人しく部屋に戻ってしばらくしたら午後のレッスンを始めるのに。どうやら今日は体調がすこぶる良いらしい。お母様は気分が良いとすぐに調子に乗る。

　お父様がスッと表情を消した。

「シリィ。あまり私を怒らせるな」

　お父様が深いグレーの瞳を細めれば、お母様はみるみるうちに小さくなって拗すねたように口を尖とがらせる。しかしそれも一いっ瞬しゅんで、次の瞬しゅん間かんにはいつものキリリとした表情に戻っていた。

「ベル、ウィル、今日もよく頑張ったわね。ベルはこの後マーティン先生の授業よ」

「やったあ！」

　さっきの苦労も忘れて跳とんで喜べば、お母様は呆れたようにため息をついた。

「あ、ごめんなさい……」

「まぁ、良いわ。これから矯きょう正せいしていけばいいんだもの」

　お母様がにっこりと屈くっ託たくのない笑みを浮うかべる。

「その後、今度はウィルとベルで踊ってもらうわ。そのつもりでね」

　そういうとお母様は大人しく踵を返して部屋に戻っていった。




「では、今日の授業を始めますよ。ベルティーア様」

　顔にシワを寄せて笑う目の前のお爺じいちゃんは、優しそうに見えて数多あまたの教え子を持つ国内でも有名な国学史の先生である。名をヨハネス・マーティン。

「よろしくお願いします。マーティン先生」

「いやはや。私は多くの貴族の家庭教師をしてきましたが、ベルティーア様ほど熱心な方は初めてでございます」

　マーティン先生は自じ慢まんの白しら髭ひげを撫でながらにこにこ笑う。シワの寄ってしまった瞼まぶたからは、マーティン先生の瞳が見えにくいのが残念だ。

「この前の授業は覚えていますかな？」

「もちろんです！　約五百年前に我らが母国、ヴェルメリオ王国が建国されました」

「国が建国される前に戦争がありましたね。その戦争とは？」

「ヴェルメリオ・ガルヴァーニ魔ま法ほう戦争です」

「素晴らしい。よく復習できています。今日はそのヴェルメリオ・ガルヴァーニ魔法戦争の背景を学習しましょう」

　お昼前の一時間。

　王子妃教育が始まってから導入された歴史の授業。王家に嫁ぐのだから国の歴史を知らないと話にならないと言って、お母様が先生を雇やとって始まった。

　私は元々勉強ができる方ではない。前世でも中の中で常に平均点だった。今はベルティーアだし、ずる賢がしこそうだから意外と天てん才さい肌はだかも？　なんて思ったりもしたが、残念ながら期待外れに終わった。

　それでも歴史の授業はとても楽しい。だって異世界の、しかもまだこの世界の半数の人間が魔法を使えた時代の話だ。物語を聞いているようにするする覚えられる。

　わくわくと目を輝かがやかせて話を待っていると、先生がふぉっふぉっと仙せん人にんみたいに笑った。

「太古の昔、魔法を使えるのは王族だけではありませんでした。人類の半分が魔力を所持し、魔ま導どう師しや魔ま女じょ、錬れん金きん術じゅつ師しなどもおりました」

「先生！　別の資料では王族の力は魔力ではなく聖力と書かれてありました。ほかの文ぶん献けんを見ると神力や魔ま術じゅつ、超ちょう能のう力りょくなどさまざまな記述がありました。どういうことでしょうか？」

　私が挙手して質問すれば、マーティン先生は嬉しそうに笑って頷く。

「さすがですな。よく勉強していらっしゃる。正直に申しますと、王族の力の正式な名めい称しょうはございません。敬意を払はらい、敬うならば特に呼び方は問いませぬ」

「そういうものなんですか」

「百年前頃から魔法と呼ばれることが多くなりましたが」

　マーティン先生は咳せき払ばらいをして話を戻した。

「魔力を使える人間は、時が経たつにつれてさらに減りました。原因は分かりません。ただ言えることは、魔力は継けい承しょうできず、代が重なるごとに薄うすまっていくということです」

「それほど貴重なものなのですね」

「そうです。しかし、ほかの魔ま術じゅつ師したちの魔力が失われていく中で、ヴェルメリオ家とガルヴァーニ家だけはその魔力を保持したままでした」

　先生は教科書をトントンと軽く叩たたく。

「当たり前かもしれませんが、現在でもガルヴァーニという言葉は良しとされていません。一族全ぜん滅めつしたという資料もありますが、本当のところは誰だれにも分かりませぬ。文献は五百年前から消失しておりますゆえ」

　先生がため息をついて首を振った。

「ガルヴァーニ家とヴェルメリオ家が戦争を始めたのは単純に領地を得るためです。強き者が上に立つ。ガルヴァーニ家とヴェルメリオ家は互いに国を治めていましたから、目め障ざわりだったのでしょうね。魔力を使えるのもその頃になればこの二つの家だけでした」

　先生はボードに大陸を書いて真ん中に線を引き、二つに分ける。北の方にガルヴァーニ。南の方にヴェルメリオと書いた。

「そして勝ったのがヴェルメリオ家です。文献では、ヴェルメリオ家は攻こう撃げき型がたの魔法が、ガルヴァーニ家では精神干かん渉しょう型がたの魔法が得意だったようですよ」

「すごい。私たちには想像できない世界ですね」

「全くです」

　先生も興味があるのかゆっくりと白い髭ひげを撫でた。そこで私はある疑問が浮かぶ。

「あの、先生。ヴェルメリオ家はこれまで全く魔力が薄まらなかったのですか？」

「いいえ。徐じょ々じょに薄まってはいるようです。その証しょう拠こに五百年前のヴェルメリオ国王陛下と現在の国王陛下では魔力量に差があると統計が出ていますからね」

「え……。それでは、いつか魔力はなくなると？」

　この大陸では現在、ヴェルメリオ王国が最も大国で、ほかの小国を制圧しているような形であるが、それは一重に王家が魔法を使えるからだ。ほかにも大陸はあるため、もし魔力がなくなればこれ幸いと攻せめ込んでくるのではないのか。

　そう意見を言えば、先生は驚おどろいたように目を見開いた。空色の綺き麗れいな瞳が重たい瞼から覗のぞく。

「素晴らしい！　よくぞそこまでお考えくださった！　そうですな。もちろん、魔法が失われた時のために資源も蓄たくわえておりますし技術も高めておりますが、やはり国民の意識の差ですかな。なかなか技術は上がりません」

　マーティン先生は手を叩いて喜び、そして嬉き々きとして話し出した。

「けれども、時々現れるのですよ。天の配はい剤ざいとでも言いましょうか。『先祖返り』と呼ばれる者が」

「『先祖返り』ですか？」

「そうです。この国では約二百五十年前にアルティーニャ国王陛下が先祖返りであったと言われております。先祖返りとは先祖と同等の魔力を保持し、知識と記き憶おくを持つ者でございます。しかし、個人差がありまして、魔力も記憶もそのまま持つ者もいれば、魔力のみを受うけ継ついだりする未完成な『先祖返り』もおります。特とく徴ちょうとしては、ちとくせ者が多いことでしょうかな」

　マーティン先生はけたけたと笑って本を閉じた。

『先祖返り』という言葉なら聞いたことがあった。先祖と同じくらい魔力を持つ王族を指す言葉だ。

「私はディラン殿下も『先祖返り』だと思いますよ」

「え？　殿下がですか？」

「えぇ。かつては学者の間でも囁ささやかれておりました。殿下は魔力量が多く、物事の吞のみ込みも早いと聞きます。恐らく先祖の知識の賜たま物ものでしょう。そうした特異種は扱あつかいが難しい。恩おん恵けいにもなれば災わざわいにもなる。非常に厄やっ介かいなものです。アルティーニャ国王陛下は暇ひまつぶしに国一つ滅ほろぼしたという伝説がございますし、その世は乱世であったと文献にも多く残されております。頑張ってくだされ、婚約者殿どの」

　と先生は私を見つめて笑った。

　王子が『先祖返り』だなんて今まで考えたこともなかった。王子の魔法を見たのは、お花をもらった時と王太子と喧けん嘩かした時くらいだ。あそこで初めて魔法で攻撃する姿を見たが、正直私には魔法の平均的な威い力りょくが分からない。

　王太子の魔法だって、あの時はいっぱいいっぱいで王子と比べる余よ裕ゆうもなかった。

　だけど、思い返せば、シュヴァルツも王太子も王子の魔力が規格外だと感じている様子だった。今までよく分かっていなかったけれど、もしかして私が想像するよりずっと、王子の力は危険なものなのではないだろうか。

　だからこそ恐れられ、王宮でも避さけられているとしたら、王太子の嫌がらせだけが王子の孤立の要因ではない。

「『先祖返り』を暴走させてはなりませぬ」

「え？」

「おぉ、もう時間じゃ。それでは、ベルティーア様。今日も有意義な時間をありがとうございました」

「いいえ！　こちらこそわざわざ足を運んでいただきありがとうございました」

　先生はしわしわの顔をさらにしわくちゃにして帰っていった。

　私はこの日、『先祖返り』という言葉を忘れないようにそっと心に刻みつけた。
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　丁寧に髪を結び、新作のドレスを着る。素晴らしい淑女になったことをアピールするように姿勢を正した。この数か月で血を吐はくような努力をし、真面目に頑張ってきた成果を見せなければ。

　今日は三か月に一度、王子が訪ねてくる日である。毎日のように来ていた時からすれば、意外と寂さびしい日々だった。

「ベルティーア様。ディラン第二王子殿下がお見えになりました」

　部屋に入ってきた侍女が恭うやうやしく礼をする。

　これまでのようにバタバタと駆け降りることなく、ゆっくりと静かに背筋を伸ばして階段を降りていく。しっかり日々のレッスンが身についているようだ。良かった。

「やぁ、ベル」

「ひょっ」

　自分の姿勢と足元に集中していたせいか、前方が疎おろそかになっていた。トンと肩に手を置かれ、突然名前を呼ばれれば驚いて変な声が出てしまう。しまったと思いながらも前を見ると、口元に手を当てて笑いを堪えている王子と、奥には苦く笑しょうを抑おさえられていない使用人たちが立っていた。

「で、殿下……。あの、あ、失礼しました！」

　慌てて頭を下げれば、頭上からまたくすくすと笑い声が聞こえた。

　再び顔が青くなる。丁寧な謝罪からは程ほど遠とおい荒い礼。うわぁぁ。こんなのお母様に見られたら説教三時間コースは免まぬがれない。

「相変わらずで安心したよ。久しぶり」

「お久しぶりです」

　そう言って笑う王子も、相変わらず麗うるわしい。いつものように頰にキスを交わし、前回来た時より高い位置にある王子の顔を見つめる。

「……背が伸びましたか？」

「ん？　どうだろう？　確かに伸びたかもね」

　自分の頭に手を当てて、私の身長との差を測る。同じくらいだった身長が抜ぬかれている気がする。私も絶賛成長期なんだけれど。

　二人で客間に入り、向かい合って座る。王子の仕事の話などを聞けば、難しい単語が多くてよく分からなかった。宰相様からもたくさんのことを教わっているようで、最近は充じゅう実じつしているとか。話だけを聞けば勉強漬づけで、本当に忍にん耐たいの日々らしいが、王子が楽しそうなのでよしとする。

「ベルの方はどう？　上手くやってる？」

「そうですね、私の教師は母なのですがとても丁寧に指導を受けています」

　にっこりと微笑めば、王子は少し瞠どう目もくした。

　どうしたのだろうと首を傾げると、苦笑される。

「なにか……？」

「いいや、随ずい分ぶんと頑張っているみたいで。淑女らしくなっているよ」

「ほ、本当ですか！」

　若じゃっ干かん素が出てしまいそうになったが、お母様の修しゅ業ぎょうのお陰かげか露ろ骨こつに出ることはない。人はこうして成長していくのだとしみじみと思う。

「本当だよ。俺も嬉しい」

　王子は本当に嬉しそうに笑っていた。もしかしたら、好きなタイプは清せい楚そで楚そ々そとした子なのかもしれない。

　ゲームを思い出してみても、ヒロインは基本静かであまり自分を出すような性格ではなかった。ただ、誰かを侮ぶ辱じょくされたり、自分の生いき甲が斐いである音楽を貶おとしめられたりすると人が変わったように激怒する。そういう一面が、各攻こう略りゃく対象者たちとの恋愛フラグに繫がったりするのだ。

「殿下と釣つり合あえるように、日々精しょう進じんして参ります」

「ふふ、うん。ありがとう」

　王子は楽しそうにニコニコとご満まん悦えつの様子。本当に王子と釣り合える日が来るなんて微塵も思っていないけど、これでも中身は大人なので社交辞令くらいはお手のもの。お母様に叩き込まれた台詞せりふを淡々と述べた。

「そう言えば、わたくし今度旅行に行くんです」

　手を頰に当てて、ちょっとした話題転てん換かんのつもりで切り出した。が、私の思おも惑わくとは裏腹に王子の表情が固まる。にっこりと微笑んだまま紅茶を口に持っていく手が止まった。そのまま静かにティーカップをソーサーに戻す。

「……ベル、それはどういうこと？」

「ち、父が、家族旅行に行こうと、申しておりまして」

「ふぅん。へぇ。聞いてないな」

　王子がゆっくりと後ろを振り返り、私はギョッとした。さっきまで誰もいなかったはずの扉の脇わきに、シュヴァルツがいたのだ。全身黒ずくめのせいか、今にも影に溶とけてしまいそうで、表情すら見づらい。

「なぁ、シュヴァルツ。お前は聞いているか？」

　シュヴァルツが主の言葉に瞬まばたきをしてから、すぐにいいえ、と返事をする。

「私には、何も。タイバス家当主からの報告は一いっ切さいありません」

「後で話を聞かなきゃならないなぁ」

　不気味に笑った王子に何事かと不安になる。

「あの、父が何かご無礼を……？」

「あぁ、ごめんごめん。そういうわけではないさ。ただ、報告がなかったから……ね？」

　不自然なほど綺麗な笑顔を浮かべた王子に、私は大人しく引き下がるほかない。

「何か不都合があれば何なりとお申しつけください」

　私の知らない間に王子に嫌われて、知らない間に家が没落しました、なんて本気でシャレにならない。せめてストレートに言われた方がまだ分かりやすくていい。

　王子ってこう、時々怖いほど残ざん酷こくだから、心の準備もさせずに地じ獄ごくに落としそうなのだ。精神的苦痛を与あたえるタイプというか。ねちっこい？

　私がものすごく失礼なことを考えているとは露つゆ知しらず、王子は悲痛に顔を歪ゆがめていた。

「ベル、俺……悲しいな」

「え？」

　戸と惑まどう私を映す綺麗なブルーの瞳を見ていると、無む性しょうに落ち着かなくなってきた。

「ベル、俺はね、臣下と話しに来たわけじゃない」

「は、はい」

「将来の自分の妻と話しに来たんだよ？」

「は、はぁ……」

　間ま抜ぬけな返事しかできなかった。もちろん、王子との結けっ婚こんに異議があるからこんな返事をしたわけではない。えぇ、断じて。

　ただ、思うところがないと言えば噓うそになる。なにせ自分の命が懸かっているので。

　私の返事に何を思ったのか、王子がゆっくりと瞳に影を落とした。

　なんだろう、この、地じ雷らいをぶち抜いたようななんともいえない手応えは。

「わ、分かっています。私は将来貴方の妻になるでしょう。えぇ、それはもう、疑いようもなく」

　ニコニコと淑女の笑みを貼はりつけながら一気に捲まくし立てた。だって怖いから。死にそうだから。

　黒いオーラでも出しそうな勢いで王子は笑っている。黒い笑顔ってこういう表情のことを言うのだと二回目の人生で初めて実感した。

　真っ黒な笑顔を浮かべていた王子が、今度はぱっと表情を変えてにこやかに微笑む。

　同じ笑みなのにここまで違いをつけられるのはなぜだろう。彼の笑顔一つで喜き怒ど哀あい楽らくが手に取るように分かるのは付き合いがそれなりに長いからだろうか。

「やだなぁ、ベル。ビックリするじゃないか。会えなくなった数か月で気持ちが離はなれてしまったんじゃないかとヒヤヒヤしたよ」

　ヒヤヒヤしたのはこっちですけど？

　なんて言えるはずもない。難しい。王子は難しい。

「確かに知識を蓄たくわえることも、淑女としてレッスンをすることも大切だけど。何も二人の時まで畏かしこまることはないんじゃないかな？」

「いえ、ですが、いつかボロが出てしまわないよう常に淑女を意識しろと──あ、なんでもありません」

　王子の目が「ん？」と凄んできたので大人しく口を閉じる。こんな風に減らず口だから可愛くないなんて言われるのか。主にお母様から。

「だから、ね？　俺と一緒にいる間はそんなこと考えなくていいんだよ。いつもみたいに話してほしいな。公おおやけの場ではもちろんそれでいいから。せめて二人の時は」

　後ろにしっかりシュヴァルツがいるけれど、それは無視して良いのだろうか。無表情で壁かべと同化しているが確かにそこにいるんだよね。大丈夫かな。

　しかし、これ以上王子に反抗するのは得策ではないと踏ふんでこくりと頷いた。王子がいいならぜひそうさせてもらおう。もしお母様に怒られても王子の言質を盾にしてやる。

「淑女だろうがそうじゃなかろうが、大して変わらないと思うんですけど」

「いやいや。まずその言い方がいつものベルだよね」

　王子はけらけらと少年のように笑った。
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　侍女が部屋に来る前にすでにある程度の支し度たくを整えるため、いまだにしっかり開いていない目を擦こする。顔を洗い、口をすすいでから今日のドレスを決めようとクローゼットの取っ手に手をかけようとした時、丁度ノックの音がした。

「どうぞ」

　くるっくるの癖くせ毛げを手のひらで撫でつけながら返事をすると、侍女が礼をして音もなく私の側に寄ってきた。

「おはようございます、ベルティーア様。お誕生日おめでとうございます」

　慣れない言葉に一瞬脳が停止してから、すぐに思い出す。

　そうだ。忘れてた。今日は私の誕生日だった。

　この世界では、誕生日というのはあまり大きなイベントではないらしい。それよりは、建国記念日とか星の采さい配はいの日とかいう教会が絡からんだ祭りごとの方がよっぽど賑にぎわう。

「ありがとう。ルティ」

「いいえ。滅めっ相そうもございません」

　無表情で淡々とした言い方をするのは私付きの侍女であるルーテリヌだ。仮面をつけたように能面でシュヴァルツ以上に表情筋が死んでいる。

　しかし、内心はものすごくテンションが高くてビビりで面めん倒どう見みがいい。我が家の侍女をしているのも、家族のためだと聞いたことがある。ただ、感情が表に出なさすぎて色んな屋や敷しきをたらい回しにされてきたとか。

　うん、まぁ、子どもだったら怖くて泣くね。

　恋に関してはそれはもう奥おく手てで、シャイですぐ赤くなる。分かりやすい。ウィルについている従者に絶賛片思い中で、私とも時々恋バナをしたりするくらいには仲がいいと自負している。

「お嬢様。こちらを」

　ルティが無表情のまま私に渡わたしたのは、白い小さな箱に紫むらさきのリボンが巻きついているもの。一見プレゼントのようにも見えた。

「これは？」

「ご自分で確認なさってください。お嬢じょう様さま宛あてです」

　頷いて、ドレッサーの前に慎しん重ちょうに置く。

　丁寧にリボンを開けたらふわりと箱がひとりでに開いた。それはもう、魔法のように。驚いて手が止まる。ルティも息を飲んだ気配がした。

　中には花の髪かみ飾かざりと手紙がある。

　表には私の名前。裏を見るとディラン・ヴェルメリオと子どもとは思えない達筆さで差出人の名前が書かれてあった。

　手紙を開けてみると、花の匂においがふわりとする。それはあの日、王子が魔法で出した花と同じ匂いだった。

　その瞬間、あの日見た美しい光景を思い出す。
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　菫すみれの花のようなものが描えがかれた便びん箋せんに、綺麗な文字でお祝いの言葉と、今日は事情があって家を訪問できないことへの謝罪。

　それから、これからも仲良くしようとか、また遊ぼうとか。

　極きわめつけには最後の一文。

『愛してるよ』

　愛してるよ？　愛して……え？

　私は手紙など出したこともないし書いたこともないから分からないけれど、この世界では最後にこの一文を添えるのが普通なのだろうか。拝はい啓けいで始まり、敬具で終わるというくらいポピュラーなことなのだろうか。

　こっそり隣となりのルティに聞いてみたら無表情のまま赤面したので、恐らく普通ではない。誕生日だから特別仕様なのかも。

　王子の気き遣づかいはとても繊細だった。勝手に開き勝手に消えたこの箱は王子の魔法だろうし、匂いの香るこの便箋も多分魔法だと思う。

　王子の魔法以外でこんな花の香りは今まで嗅かいだことがない。爽さわやかさの中に甘さの混じる、でも不快じゃなくて不自然でもない匂い。

　手紙を丁寧に折りたたんで机にしまった。

　私も今度、手紙を出してみよう。

「ベル、入るよ」

「お父様。おはようございます」

　ノックもほどほどに入ってきたのは朝からビシッとスーツで決めたお父様。

　挨拶を返しながらにっこりと微笑んだお父様はなにやらご機き嫌げんのようだった。

「可愛いベルティーア、誕生日おめでとう」

「ありがとうございます」

　ふんわりと笑ったお父様につられて私も笑うと、次の瞬間にやりと悪戯っ子のようにお父様の口角が上がった。

「さあ、ベル。パティオス島に家族旅行だ」

「……え？」

　突然の言葉に疑ぎ問もん符ふを浮かべた私にお父様は背を向けて、それ以上は何も言わず部屋を出ていこうとした。

　確かに家族旅行に行くという話は聞いていたが、それが今日だとは思わなかった。そもそも日程すら伝えられていなかったから、もっと先の話だとばかり。

「い、今からですか？」

「そうだよ？　前に行こうと話をしただろう。詳くわしい話は馬車の中でしてあげるからついてきなさい」

「まだ支度も何もしていません」

「だが、ちゃんと家を出られるだけの格好にはなっている。なぁ、ルーテリヌ」

「御ぎょ意いにございます、ご当主様」

　確かに髪はきちんと整えたし、王子の突とつ撃げきお宅訪問以降は部屋でダラダラするようなことはしていない。授業やレッスンで忙しいから、そんな暇がないのも理由ではあるが。

　慌ててオロオロする私をルティが視線で促す。この視線はお父様に従っておけという合図だ。

　私は静かに頷いてお父様の後に続いた。

　家を出ると、門の外に遠出する際に使用する一回り大きく作られた馬車が用意されていた。

「ほ、本当に今から……？」

「もちろんだよ。もうウィルもシリィも乗っているよ」

　驚いて馬車を二度見すると窓からひょっこりウィルが顔を出した。

「姉上！　早く！」

　相当楽しみなようで、お母様に怒られないギリギリのラインではしゃいでいるようだ。ポカンとしていると、お父様が私の背中を押した。

「ベルにはわざと日程を秘密にしていたんだ。誕生日が近かったし、サプライズの方がわくわくするだろう？」

「確かに……。ありがとうございます、お父様。とっても楽しみです！」

　お父様を見上げて笑顔でお礼を言うと、お父様は微笑んだまま続けた。

「実はね、どこかの誰かさんが殿下に家族旅行のことを話したみたいでね」

　私の体がギクリと硬こう直ちょくした。

　どこかの誰かさんとは十中八九私のことだ。

「殿下からタイバス家が領地を不在にする納なっ得とくできる説明を要求されたよ。この私が言いくるめられそうになった時はヒヤヒヤしたなぁ。ベルは優ゆう秀しゅうな婚約者がいて幸せだね？」

　明かに嫌みを含ふくんだ言い方をされて、何が悪かったのか分からずに顔色を青くする。お父様は怒ると怖い。正直お母様より怖い。

　お父様の逆げき鱗りんに触れることは、我が家では死を意味するのだ。

　しかし、お父様は私の様子に気付いたようでうっそりと目を細めて見せた。

「君は愛されているね、ベル」

　そう言うお父様の声は優しい。

「君の行動は逐ちく一いち殿でん下かに報告。外出やパーティーなどは殿下が出席するもののみ許可するそうだ」

「……え？」

　なにそれ。私、監かん視しされてるの？

　再び青ざめた私を見ても、お父様は笑みを絶やさない。

「まぁ、そんな殿下を怖がるのは分かるけれどね、私は殿下を応援したくなるよ」

　一歩前に出たお父様はくるりと私の方を振り返り、にやりと笑う。

「シリィを大好きな私に似ているから」

　お父様の言いたいことがいまいちよくわからない。だけど何となくゾワリと悪お寒かんがして自分の腕を軽く擦った。




　家族旅行で行った島はとても美しく、自然に溢あふれていて、それはもう幸せな一時だった。まず、海が青い。当たり前なんだけど久しぶりに見た海には感動した。海底の砂まで見える澄すんだ海は、地球ほど塩分濃のう度どが高くないらしい。

　これでもご令嬢なので海で泳ぐことなどしない。日に焼けたりしたら困るから。そもそも、海で泳ぐという習慣すらこの世界にはないらしい。海にいるのは漁をしている人か、素す潜もぐりする人だけ。どちらかというと、私たちは海の観賞。飽あきて途と中ちゅうで寝ねてしまったらお母様に結構本気で怒られた。

　島名物の貝の身を食べ、王子へのお土産みやげに風ふう鈴りんを買う。この世界にも風鈴があるのかと驚いて衝しょう動どう的てきに買ってしまった。自分のお部屋に飾かざるのと王子にあげるプレゼント。色違いでまるでお揃そろいのようになってしまったが、これくらいは許されるだろう。

　久しぶりに穏おだやかに過ごした三日間は本当に楽しかった。




　羽根つきのペンにインクをつけながらいまだ真っ白な紙を見て唸うなる。あまりにも考え込むものだから、新しくした白い紙に黒い染しみが落ちた。何度目か分からないため息をついて、再び新しい紙を取り出す。机の回りにはたくさんの丸まった紙が転がっていた。

　王子にお土産の風鈴を渡す際に同どう封ふうする手紙。私は今それを書いているのだが、遅ち々ちとして進まなかった。

「まずは典型的な挨拶から……？　でも、なんて書けばいいの？」

　王子の手紙を参考にしてみようと思ったが、お誕生日おめでとうから始まっているこの手紙は、ある意味特とく殊しゅで参考にならない。

　そして、最後の言葉を書くか否いなかである。

　頭が痛くなってすっかりシワの寄った眉み間けんを押さえる。どうしよう。面めん倒どうくさくなってきた。もう手紙なんてなくてもいいかな。手紙の一つや二つなくったって変わらないでしょう。

　真っ白な紙をメッセージカード程度の大きさの厚紙に変える。これで手短にお土産です、とだけしたためればいいか。……いや、やめよう。私の誕生日にわざわざ手紙をくれた王子に不誠実だ。

　再び悩み始めた頃にコンコンと小さなノックの音がした。これはウィルかな、となんとなく予想して返事をする。案の定入ってきたのはウィルだった。

「姉上。来月、殿下がお越しになるようです」

「あら、そうなの。報告ありがとう。あぁ、ちょっと待ってウィル」

　もう用はないとばかりに部屋を出ていこうとする弟を慌てて引き留める。ウィルは迷めい惑わくそうに顔をしかめた。

「そんなあからさまに嫌そうな顔しないでよ！」

「なんですか？　忙しいので手短にお願いしますね」

　なんて酷い弟だ、と口を尖らせ文句を言いながらも、良い案がないか聞いてみる。

「この前、島で買った風鈴を王子に送るついでに、手紙を書こうと思っているのだけど……」

「……それで？」

「何を書いたらいいのか分からなくて」

「くだらな……いえ……来月いらした時に直接渡すのでは駄目なんですか？」

　確かに、今度王子が来る時に渡せばいいのだが……。

「うーん、でもねぇ」

「なにか特別な理由でもあるんですか？」

「私、誕生日の時に殿下からプレゼントをもらったの。その時に手紙もあって、私もなにか返事を書いた方がいいのかなって」

「……手紙？」

　ウィルが見せてほしそうな顔をしたので、机の引き出しから手紙を出して渡した。

　視線を上から下へ滑すべらせて、恐らく最後の一文でピタリと目を止める。

「……なんですか、これ」

「もしかして婚約者には、こんな風に書くのが決まりなのかなと思って？」

「……書くこともあるんじゃないですか？　はぁ……俺への当てつけ？」

　ため息をついて、ウィルの口調が崩くずれる。ギロリと睨まれたので慌てて手を振った。

「違う違う。ただ、アドバイスが欲ほしいなぁって」

「こんなラブラブの婚約者たちにアドバイスなんかあります？　初恋を儚はかなく散らせたこの俺が」

　あのウィルが自じ虐ぎゃくに走っている。なんだか気の毒になってウィルに聞くのはやめようと思い直した。

「ごめんね。自分で解決するからいいわ。気にしないで」

「……」

　素直に謝って再び白い紙に視線を落とす。決めた。私は決めたぞ。何時間かかろうと、王子に手紙を書く。決意を新たにペンを握にぎり直すと、近くで深いため息が聞こえた。

「いいです。俺も手伝います。変なこと書かれても困りますし」

「本当!?　助かるわ！」

　やれやれと呆れたようにこちらを見るウィルは、なんだかんだ言って優しいのである。ツンツンしているが、ちゃんとデレも持ち合わせたシャイボーイなのだ。

「いいですか、手紙は心です。とにかく姉上の真心が伝わればこっちの勝ちです」

「真心……ねぇ。はい！　先生、質問です」

「なんですか」

　私の隣で腕を組んで教師面をしたウィルが、発言を許可するように片手を上げた。

「真心をどうやって伝えるべきですか？」

「そんなの、姉上が思ったことをそのまま書けばいいんですよ。島は楽しかった、とか、海は青くて驚いた、とか」

「えぇ、そんな手紙をもらって嬉しいかしら……？」

「バッカだなぁ！」

　突然ウィルが暴言を吐いてきたのでキッと睨みつける。

　ウィルはしまったと顔をしかめ、誤ご魔ま化かすように咳せき込んだ。

「えー、失礼。大丈夫ですよ。殿下は姉上のことがそれはそれはもう、大好きですから」

「……そうかしら？」

「では逆に、姉上は殿下から手紙をもらって、その内容が殿下の一日だったらどうします？」

「うーん」

　王子の一日。それはそれで面おも白しろそう。

「面白そうね」

「でしょう？　それと同じです」

「でも、つまらないって思われないかしら？　ヤマもオチもないし」

「誰がヤマもオチもある話をしろと言いましたか。というかそれは殿下が、というより、人として冷たすぎません？」

「そう？　殿下なら思いかねないと思うけど」

　ウィルがピタリと動きを止めた。そしてしばらく考えるように黙ってから、小さく頷く。

　王子は腹黒だし、正直何を考えているか分からない。ウィルもそれはよく知っているため、上手くフォローする言葉が見つからないのだろう。

「……とにかく！　ほら、手紙を書いてください」

　パンッと両手を叩いて、早く書けと催さい促そくされる。渋しぶ々しぶ、誕生日プレゼントのお礼と家族旅行のことを書く。誕生日プレゼントについてはまた直接お礼を言おう。

「最後のこれは、どうするべき？」

　ある程度書き終わった後、恐る恐るウィルに尋ねた。王子の手紙の最後の文。

『愛してるよ』

　これを書くか、否か。

　じっとウィルの瞳を見つめていると、キラリと光った。

「当たり前の決まり文句です。心を込こめて書いてください」

　なぜか熱意のあるウィルの言葉に思わず頷いてペンを走らせる。

「これでいいかな？」

「上出来です、姉上」

「はぁ、疲れたぁ」

　ぐったりと椅い子すの背せ凭もたれにしなだれかかる私とは対照的に、ウィルは満足そうににんまりと笑っていた。

「貸し一つですからね、ディラン兄上」
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　数日後、王宮にディラン第二王子宛あての手紙が届いた。

「ん？　珍しいな。第二王子殿でん下か宛だ」

「へぇ。婚約者様ができてからは、ご令嬢からの恋こい文ぶみもなかったのに」

「それ、違うぞ。殿下の側近であるシュヴァルツ様が事前に全部回収されてたんだよ」

「え、なんで？」

「さぁ？　お偉えらい様の考えることなんて俺には分かんねぇよ」

　珍しい封ふう蠟ろうのついた手紙を門番の二人は興味深そうに眺める。彼らは届いた荷物を事前に検品する仕事を担になっていた。毎日太陽に晒されながら門を見張るよりは断然やりがいのあるこの仕事は、門番の中でも特に信しん頼らいの置ける者しか就けない。

「今時封蠟なんて滅めっ多たにないぞ。ただ、差出人が分からないし、どうする？　これ」

「どうって……怪あやしいだろ。荷物も一緒にあるみたいだけど捨てちまうか」

「だよなぁ。差出人を書かねぇ方が悪い」

「勿もっ体たいないけど……あ！」

　門番の数メートル先に、運よく殿下の側近であるシュヴァルツが通った。門番の一人が慌てて駆け寄る。

「お忙しいところ、失礼いたします」

「……なんだ？」

　書物を王宮の隣にある王城の図書館から持ち出そうとしているところなのか、シュヴァルツは引き留められたことに鬱うっ陶とうしそうに目を眇すがめた。

　赤くも黒くも見える瞳に門番はゾッと背筋を震わせる。この方も殿下が王宮で冷れい遇ぐうされるようになってから変わった、と長くこの王宮に仕えていた門番はひっそり思った。

「今日、このような物が届きまして……」

　包みと手紙を差し出すと、シュヴァルツは面倒くさそうにため息をつく。

「また、どこぞの令嬢か」

　チッと静かな舌打ちを聞いて門番も思わず肩を揺らす。情けない。人間、権力には抗あらがえないのだ。

「全く、ディラン様の機嫌が──」

　不自然な言葉の切り方をして、シュヴァルツの動きがピタリと止まった。封蠟を見つめて、そのまま固まっている。

　何かあっただろうか、と門番も首を傾げた。

「シュヴァルツ様……？」

「あぁ、これは大変だ」

　大変だとか言うわりには、口角が徐々に上がっていく。その不敵な笑みに門番は震え上がった。

「第二王子殿下のご機嫌を損そこねてしまうものでしょうか。でしたら、こちらで……」

「いや、いい。これは私が届けよう」

「シュヴァルツ様のお手を煩わずらわせるわけにはいきません！　私が持っていきます」

　率そっ先せんして包みを持とうと手を伸ばすが、ヒョイとかわされた。門番が目を白黒させていると、シュヴァルツは再び笑った。

「あまり触さわらない方がいい。これはディラン様の宝物だからな」




　シュヴァルツは急いだ。

　手に抱かかえた可愛らしい包みを守るように持ちつつ、足早に王宮の広い廊ろう下かを歩く。

　数分でディランの部屋へ着いた。装そう飾しょく品ひんのちりばめられた豪ごう華かな扉に手をかける。シュヴァルツはこの装飾品がディラン手製の結界──魔法道具であることを知っていた。

「ディラン様、失礼します」

「あぁ」

　覇は気きのない返事と共に、扉が数センチ開く。この扉は主の許可、つまりディランの許しがないと開かない。

　シュヴァルツが扉を開けると、据すわった瞳と目が合う。ペンを持ったまま、資料を片手に足を組むディランの心は退たい屈くつの一言に尽つきた。

「どうですか？　捗はかどっておられますか」

「つまらない。楽しくない。ベルに会いたい」

　謎なぞの三段活用でシュヴァルツの問いを一刀両断する。ディランの予定が合わず、この数か月、彼はベルティーアに会えていない。

「死ぬ。もう、死ぬ。ベルに癒いやされたいし、ベルに褒ほめられたい」

「いいもの持ってきましたよ」

　気持ち悪い笑顔を浮かべたシュヴァルツに、ディランは思い切り眉を寄せた。

　ベルティーアの前では決してしないような心底嫌そうな顔だった。

「嫌な予感しかしないんだけど」

「酷いですね。これ、どうぞ」

　ディランはうんざりしたように包みと手紙を見て、シュヴァルツと同様、封蠟のところで視線を止めた。そして瞬きを繰くり返かえし、信じられないと口を開ける。

「ベルが気に入っていた封蠟だ……」

　封ふうを開け、手紙を読む。途中で、付属の包みはふうりんというパティオス島特有の土産みやげ物ものであると知った。じっくりと文字を見て、最後の一文でディランは血を吐くような呻き声を出す。

「どうかしましたか。鳩尾みぞおちを殴なぐられたような声を出して」

「頑張れ、頑張るんだ、俺。一か月経てばベルに会えるんだ……」

　虚うつろな瞳で手紙を握りしめるディランを見る者は、幸運なことにシュヴァルツしかいない。

　さて、手紙にはなんと書いてあったのか。

　シュヴァルツがこっそりと主の机を覗き込む。追い払われないということは見ても良いということか。




『私も愛しています』




　綺麗で繊細な文字で書かれた言葉。これが本心かどうか、そんなことはディランにはどうでもいい。純じゅん粋すいに、書いてくれたというその事実が嬉しいのだ。

「……なるほど」

　ベルティーア様も分かっておられる、と主の破顔を見ながらシュヴァルツは一人頷いたのだった。
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　時間というのは、気が付けばあっという間に過ぎているものだ。

　王子と婚こん約やくした日にはまだ先だと思っていたことが、今間近に迫せまっている。

　ベッドで仰あお向むけになり天てん蓋がいを眺ながめながら、深く息を吐はいた。春が来て、夏になり、秋を感じて冬が過ぎていく。

　必死に勉強をして、王おう子じ妃ひ教育も頑がん張ばって、私は十四歳になった。王子は十五歳。

　婚約をしてから五年の月日が流れたのである、信じられるだろうか。私はいまだに信じられない。

　慣れない言こと葉ば遣づかいや所作、この世界にしかない法律、歴史。王子妃教育にはついていくのが精せい一いっ杯ぱいで、日々を全力で過ごしていたら瞬またたく間まに十四歳になっていた。

　のそりと体を起こし、時計を見る。時計の針が差す時刻はまだ朝早かった。どうりでルティが来ないはずだと納なっ得とくする。

　ベッドから抜ぬけ出だして朝日に照らされた庭を眺めようと窓に近づこうとしたが、鏡台に映った自分の姿に足を止めた。

「……ゲームのベルティーアそのままね」

　自身の雰ふん囲い気きのせいか悪あく役やく令れい嬢じょうのベルティーアよりは幾いく分ぶんか柔やわらかい印象を与あたえるものの、その表情を消せば凍いてつく美しさを体現する。

　自分の姿であるはずなのに、まるで別の人間を見ているみたいに現実味がなかった。

　十五歳を迎むかえた王子は、来月から聖ポリヒュムニア学園へ通うことが決まっている。

　貴族の子息令嬢は皆みな、十五歳よりこの学園に通うことを義務づけられており、地方貴族も王族も例外なく身分差のない学園内で衣食住を共にする。

　驚おどろくことに、学園に通う三年間は、ホリデー以外学園から外出することは許されない。男子寮りょうと女子寮に分けられ、生徒たちは自立を強要される。

　朝の支し度たくや食事の準備（もちろんレストランが学内や寮に存在する）、選せん択たく科目から課題まですべて自分で考えて選択していかなければならない。

　今まで蝶ちょうよ花よと育てられてきた貴族の子どもたちは、ここで失敗と成功を繰くり返かえし大人の階段を上るのである。

　王子が学園に通うからには、今までのような頻ひん度どで我が家を訪おとずれることはできない。ホリデーの時に来てくれたら嬉うれしいなぁと思う程度である。王子のことだから、王宮が嫌いやすぎてホリデーも学園に留まる可能性があるけれど。

　五年経たった今でも、私と王子の関係は変わらず〝婚約者〟である。

　しかし、幼い頃ころ二人で遊び尽つくした秘密基地に行くことはなくなったし、トランプも今では机の引き出しに眠ねむっている。

　照れるように笑うと幼く見えた王子も、気が付けば青年と呼べるほどに成長していた。

　大きくなったなぁ……なんて自分が育てたわけでもないのに感かん慨がい深ぶかくなったのはつい三か月前のことである。

　もしかしたら、また背が伸のびているかもしれない。

　幼少期を共に過ごした少年が健すこやかに成長する姿を見る度たびに、寂さびしさと同時に深い喜びを感じるのだ。
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　ガラガラと地面を車輪が滑すべる音に、伏ふせていた視線を上げる。

　どうやら王子が到とう着ちゃくしたようだ。

　扉とびらの真正面に立ち、出で迎むかえる準備をする。ほどなくして使用人が扉を開き、王子を招き入れた。

「ようこそ我が家へお出いでくださいました、殿でん下か」

「うん、久しぶりだね、ベル」

　昔より、ずっと低くなった声。

　数か月前は変声期で喋しゃべりにくそうだったが、今は多少落ち着いたようである。

　声の良よし悪あしを気にしない私でも、王子がとんでもなくいい声をしていると断言できる。

　ゆっくりと王子が近づいてきて、男性らしい骨張った指が頰ほおに触ふれた。

「にしても、いつになったらベルは俺の名前を呼んでくれるのかなぁ」

「……畏おそれ多おおいことです」

　王子はこうして度たび々たび私に自分の名前を呼ばせようとしてくる。婚約して五年になるけれど、今さら名前を呼ぶのも憚はばかられ、のらりくらりとかわしていた。ヒロインと結ばれた時に王子と適切な距きょ離り感かんを保つためでもあるので、仕方がないことなのだ。

　……だから、甘えた目で見つめられたって折れてはいけない。

「殿下」

「うーん、もう効かないか」

　くすくすと楽しそうに笑う王子は、私が彼の甘い瞳ひとみに弱いことをよく理解している。

　流されないようにそっと目を伏せると、ちゅっと頰にキスをされた。顔が良すぎて最近はこの触れ合いさえも無心でいなければ卒そっ倒とうしそうだ。

　そっと窺うかがうように視線を上げ、齢よわい十五の王子をまじまじと見れば、ん？　と不思議そうに首を傾かしげられた。

　かつての友人が見たら鼻血ものに違いないその容よう貌ぼう。

　輝かがやく金きん髪ぱつは光を帯びて輝き、青い瞳は優やさしそうに眇すがめられている。すらっとした長身と長すぎる足。

　スタイルがいいなんてレベルなのか。もはや黄金比。

　最強なんじゃないの、この人。私も美人な方だと思うけど、この人の隣となりには立ちたくない。ただでさえ少ない輝きが搔かき消けされる。

「そんなに見られると照れるよ」

「いえ、殿下は格好よくなられたなぁ、と」

「え、本当？　格好いいって思ってくれてる？」

　王子は大人びた表情を一転させ、ぱっと嬉しそうに破顔した。

「容姿を褒ほめられることは腐くさるほどあるけど、ベルはあまり褒めてくれないから嬉しい」

「美しすぎて直視できないレベルなので安心してください。格好いいだなんて常に思っていますよ」

「そうだったの!?」

　王子はますます嬉しさを全開にして、花を飛ばすようにふわふわと笑った。王子にしては珍めずらしく無防備な笑え顔がおに少し驚く。

　いつも大人っぽく甘い顔で微笑ほほえむ印象があったので、こんなに感情を押し出した笑顔はなかなか見られない。

　格好いいとか言ったことなかったっけ？　と内心頭を捻ひねりながらも彼が嬉しそうなのでまぁいいかと一人納得する。

　ふと王子の顔が近づいてきて、さっきとは打って変わって色気のある微び笑しょうを向けられた。

「じゃあ、ベルはいつも俺にドキドキしてくれてる？」

　掠かすれた甘い声こわ色いろに全身が総毛立つ。

　気が付くと王子のペースに乗せられるから、この人は本当に侮あなどれない。

「さぁ、どうでしょう」

　王子の頰に触れ、挨あい拶さつの意味を込こめたキスを返すと、王子はきょとんと瞳を驚きに瞬まばたかせる。

　その隙すきにするりと腕うでの中から抜け、こちらへどうぞと客間に案内した。




　お互たがい向かい合ってソファーに座り、いつものように談だん笑しょうする。こうして長い間会えなくても、王子とは気まずくなることもなければ話が途と切ぎれることもない。王子は話し上手で、聞き上手だ。

　思春期を迎えたら多少はぎくしゃくするものかと思っていたが、結局は杞き憂ゆうに終わった。

　彼は何年経っても優しいままだ。

「学園に入学したら、ベルにも会えなくなるね」

　王子は寂しそうに視線を床ゆかに落とした。悲ひ壮そう感かんの漂ただよう表情に、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

　王子は私と会えないことを本当に残念に思ってくれている。それはもちろん理解できた。

　三か月に一度、きっちり我が家へ通ってくれるのは王子なりの私に対する誠意だ。

　だからこそ、今日はこの話をすると決めていた。

「殿下」

「ん、どうしたの？」

　真面目な顔をして王子を見つめた私を、彼は訝いぶかしげに見た。

　あと一年で、私たちの関係は変わる。

　たとえ、ヒロインが王子を選ばずほかの攻こう略りゃく対象者を選んだとしても、私が二人をくっつけてみせる。ヒロインなら必ず王子を幸せにしてくれるはずだから。

「もし……学園で愛する方を見つけたら」

「愛する方……？」

「遠えん慮りょせず私に仰おっしゃってくださいね」

「……」

「ぁ、えっと、ほら、女性目線の恋こいのアドバイスはできるでしょうし！」

　王子の剣けん吞のんな視線に思わず体が硬こう直ちょくしたが、重たい空気にならないよう無理やり声のトーンを上げる。




「ベル」




　その一言で、部屋の空気が氷点下並みに凍こおりついた。

　指先も動かせないほどの緊きん張ちょうに包まれる。

「それ、冗じょう談だん？　それとも愛人を作っていいよってこと？」

　王子はゆらりと立ち上がり、向かいに座る私に近づいた。私は立ち上がることもできずに恐おそる恐おそる王子を見上げる。

　私を見下ろす王子の瞳はあの日見たガラス玉のように無機質だった。

　しくじった、と気付いた時にはもう王子の地じ雷らいをぶち抜いた後である。よかれと思って言ったことが、余計なお世話であったらしい。

「あ、愛人とか、そういうことじゃ……」

「じゃあ何？　まさか、婚約破は棄きとか言わないよね？」

　とんでもない威い圧あつ感かんに、頭が上手うまく回らない。私にできることなど、脳みそに浮うかんだ言葉をポツリポツリと溢こぼすだけだ。

「その、殿下が望むなら……」

「面おも白しろいことを言うんだねぇ、ベル。俺が婚約破棄を望むと思ってるの？」

　向けられた王子の怒ど気きに、萎い縮しゅくし縮こまった私を見かねたのか、王子はソファーに腰こしを下ろし見下ろすのをやめた。

　そして膝ひざの上で揃そろえていた私の手を取り、そっと撫なでる。

「ごめんね、怖こわがらせちゃったね。ベルがあまりにも見けん当とう違ちがいなことを言うからさ。で？　そう思ったきっかけを教えてよ。誰だれかが君に吹ふき込んだ？　それとも勘かん違ちがいしてる？　いいよ、言い訳なら聞いてあげる」

　気が付けば指を絡からませるように繫つながれていて、キツく手を握られる。

「……だって、私たちは親友じゃないですか。好きな方と結ばれた方が、きっと幸せだと思って」

　王子は私の言葉を聞いて、大きく目を見開いた。さっきまであった異常な圧あっ迫ぱく感かんが一気に消きえ失うせる。

　王子の怒気も、しおしおと萎なえていく様が手に取るように分かった。

「親友……あぁ、親友ね。そっか、俺はまだ、親友なんだ」

　ぐっと耐たえるように唇くちびるを嚙かみしめた王子の顔には、悲しみと悔くやしさが滲にじんでいるように見えた。

　繫がっている手に力が込められる。

「俺は、酷ひどい思おもい違ちがいをしていたみたいだ」

　さっきまでの無表情から一変、いつもの優しい笑えみに戻もどった。

　しかしその瞳には隠かくせない激情が表れていて、思わずごくりと喉のどを鳴らす。

　思い違いとは、一体どういう意味だろう。

「勝手に思い上がっていた自分が恥はずかしいよ。ベルが言いたいのってさ、もしもベルに好きな人ができたら俺と婚約解消したいってことでしょ？　だって、〝親友の俺と結けっ婚こんするより、その好きな人と結婚したほうが幸せ〟だもんね？」

「──あっ」

　王子に指し摘てきされ、思わず片手で口を覆おおう。私の言い方だったら、確かにそっちの意味に捉とらえられても仕方がない。

「ち、違うんです。私、そんなつもりじゃなくて」

「いいんだよ。ただ、俺の愛情がちゃんと伝わってなかっただけの話だ」

　妖あやしく笑えみを湛える王子の瞳が私を射い貫ぬく。とんでもない藪やぶ蛇へびをつついてしまったのではないか、と今さら青ざめた。

　片手を恋こい人びと繫つなぎされつつ、頰にそっと触れられる。

　慣れた触れ合いのはずなのに、バクバクと心臓が鳴るのは緊張のせいだろうか。

　唇がくっつきそうなほど顔が近い。頰にキスをすることはあっても、ファーストキスはお互いまだのはず。

「だけど、婚約破棄だけは今後絶対言わないで。いいね？」

　瞳どう孔こうの開いた王子の青い瞳を間近で見て、その迫はく力りょくに気け圧おされるようにコクコクと何度も首を縦に振ふる。

　私が首しゅ肯こうしたのを見るや、王子は満面の笑みを浮かべた。

「俺にチャンスをくれてありがとう、ベル」

　文句なしの爽さわやかスマイルであるが、承しょう諾だくさせるのにあんなに圧が強めなことってある？

　王子は私の頰を撫でながら続けて言った。

「ベルが何を怖がっているのか分からないけど、俺にはこれから一生ベルだけだよ」

　その言葉にギクリと肩かたが揺ゆれる。

　しかし、自分でも何が図星なのか分からなかった。

「俺は、ベルが俺を好きになってくれるなら何だってする」

　そんなのまだヒロインが現れていない今ならどうとだって言える。

　妙みょうに捻くれた思考回路は、だが王子の顔を見た瞬しゅん間かんに一いっ瞬しゅんで吹き飛んだ。

　あまりに仄ほの暗ぐらい瞳に私は言うべき言葉が見つからない。

「ベルが欲ほしいものはなんでもあげるし、邪じゃ魔まな奴やつがいれば消してあげる」

「いや、殺人はやめてください。シャレにならないです」

「そう？　じゃあやめるね」

　またまた冗談でしょ？　と思いながらも、王子の目は至って真しん剣けんなのが気になるところである。

「殿下、戯たわむれもたいがいになさらないと……あまり物ぶっ騒そうなことばかり言わないでください」

「物騒な俺は嫌きらい？」

「そ、そういう意味では……」

　眉まゆを下げられ叱しかられた子犬のような表情をされてしまえば、強く言うこともできずに言葉を詰つまらせた。

　あざとい仕草がこれほど似合う人なんて王子しかいない。

「言ったでしょ？　ベルのためならなんでもするって」

「そんな……」

「好きになってもらえるなら、俺、頑張る。本当だよ」

　両手を握られて、海のように暗い瞳に見つめられる。

　純じゅん粋すいな気持ちだけでは形容できない何かを感じ、ゾワリと背筋に悪お寒かんが走った。

　予想外の展開に顔を引ひき攣つらせた私を見ても、王子はただただ笑うだけだ。

「殿下、もしや激務で疲つかれているのでは？」

「失礼だなぁ。どうして素す直なおに聞いてくれないのかな。──ねぇ、もしかしてベルにはすでに好きな人がいるの？」

　その時脳のう裏りに浮かんだのは、前世の推おしであるアスワド様だった。学園に入学したら、一度は会いたいと思った人。

　その一瞬の迷いを王子がどう捉えたかなんて想像に難かたくない。

　途と端たんに、表情がすとんと抜け落ちた。

　その恐ろしさにひぇっと喉から悲鳴が漏もれ出る。

「誰、それ誰。教えて」

「いえ、あの、違うんです」

「どこの奴？　ベル、教えて」

「好きな人なんていませんから！　本当に！　不意打ちの質問にビックリしただけですって！」

　詰め寄ってくる王子が怖すぎて声を張り上げるように言えば、王子はピタリと口を閉じた。

「本当に好きな奴はいないんだね？」

「い、いないですよ。もう」

「ふぅん」

　問い詰めることはやめたものの、あの一瞬の間を王子は不ふ審しんがっている。王子の冷たい視線が痛い。

　しばらくそうして不毛な押し問もん答どうを繰り返していたら、王子の帰る時間になった。

　今日だけでげっそりと体力を奪うばわれた私はヘロヘロである。

　まだ若じゃっ干かん不ふ穏おんな空気を醸かもし出しつつも、表情は微笑みを維い持じしている王子が私の頰を撫でた。
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「ちゃんとホリデーには帰ってくるから」

「はい、お待ちしております」

　いつも通りの挨拶が終わり、抱きしめられると思ったら頰を両手でがっしり摑つかまれた。

　驚きに目を見開けば、王子は何が面白いのか楽しげに笑いながら囁ささやく。

「ベルにもし好きな人がいても、俺はベルを離はなさないよ。だって、一生側にいてくれるって約束したでしょ？　俺が学園にいる間、俺を裏切ったりしたら……許さないから」

　それだけは覚えていて。

　王子はやはりにっこりと笑って、私の頭を撫でた。

　想像していた展開と違いすぎる。もしかして本当に……と思ったがすぐに考えを打ち消す。

　そんなことを考えれば、私の作戦が根底から覆くつがえされる。王子とヒロインをくっつける、これで王子は幸せになれるはずなのだ。

「またね、ベル。ベルも学園に入学したら、一いっ緒しょにもっと楽しいことしようね」

「あ、はい」

　もっと楽しいことってなんだろうか。

　ダメだ、考えるな。なんだか危険な気がする。

　王子を見送り、ドッと肩の力が抜けた。疲れた。猛もう烈れつに疲れた。

　今日はゆっくり休んで寝ねよう。それがいい。







　一年後、私も学園に入学し、さらなる波乱に巻き込まれることになるのだが──それはまた別の話である。





おわり
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　皆みな様さま、はじめまして。霜しも月つきと申します。

　この度たびは本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　まだ荒あら削けずりだった自分の物語が、しっかりとした形になって完成していく様子をこの半年見てきました。

　さながら、子どもの成長を見守る母のような気持ちです。




　短編としてウェブに投とう稿こうした日から、もう四年の月日が経たっているだなんて正直信じられません。

　二年かけて連れん載さいまで物語の構想を練り、一年かけて完結させ……。あの頃ころの私はどれだけ溺でき愛あいに飢うえていたのでしょうか。

　ディランという癖くせの強いヒーローをのびのびと書いている自分を感じる度に、楽しそうだなぁとどこか他人ひと事ごとのように思っていました。

　今でもディランの激重感情を書くのだけは飽あきないんですけどね。




　さて、ここで少し特とく殊しゅな書しょ籍せき化かへの道のりを皆様にお話しようと思います。

『悪あく役やく令れい嬢じょうは王おう子じの本ほん性しょうを知しらない』は、そもそも「小説家になろう」というウェブで投稿した小説です。

　まずはベル視点のお話を書き、続いてディラン視点、もう一人の登場人物視点で計三つの短編を書きました。

　その時点で、今の担当さんから声をかけてもらったのです。




「短編をまとめて、一つの小説として書籍化しませんか？」と。




　短編の打だ診しんがあるなど想像もしていなかったのでとても嬉うれしかったし、驚おどろきました。

　しかし、その当時、忙いそがしく執しっ筆ぴつの時間がないこととベルとディランの話をもっと掘ほり下さげて連載として書きたかったことを理由にお断りしました。




　そして二年間、忙しくて筆を取る時間がない時に妄もう想そうを繰くり広ひろげ、ベルとディランの話をずっと考えていました。

　生活が落ち着いた頃、満を持して連載を始め完結まで書ききりました。




　完結後に私の胸に宿った願いは、「書籍化したい」でした。

　物語を書く者なら一度は夢にみるでしょう。

　自分の描えがいた人間が絵に再現されること、本屋に並ぶこと。




　そして私はメールをしました。

　かつて私の小説を見み初そめ、書籍化の打診をしてくださった担当さんに。




「私の小説を書籍化していただけませんか!?」




　もうド直球です。

　しかも二年越しにいきなりメール。

　行動力が半はん端ぱではない。しかし、思い立ったが吉きち日じつと言うじゃありませんか。

　期待半分、断られるだろうな半分。




　結果は是ぜ。担当さんはまさに神でした。




　以上のような経けい緯いを得て、書籍化するに至ったのです。

　いやぁ、これは中々ない事例なのではないでしょうか。

　本当に幸運です。ここ十年の運を全て使いきったと思っております。




　読者の皆様も、ここまでお読みくださり本当にありがとうございます。

　それでは、また会う日まで！





霜月せつ　










電子書籍特典　書き下ろし短編

『お泊まり』









「お泊まりですか？」

　私は、にこにこと上機嫌に微笑むお父様の顔を呆然と見上げる。

　お父様は笑顔のまま深く頷いた。

「突然のことで驚いただろうけど、殿下に時間があるのも今のうちだし、折角なら我が家に招待したいんだ」

「夕食にお招きして、そのままお泊まりになるんですね？」

「そうだね」

　そういうことなら、と私は素直に頷く。

　お客様を家に招く機会というのはなかなかないのだ。

　しかも、基本的にお父様のお客様が多くて、私は晩餐に顔を見せて挨拶をするくらいで関わることはない。

　お友達を招待することは初めてなので少しワクワクしている。

　その様子に気づいたのか、お父様は優しげな眼差しを私に向けた。

「それでね、殿下はベルの部屋に泊まってもらおうかなって思うんだ」

「え？」

　私の部屋？　どういうこと？

　お父様の言っている意味が分からず、目を見開いたまま固まる。お父様は至極当然とばかりに平然としていた。

　いやいや、私の部屋に泊まるのはさすがにダメでしょう。

「お客様を私の部屋に泊まらせるのはいかがなものかと……」

「ベルは殿下の婚約者だし、仲良くやっているみたいだから問題はないよ」

「こ、婚前に同じベッドで過ごすのは良くないのでは？」

「え？　でも我が家で出迎える時と見送る時は頰にキスをしているんだろう？」

「……それはただの挨拶なので。何かおかしいでしょうか？」

　お父様は少し驚いたように瞳を揺らしたが、笑顔は保ったままで笑みを深めた。

「仲が良いってことじゃないか。それにまだ〝子ども〟だから、大丈夫だよ」

　お父様はそれだけ言って、さっさと自室に戻ってしまった。言いたいことはたくさんあったけれど、言ったところでこの話は決定事項だ。

　しばらく居間のソファーでお泊まりの日の振る舞いを考え、今のうちに部屋の模様替えをしようかな、と立ち上がった。




　王子をタイバス家の晩餐に招待するという名目上、一家総出で出迎えるというのが基本である。

　王宮へ正式に招待状を送ったし、タイバス家への宿泊も許可を得ているはず。

　王家の家紋が刻まれた馬車から降りてきた王子は、いつもより五割増しでキラキラとして見えた。

　お父様が前に出て、王子に挨拶をする。

「ようこそお出でくださいました、ディラン殿下。今宵は我が家でごゆるりとおくつろぎください」

「招待感謝するよ、タイバス家当主殿」

　お父様に合わせて家族で頭を下げれば、王子は微笑みながら感謝を述べた。

　ウィルは嬉しそうに王子の方を見ていて、話したくてうずうずしているようだ。

　お母様はやはり王子の見目を気に入っているらしく、満足そうに笑っている。

　横目でそんな二人を見ていると、王子がこちらに歩み寄ってきた。思わず首を傾げると、彼は笑みを浮かべたままそっと私の頰に触れた。

　え、ここでいつもの挨拶するの？　家族がいる前で？

　そんなの、恥ずかしすぎるではないか。

　戸惑う私にもお構いなしに、王子はそっと私の頰にキスをした。こちらを見ている家族の視線が恥ずかしくて顔に熱が集まる。

　だけどここで恥ずかしがって王子を拒絶することはできず、震えながら私も挨拶のキスを返した。

　真っ赤に頰を染める私を見て、王子は吹き出すように笑った。

「ありがとう、ベル」

　私を労るように頭を撫でた王子は、確実に私が照れることを分かっている。

　家族にバレないように彼を睨むが、王子は甘く瞳を惚けさせるだけだった。

　……そんな幸せそうな顔をされたら怒るに怒れないじゃない。




　晩餐は終始楽しい雰囲気で、私もあまり緊張せずに済んだ。

　王子と遊んだことをお父様とお母様に話すと、二人とも微笑んで頷きながら話を聞いてくれる。

　そして就寝の時間が近づいてきた頃──私と王子は同じベッドで横になっていた。

　……あれ？　めちゃくちゃナチュラルに隣で寝ている。

　少し間を開けて、お互い背中合わせで寝る。

　王子は甘え上手だから、もっとくっついてくるものだとばかり思っていたので拍子抜けした。

　恥ずかしい勘違いをしてしまったと、こっそりため息を吐く。

　そうよね。婚約者とはいえ相手は一国の王子様だし、まだ婚前だし。

　私は何を想像していたのか。恥ずかしすぎる。

　子どもだから大丈夫と言ったお父様の言葉通り、本当に何も心配することなどなかった。

　安心して目を閉じれば、そのまま深く眠ってしまった。




　寝苦しい。暑い、いや、重い？

　思わず口から呻き声が漏れ、意識が浮上する。

　そっと瞼を開けると目の前に美しい顔があった。驚いて悲鳴を上げそうになるのを慌てて抑える。

　なんで、王子がこんな近くに!?

　背中合わせで寝てたはずじゃなかったっけ!?

　結構な強さで私を抱き締める王子に目を白黒させる。

「……殿下？」

　寝起きの掠れ声で王子を呼ぶが、彼からの反応はない。

　しかし、これでは苦しくて眠れそうにない。そっと彼の腕を外そうとすると、嫌がるように身動ぎしたが、王子も目が覚めたのか「ベル？」と掠れた声で言った。

「殿下、起こしてしまい申し訳ありません。ですが、その、苦しいので少し離れていただけませんか？」

「……やだ」

「……え？」

　王子はぽつりと呟き、そのまま黙り込んでしまった。焦って肩を揺らすが、しばらくして規則正しい寝息が聞こえてくる。

　がっしりと腰に回った腕に離れることを諦め、王子のさらさらの髪をそっと撫でてみた。

　すると、甘えるように私の手のひらに頭を擦り付けさらに腕の力が強くなる。

　あぁ、これは寝たふりだな。

　仕方ないなぁ、と内心笑いながら、再び眠りに落ちるまで頭を撫でていた。
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